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  プロローグ

  

  『昨日のニューヨーク市場で株価が大幅下落した影響を受け、今日の平均株価は一時五百円安に迫る勢いを見せました。世界規模での金融不安に政府は――』

  「はあ～。世の中は不況なのだな～」

  　平凡な高校生男子である会あい澤ざわ拓たく海みが、こたつに入ってみかんの皮をむきながら、しみじみと世せ界かい恐きよう慌こうを嘆なげいている。家に大型液晶テレビがやってきて間もない拓海は、こうしてテレビ画面と会話をするのが最近の日課になっていた。

  　時は一月。冬休み真っただ中の肌寒い午後。

  　じんべえを着てこたつのふとんに包くるまりながら「みかんを食べ過ぎると手が黄色くなるって本当かなぁ」とどうでもいい心配をする拓海は、どこにでもいるごく普通の高校生だった。

  　特別美男なわけでも、かといって不細工なわけでもない、平凡だけど優しそうな面おも立だち。性格は温厚そのもので、よく言えば誰からも愛される、悪く言えば八方美人な性しよう分ぶん。そんな、どこからどう見てもごく普通の十七歳男子である彼には、一つだけ一般の高校生と異なる点があった。

  　それは、彼が人気テレビ番組『学園カゲキ！』で活躍する、スターの卵であること。

  「夕方のこの時間はニュースばかりで退屈だなぁ」

  　新聞のテレビ欄を広げた拓海が、スターの卵とは思えない小市民的発言を口にする。彼はセンセーショナルな報道番組よりも、ワンパターンだけれど平和なバラエティ番組が好きだった。

  　そうとは知らないニュースコメンテーターが、深刻な顔で昨今の経済危機をことさら嘆く。

  『消費マインドの落ち込みにより物が売れない状況が続いています。輸出に頼っていた企業は円高の影響をまともに受け、業績を軒のき並なみ下方修正。大企業による派遣社員のリストラが相次ぎ、政府は雇用問題の抜ばつ本ぽん的てき見直しを――』

  「リストラかぁ。勤めていた会社をいきなりクビになるなんて大変だよな。日本はどうなっちゃうんだろ」

  　百年に一度の大不況を憂うれいながら、拓海は甘いみかんを一口頬ほお張ばる。

  　株価暴落。企業の業績悪化。倒産件数の増加。雇用不安。格差社会。ワーキングプア。ネットカフェ難民。消費の減衰がさらなる不況を呼び、さらなる不況が消費の減衰を呼ぶ負のスパイラル……。日本経済は未み曾ぞ有うの危機に陥おちいっている――それを、拓海はどこか他ひ人と事ごとのように受け止とめていた。

  「リストラされた社員が可哀かわい相そうだなぁ」と漠ばく然ぜんとした同情を覚えながら、拓海は面白い番組を探して新聞のテレビ欄に目を落とす。

  　世界的な不況も、連日テレビを賑にぎわす経済危機も、一介の高校生である拓海にはどうでもいい話題だった。彼にとって倒産やリストラは別世界の出来事でしかなかった。

  　……少なくとも、冬休みが終わるまではそう信じて疑わなかった。

  「このままでは歌か劇げき学園は三月いっぱいで閉鎖になる！」

  　学校の職員室で、背の低い教頭先生が金かな切きり声を張り上げている。居い並ならぶ教師たちに動揺が走るのを、教頭はギョロリと見渡した。

  「それはどういうことですか？」

  　声を上げたのは、二年Ａ組担任の遠えん藤どう彩さ枝え教諭。皺しわ一つない濃紺のスーツに、ざあます言葉が似合いそうな両端の吊つり上がった眼め鏡がね。堅物のキャリアウーマンを地でいく容よう姿しで、彩枝は猫背の教頭を問い詰める。

  「そんな話は初耳です。事情を説明してください」

  「そりゃ初耳だろうね。何しろ私も今初めて言ったんだから」

  　教頭の声はやけに甲かん高だかく、言い回しもいちいち嫌いや味みったらしい。さらに人を小こ馬ば鹿かにしたような態度で喋しやべるものだから、生徒はもちろん教師たちにもすこぶる評判が悪かった。

  　そんな不人気の教頭が、反論する女教師を威圧するように上から目線で訴える。

  「我が校に出資していた複数のスポンサーが、軒のき並なみ『来年度のスポンサー契約を打ち切りたい』と言ってきたのだ。この意味がわかるかね？　これは、歌劇学園存続の危機なのだ！」

  　――私立歌劇学園。

  　それは日本一のタレント養成学校。未来のスターを目指す若者が全国から集つどう、芸能界の登竜門。この歌劇学園が中心となって製作する人気テレビ番組『学園カゲキ！』に出演するため、生徒たちは日夜、切せつ磋さ琢たく磨まを繰り返す。

  　そんな夢と希望に溢あふれた学び舎やで、猫背の教頭は激しく唾つばを飛ばしていた。

  「いいかね？　ドラマを一クール製作するには億単位の金が必要になる。年間十五本ものテレビドラマを製作している歌劇学園は、常に資金不足と戦っているのだ。スポンサーの撤退は死活問題！　そんなこともわからんのか！」

  　言っていることは重大だが、教頭の嫌味ったらしい声と幸さち薄うすそうな小悪党顔が災わざわいして、なぜだか「お前に言われたくない」という意識が働いてしまう。悪い意味で「人は見た目が九割」を体現している教頭である。

  「だが諸君、安心したまえ。学園を襲おそう未み曾ぞ有うの危機に、打ち勝つための画期的なアイデアを私は思いついた！　学園崩壊の危機を回避するため、私は提案する！　出来の悪い生徒をリストラする！　全校生徒の半数を、学園から追放するのだ！」

  　……は？

  　教頭の思いがけないひと言に、集まった教師たちが言葉を失う。突とつ拍ぴよう子しもない教頭の提案に、最初に反論したのは彩枝だった。

  「正気ですか？　生徒を増やして学費収入を増やすならともかく、生徒の数を減らすことが学園の危機を救うことになるとは思えません」

  「彩枝先生はそんなこともわからないのかね。もっと頭を使って発言したまえ」

  　いちいち癇かんに障さわる物言いの教頭が「頭の足りないお前に賢い私が教えてやろう」的な上から目線で指南する。

  「私が言っているのは学費などというスケールの小さな話ではない。生徒の数を減らすことで、学園が製作しているドラマの本数を減少させることが目的だ」

  「お言葉ですが、歌劇学園では『一つのクラスが一つのドラマを受け持つ』ことが暗黙のルールです。毎年十五本のドラマが作られるのは開校以来の伝統です。教頭は歌劇学園の伝統を壊すつもりですか」

  　歌劇学園では三学年×五クラス＝十五クラスが、それぞれ一つの番組を受け持っている。一クラスで一本の番組を作り、それをテレビ番組『学園カゲキ！』内で放送する――それが歌劇学園の伝統だった。

  「彩枝先生はつくづく頭が回らないねぇ。『一つのクラスが一つのドラマを受け持つ』という伝統を壊すつもりはない。いいかね？　生徒の数が半減すれば、クラスの数も半減する。クラスの数が減れば、自然と製作されるドラマの本数も減るじゃないか」

  「学級数を減らすためだけに、大量の生徒を退学にすると？」

  「その通り！　ドラマの本数が半減すれば、何億という経費が節約できる。資金難の学園が生き残るにはこの方法しかない！　人気のない生徒、実力のない生徒、やる気のない生徒、そんな役立たずどもは私の歌劇学園には必要ない！　金にならない生徒は存在自体が有害なのだよ！」

  　これまでの歌劇学園では、社会現象になるほど大ヒットした人気作と、鳴かず飛ばずでひっそりと打ち切られた実験作が平行して製作されていた。その方針は多種多様な番組を生み出す懐ふところの深さを示していたが、同時に「売れない作品」を量産する弊へい害がいも生み出していた。

  「ドラマの本数を減らして製作費を大幅削さく減げん。同時に、人気のある生徒だけで確実に売れるドラマを量産する。それが学園を立て直す最善の策だと思わないかね？」

  「思いません。人気のある役者だけを使い、視聴者に媚こびを売ったドラマを大量生産する。それが『学園カゲキ！』らしいと言えますか？『学園カゲキ！』は多様なニーズに応こたえてきたからこそ、今の人気を……」

  「しつこいね、君は。このまま何もしなければ、学園は莫ばく大だいな負債を抱えることになるのだ。それとも君が借金を立て替えてくれるのかね？」

  　嫌いや味みな教頭の挑発は腹立たしいが、早急な対策が必要なのは紛まぎれもない事実。彩枝は唇くちびるをきつく噛かみ締め……それでも負けてなるものかと教頭を睨にらみつけた。

  「この件を理事長はご存じなのですか？　まさか、教頭の独断で話を進めているのではないでしょうね。だとしたら私は理事長に報告を……」

  「馬鹿を言っちゃいかんよ。もちろん理事長の許可は取ってあるとも」

  「理事長に報告する」という伝家の宝刀を抜いた彩枝に、教頭は勝ち誇った笑えみを浮かべる。

  「もっとも、理事長は資金調達に忙しくて学園内のことにまで手が回らない状態だがね。そこで理事長は、優秀な人間……すなわち私に学園の改革を一任されたのだ。理事長は私のやることに口出ししないと約束した。今日から、私の言葉は理事長の言葉だと思いたまえ！」

  「虎とらの威いを借かる狐きつね」を、身を持って体現する教頭。だが教頭のかっこ悪さは別にして「理事長のお墨すみ付つき」という肩書きは絶大だった。彩枝が悔しさを滲にじませながら引き下がるほどに。

  「納得してもらったところで、さっそくどの生徒を退学にするか決めてもらおうか。誰を退学にするかは担任の先生方に一任する。文句を言う生徒がいたら、各自の自己責任で処分したまえ」

  　功績は自分のものだが、問題が起こったら責任は担任に押しつける。そう高らかに宣言する教頭。

  　やりたくない。しかしやらなければいけない。教師たちが苦く渋じゆうに顔をしかめていると、重苦しい空気を切り裂さくように、一人の女教師が一歩前に出た。

  　切れ長の瞳ひとみ。モデル顔負けのプロポーション。若く凜り々りしい彼女の名は、有あり坂さか古こ都と乃の。二年Ｂ組の担任であり、男おとこ勝まさりで知られる辣らつ腕わんの美人女教師である。

  「そうだ、ガツンと言ってやれ」という皆の期待を一身に浴びながら、古都乃は背の低い教頭にキッパリと告げる。

  「教頭先生。そんな胸むね躍おどる計画を内輪だけで進めるのは勿もつ体たいないと思いませんか？」
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  　……は？

  　他の教師が言葉を失う中、古都乃は愉快そうに目を細める。

  「生徒たちの苦悩と挫ざ折せつをカメラに収め、彼らがもがき苦しむさまを悲劇的に演出して放送すれば、高視聴率間違いなしです。こんな面白いドキュメンタリーを逃のがす手はありません」

  「高視聴率！　なるほど！　よかろう、撮影を許可する。生徒たちに降りかかる悲劇を余あますところなくカメラに収め、彼らが運命に挫折していくさまを全国ネットで放送したまえ！」

  　教頭の許可を得て古都乃が恭うやうやしく頭を下げる。

  　こうして、教師たちの冷ややかな視線に囲まれながら、『学園カゲキ！』史上最も悪評高い番組の製作は決定した。

  

  　――二年Ａ組出席番号一番、会澤拓海。

  　彼にとって忘れられない三学期が始まろうとしていた。
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  第一幕　ジャンケン

  

  「そろそろ新しい生徒会長を決める時期だね」

  　歌か劇げき学園が誇る学生食堂で、定番の定食セットを持った少年がテーブル席に腰を下ろす。三学期初日となるこの日。始業式を終えた彼――二年Ａ組出席番号一番、会あい澤ざわ拓たく海みは、仲のいい友達と昼食を楽しんでいた。

  「去年の選挙から一年が経たつのか。時間が経つのは早いものだ」

  　そう言って拓海の正面に座ったのは、黒くろ縁ぶち眼め鏡がねがよく似に合あうクールな美男子。無表情のまま語る彼の名は、二年Ａ組出席番号三番、加か賀が雅まさ弥や。現役の生徒会副会長であり、拓海の無二の親友である。

  「雅弥もずいぶんと年寄り臭くさくなったわね」

  　雅弥の老成した物言いに、拓海の隣に座っていた女子生徒がクスリと笑う。

  　活発そうなショートカットに、明るい笑顔がよく似合う女の子。明めい朗ろう快かい活かつという言葉がピッタリ当てはまる彼女の名は、二年Ａ組出席番号十番、橘たちばな九く月がつ。陸上部のエースであり、拓海の最愛の恋人である。

  「年寄り臭いとは心外だ。落ち着きが増したと言ってほしい」

  「そうだね。雅弥は生徒会に入って落ち着きが増した気がするよ」

  「それってやっぱり生徒会長の影響なのかしら？」

  「そうだな。会長と一緒にいると大抵のことでは動じなくなる。会長のそばにいると、常に冷れい静せい沈ちん着ちやくでいることの大切さが理解できる」

  「それって微妙に会長を褒ほめてないよね」

  　のんびりぽややんとした美人生徒会長を思い出しながら、拓海が苦笑いする。

  「そういえば、雅弥は次の生徒会長に立候補するの？」

  「当然だ。今の歌劇学園で俺以上に生徒会長にふさわしい人間はいない」

  「相変わらず凄すごい自信だ」

  「自信ではない。敢かん然ぜんたる事実だ」

  　眉まゆ一つ動かさずに答える雅弥。拓海は笑いながら、去年の生徒会長選挙を思い出していた。

  　歌劇学園の生徒会長選挙は、生徒会長と副会長の二人一組で立候補する決まりになっている。去年の雅弥は、現在の生徒会長とペアを組んで立候補していた。選挙の結果は二人の圧勝だったのだが……。

  「歌劇学園の生徒会長選挙って特殊だよね。あれじゃまるで人気投票だよ」

  「インターネット投票のことか？」

  　歌劇学園では生徒による投票は行われない。投票するのは、歌劇学園が主催するテレビ番組『学園カゲキ！』を見ている一般視聴者である。テレビの前にいる視聴者が、生徒会長にふさわしい学生をインターネットで投票するのだ。

  「そのために、わざわざ投票直前の演説がテレビで生中継されるんだから、ホント凄い学校だよね」

  　生徒会長選挙とは無縁な拓海が他ひ人と事ごとのように感心している。フォークの先でサラダをつついていた九月も、相あい槌づちを打つように「そうね」と頷うなずいた。

  「でも、今度の選挙はやる前から結果が見えてるわ。雅弥のライバルになるような候補者はいないでしょ」

  「そうだね。今の三年生が卒業したら、人気勝負で雅弥に勝てる人はいなくなるよ。このぶんなら雅弥が生徒会長になるのは確実だね」

  「いや、そうでもない」

  　拓海の甘すぎる認識に、雅弥が淡々と反応する。

  「俺の人気に対抗できる生徒が、今の歌劇学園に一人だけいる」

  「ほんとに？　それって誰なの？」

  「その男とは……」

  「俺のことだあああああああああああ！」

  　暑苦しい雄お叫たけびが聞こえてきて、驚いた九月はサラダを喉のどに詰まらせた。平らな胸を手で叩たたき、ジュースを喉のどに流し込む九月。ようやく一息つくと、彼女は突然の闖ちん入にゆう者しや――小柄で童顔な同級生、二年Ａ組出席番号四番、唐から木き亘わたるを睨にらみつけた。

  　その冷ややかな眼まな差ざしは「何言ってるの、ふざけるな」という無言のプレッシャーだったが、生あい憎にくとその程度で怯ひるむような亘様ではない。

  「ふっふっふっ、さすがは加賀雅弥。我が宿命のライバル！　俺様の人気を警戒するとはよくわかってるじゃないか！」

  　大おお袈げ裟さな身振りを交まじえながら高笑いを始める亘。その尋じん常じようではない存在感に拓海たちはすっかり呆あきれ顔である。

  「……亘」

  「なんだ、加賀雅弥！　宿命のライバルであるこの俺に、言いたいことがあるなら言ってみろ！」

  「今すぐ消えてくれ」

  「ふっ。この俺に恐れをなしたか。だが貴様も認めたはずだ。今の歌劇学園には雅弥に匹敵する人気者がいると！　それはこの俺をおいて他にはいない！」

  「お前なわけがない」

  「なんだと！　なら俺も生徒会長に立候補するぜ！　俺と雅弥のどちらが人気者か、長年の因縁に決着をつけてやる！」

  「そうか。頑張れよ」

  「冷たっ！」

  　ないがしろにされた亘が「覚えてろよ！」とチンピラ風捨て台詞ぜりふを叫びながら、学食を飛び出していく。亘の後ろ姿を見送った拓海は、何事もなかったように雅弥との会話を再開した。

  「それで、雅弥に対抗できるほどの人気者って誰なの？　僕の知ってる人？」

  「お前だ」

  「…………え、僕？」

  　素すで驚く拓海。親友のあり得ない反応に、雅弥は深々とため息をつく。

  「拓海はもっと自覚するべきだ。歌劇学園の二年生では、俺とお前が人気の双そう璧へきと言われていることぐらい知っているだろう？」

  「あはは。まさかぁ、そんなわけないよ。雅弥も冗談が上う手まくなったね～」

  「なぜだろうな。だんだん腹が立ってきた」

  　冷ひややかに目を細める雅弥を、九月が「まあまあ」と笑顔で宥なだめる。

  　本人にまったく自覚はないが、拓海が学園きっての有名人であることは紛まぎれもない事実だった。昨年の大人気番組『ＢＳカゲキ』で主役を務め、今年もドラマの準主役を見事に演じている拓海は、知名度だけならば歌劇学園で一番と言っても差し支つかえない。

  　そんな自覚のないトップスターへ、雅弥は真剣に問いかける。

  「そういうわけで、拓海。俺の生徒会で副会長をやってみる気はないか？」

  「副会長？　僕が？」

  「そうだ。歌劇学園の生徒会長選挙は、会長と副会長の二人一組で立候補する。人気の双璧である俺と拓海が組めば、俺たちの勝利は磐ばん石じやくだ」

  「つまり人気のある拓海を抱き込むことで票を集めて、選挙を有利に進めたいってことかしら？」

  「その通りだ」

  　九月の質問に、雅弥は眉まゆ一つ動かさずに頷うなずく。遠回しに「俺のために客寄せパンダになってくれ」と頼まれた拓海は、もはや苦笑いするしかない。

  「誘ってくれて悪いけど、生徒会なんて僕の柄がらじゃないよ」

  「そうか、残念だ。拓海と一緒なら楽しい一年が送れると思ったのだがな」

  　あっさりと諦あきらめた雅弥が、さりげなく本心を明かす。やり取りを見ていた九月にしてみれば「だったら人気とか磐石とか言わず、素直に『俺はお前と一緒に生徒会をやりたいんだ』と頼めばいいのに」と思ってしまうのだが……。

  （それを言わないのが男の友情なのかしら？）

  　九月は思う。おそらく雅弥が強引に頼めば、拓海は嫌いや々いやながらも引き受けたに違いない。それがわかっていたからこそ、雅弥はわざと断るための逃げ道を用意したのだ。拓海の気持ちを尊重するために。

  「……ねえ、拓海って歌劇学園で何がやりたいの？」

  　なんとなしに九月が尋たずねる。

  　頼まれれば何でもやるけれど、自分から積極的に行動を起こすことは滅めつ多たにない。それが「会澤拓海」の人となりだった。それ故ゆえに、拓海が自分から何かを成そうとするのを見てみたいと九月は思うのだが……。

  「やりたいことはないよ」

  「そんなあっさり……。ま、それも拓海らしいけど」

  　迷わず答える拓海に、九月は怒る気にもなれない。いつだって自分のことは後回しにする彼だから「せめて私がそばにいてあげなくちゃ」と思ってしまうのは、惚ほれた女の弱みだろうか。

  「高校生活もあと一年残ってるしね。自分が何をやりたいのか、のんびり探しているところだよ」

  　そんな気の長い答えも、拓海が言うと何だか憎めない。そうやって九月が好きな男の子への愛情を再認識していると、唐とう突とつに天井のスピーカーから声が聞こえてきた。

  『午後から緊急の学園集会を行います。一年生と二年生はただちに体育館へと集合してください。繰り返します――』

  「学園集会か。何だろうね？」

  　アナウンスを聞いた拓海が、生徒会副会長である雅弥に目を向ける。

  　雅弥は「何も知らない」とでも言いたげに、首を振っていた。

  

  　昼休みの終わりを告げる鐘かねが鳴り響く。

  　校内アナウンスで呼び出された一年生と二年生の総勢二百四十二名は、すでに整然と列をなして体育館に集合している。会場のざわつきに紛まぎれるように、クラスの先頭に並んでいた拓海は背後を振り返った。

  「緊急の集会ってことは何か事件でもあったのかな？」

  「おおかた亘あたりが不祥事でも起こしたのだろう」

  「起こしてねえよ！」

  　出席番号順のため、二年Ａ組の男子は先頭から拓海、雅弥、亘という並び順になっている。この三人が揃そろうと会話が序じよ破は急きゆうになってしまうのは致し方ない。

  「でも、ただごとじゃないよね」

  　拓海が表情を曇らせるのも無理はない。体育館を見回せば、何台ものテレビカメラが生徒たちの表情を狙ねらっていた。

  　――これからテレビ番組の収録が行われる。

  　体育館での撮影は今までにもなかったわけではない。ただ、何が行われるのかまったく知らされていない状況は珍しかった。生徒たちは一様に「これから何が始まるのか」と不安な面おも持もちである。

  「拓海。前を見ろ」

  　雅弥が顎あごを動かしてステージを示す。慌あわてて拓海が前を向くと、舞台上を歩く小柄な女の子が目に入った。学園の制服を着ていなければ小学生と言われても信じただろう、身長一四○センチにも満たない少女は、片手にマイクを持ったまま舞台の中央で足を止とめた。

  　直後。舞台脇わきにあるスピーカーから聞こえてきたのは、少女の外見にふさわしい元気いっぱいの愛らしい声だった。

  「お待たせ～。みんな準備はいいカナ？　学園集会を始めるよ～」

  　学園集会の幕開けを告げる愛あい嬌きようたっぷりの進行役に、生徒の視線は釘付けとなる。童顔にもほどがある少女は「にっこり」と無邪気に微ほほ笑えんだ。

  「私は放送部副部長、安やす原はら柚ゆず雪きだよっ。みんな、静かに話を聞いてくれるカナ？」

  　桃色のリボンを揺らしながら、可愛かわいらしく自己紹介する柚雪。その愛らしさに、生徒たちはすっかり毒気を抜かれた格好だ。

  「それじゃ、学園集会の趣しゆ旨しを説明するね。不況のせいで学校が潰つぶれそうなの。わかりやすく言うと倒産だねっ。学園を存続させるには無駄な経費を節約しなきゃいけない。そこで、ここにいるみんなをリストラすることになりました～！」

  　……ざわっ。

  　あまりにもお気楽に説明されたせいか、事の重大性を理解できなかった生徒たちが隣近所と囁ささやき始める。拓海も背後の友人を振り返ったが、雅弥は黙って首を振るばかりだった。

  「う～ん。ちょっと言葉が足りなかったカナ？　わかりやすく言うと、ここにいる生徒の半分が退学になるんだよ♥」

  　ざわっ！

  　ざわつきが体育館全体に広がっていく。その後も柚雪は「大口のスポンサーが軒のき並なみ撤退」「このままだと歌劇学園は大赤字」「打開策はドラマの製作本数を減らすしかない」と経緯を説明していくが、降って湧わいたリストラ話に在校生は誰一人として話をまともに聞いていなかった。

  「みんな～、静かに話を聞いてくれないカナ～！」

  　ステージ上で「ぷう」と頬ほおを膨ふくらませる柚雪。そうして彼女が愛らしく怒っていると、どこからともなく現れた長身の美女が、少女の手からマイクをひょいと取り上げた。

  「騒ぐな!!」

  　迫力ある怒声とキーンというハウリングの音に、騒々しかった体育館が一瞬で静まる。拓海が壇上を見上げると、そこには上下揃そろいのスーツを凜り々りしく着こなした美女が立っていた。

  「今回の企画を発案した、有あり坂さか古こ都と乃のだ」

  　頭の高い位置で結んだサムライポニーテール。豊かな胸とくびれた腰が人目を引く抜群のプロポーション。綺き麗れいすぎて冷たい印象すら感じさせる涼しげな面おも立だち。見る者を凍こおりつかせる鋭い瞳ひとみが印象的なこの美女こそ、二年Ｂ組担任にして「高視聴率女」の異名を持つ、有坂古都乃教諭だった。

  「ここからは私が説明する。今後も歌劇学園の生徒でいたいなら大人しく私の指示に従したがえ」

  　明らかな上から目線で命じる古都乃。ちなみに足元では柚雪が「私の仕事取らないでくれるカナ～」と腕を伸ばしていたが、古都乃に額ひたいを押さえつけられているせいでマイクまで手が届いていなかった。じたばた。

  「いいか。これからお前たちには試練を受けてもらう。試練に打ち勝った者は学園に残り、敗者は学園を去る。これは生き残りを懸けたサバイバルマッチだ」

  　有う無むを言わせない口調に、昨年古都乃の世話になった拓海は「相変わらずだなあ」と懐なつかしさすら感じてしまう。そんな教え子のノスタルジーを知ってから知らずか、古都乃は一年前と変わらぬ非情な態度で体育館の四隅にあるテレビカメラを指さした。

  「体育館には四台の固定カメラと二台のハンディカメラが用意してある。彼らの目的は、お前たちが足あ掻がき、挫ざ折せつしていく様子を余あますところなく撮影することだ」

  　生徒たちが絶望する瞬間を、全国のお茶の間に伝えると公言する古都乃。古都乃のやり方に耐性ができている拓海はともかく、彼女の人柄をよく知らない生徒たちからは一斉に非難の声が上がった。

  　とそのとき、「ぴょん」とジャンプした柚雪が、古都乃の手からマイクを奪い取った。

  「ここからは私が説明するね。古都乃先生は邪魔だからとっとと帰ってくれるカナ？」

  　柚雪が強気に迫ると、途と端たんに生徒たちの間から「帰れ」コールが巻き起こった。

  「嫌われたものだ」

  　つぶやき、古都乃は大人しく舞台袖そでへと消えていく。生徒たちが拍はく手しゆ喝かつ采さいするのを聞いた拓海は、困惑しながら雅弥を振り返った。

  「古都乃先生が憎まれ役になっただけだ。状況は変わらない」

  　雅弥が無表情に説明する。彼の言うように、古都乃が悪役になって不満を一手に引き受けたおかげで、その後の柚雪の進行には誰も文句を言わなかった。古都乃も柚雪も、やっていることは同じはずなのに。

  「それじゃ、生き残りを懸けた試練を始めるよっ。まずは好きな人とペアを組んでくれるカナ？」

  　どうやら試練は二人一組で挑戦するものらしい。拓海はすぐに雅弥と視線を重ねて頷うなずきあった。

  　そんな二人の背後で、ギラリと瞳ひとみを輝かせる男が一人。

  「二人一組で試練に挑むってことは、優秀な人間とペアを組んだ方が有利！　仕方がない、今回だけは宿命のライバルであるお前と手を組んでやるぜ！　やい雅弥！　俺がパートナーになってやるからありがたく思え！」

  「たった今、拓海とペアになったところだ」

  「がーん！」

  　こうして出遅れた亘は、慌あわてふためきながら自分のパートナー探しに奔ほん走そうすることとなった。あたふた。

  「みんな二人一組になったカナ？」

  　柚雪が手を翳かざしながら会場を見渡す。亘たちあぶれた生徒がペアを組む姿を確認すると、柚雪は満足そうに微ほほ笑えんだ。

  「それじゃ、試練の内容を説明するね。これからみんなには『ジャンケン』をしてもらうよ。ペアになった相手とジャンケンをして、勝者と敗者を決めてくれるカナ？」

  　……会場の空気が凍こおりつく。

  　思い出されるのは、つい先ほど柚雪が口にした「生徒の半分が退学になる」という言葉。つまり、生徒を二人一組にしたのは一人を勝者に、一人を敗者にするため……。

  　体育館にいたほとんどの生徒は、一番仲のいい友人とペアを組んでいた。

  　――自分が生き残るために、友を蹴け落おとさなければならない。

  　カメラのレンズが、生徒たちを狙ねらっていた。

  

  「こんな横暴が認められるか！　俺は古都乃先生に抗議するぜ！」

  　教室に戻るなり、亘は机に飛び乗り熱く拳こぶしを振り上げた。

  　司会者である柚雪が「ジャンケン勝負は放課後に実施するねっ」と宣言したことで、生徒たちはひとまず解散となった。死刑執行までの猶ゆう予よ期間が与えられた格好だが、だからといって事態が好転するわけではない。生徒たちは一様に口数も少なく、通夜のように沈んだ面おも持もちだったのだが……。

  　何事にも、例外はいるものだ。

  「絶対に俺は許さない！　ジャンケンで負けたから退学なんて認められるか！」

  　普段は一人で暴走している亘だが、さすがに今回の演説には賛同者も多かった。気落ちしていたクラスメイトがこぞって盛り上がり、教室はたちまち活気づく。

  「みんなで職員室に乗り込もうぜ！　ほら、何やってるんだよ拓海。お前も一緒に来い！」

  「え、僕も？」

  　他人を巻き込むことでは天下一品の亘が、油断していた雅弥の腕を強引に引っ張る。そんな亘の前に敢かん然ぜんと立ちはだかったのは、放課後に拓海の敵となる男――加賀雅弥だった。

  「雅弥か……。俺の行く手を阻はばむとはどういう了見だ。ははあ、さては俺がみんなの人気者になったんで妬ねたんでるんだな？　雅弥も案外器うつわの小さい男だな！」

  「目を開けたまま寝言を言うとは器用な男だ」

  　雅弥と亘の間で火花が散る。一いつ触しよく即そく発はつの空気に拓海があわあわしていると、雅弥が普段に輪をかけたクールさで亘に人さし指を突きつけた。

  「お前が自爆するのは勝手だが、そこに拓海を巻き込むのはやめてもらおう」

  「自爆だと？　無茶な要求に抗議することのどこに問題があるんだ！　説明してみろ！」

  「古都乃先生はこの企画の最高責任者だ。誰が生き残り、誰が退学になるか。それを決めるのは企画責任者である古都乃先生の仕事。つまり古都乃先生を敵に回した者は、いつ退学にされてもおかしくない状況に……」

  「決めたぜ！　俺は抗議しに行くのをやめる！」

  「弱よわっ」

  　拓海のつぶやきを気にすることなく、亘は堂々と自分の席に戻っていく。周囲の白い目も気にしない逞たくましさだけは認めなくもない。

  「皆もよく考えてから行動することだ。自分が退学になる覚悟で乗り込むのなら、俺も止とめはしない」

  　日ひ和よった亘を白はく眼がん視ししていたクラスメイトへ、雅弥が冷ひややかに言い放つ。さっきまで職員室に乗り込むと息巻いていた同級生たちも、たちまち意い気き消しよう沈ちんして俯うつむいてしまった。

  　静まり返る教室で、やがておもむろに口を開いたのは、拓海だった。

  「でも、このままでいいの？　できるなら僕は雅弥と戦いたくないよ」

  　自分よりも相手を案じているような拓海の口ぶりに、雅弥は力なく首を振る。

  「お前の優しいところは好ましいが、一度やると言ったら間違いなく実行するのが歌劇学園だ。ここは諦あきらめて覚悟を決めろ」

  　毅き然ぜんとした態度の雅弥に、拓海は悲しそうな目を向ける。雅弥は眉まゆをかすかに動かすと、もはや話すことはないとばかりに教室の出口へと歩き出した。立ち去ろうとする親友の背に、拓海は自分で思っていたよりも遥はるかに大きな声を投げかける。

  「本当にそれでいいの？　僕と雅弥のどちらかが退学になるんだよ？　雅弥はそれで納得できるの？」

  「……俺は生徒会長になる男だ。学園の方針には従したがう」

  　それだけ答えると、雅弥は迷いのない足取りで教室を出ていった。

  

  「俺は断固抗議します！　こんな横暴な企画は即刻中止にするべきです！」

  　いつもクールな雅弥が怒ど髪はつ天をつく勢いで職員室に乗り込んだ頃。

  　歌劇学園の生徒会室では、二人の女子生徒が優雅なティータイムを満喫していた。

  「杏きよう子こさんが用意する茶葉は、いつも素晴らしいですね～」

  　両手で茶ちや碗わんを持ちながら、お茶の香りを堪たん能のうする彼女の名は、三年Ａ組出席番号二十三番、由よし井い玉たま緒お。

  　女性らしい柔らかなボディーライン。ウェーブのかかった長い髪。いついかなるときでも天使の微ほほ笑えみを絶たやさない彼女こそ、「歌劇学園最後の良心」と謳うたわれる美人生徒会長である。

  「いやいや、玉緒のお茶を煎いれる腕前があってこそだよ。葉っぱと人の両方が揃そろって、初めて美お味いしいお茶が飲めるんだから」

  　無作法に片かた肘ひじをつきながら、熱い日本茶を「ずずず」と音を立ててすする彼女の名は、三年Ａ組出席番号十八番、水み無な月づき杏子。

  　腰まで伸びたサラサラの黒髪。スタイル抜群のモデル体形。学園屈指の美少女と称されながら、三度の飯よりゴシップネタが大好きというとても残念な性格。そんな噂うわさ好きの美少女に、ついたアダ名は「歌劇学園の歩く三面記事」。

  　静と動。太陽と北風。まるっきり正反対の性質を持つ二人だが、これでとても馬が合うのだから世の中はわからない。今や杏子はすっかり生徒会室に入り浸びたり、生徒会長の玉緒はお茶とお菓子で歓かん待たいする有様だった。

  「そういえば、雅弥が例のジャンケン大会の件で職員室に単身乗り込んだらしいね」

  「相変わらず耳が早いですね。いつも思うのですが、杏子さんはいったいどこから情報を仕入れているのですか？」

  「それは企業秘密よん♥」

  　玉緒のお手製クッキーを頬ほお張ばった杏子が、「美お味いし～」と幸せそうに目元を緩ゆるめる。

  「それにしても、単身で乗り込むとは雅弥さんらしいですね。おそらく泥をかぶるのは自分だけでいいと、友人に気を遣つかったのでしょうけれど」

  「そうやって一人で何とかしようとするところが、余計に人を心配させるってのにね」

  「まあ。杏子さんは雅弥さんを心配しているのですか？」

  「そりゃ、友達なんだから心配して当然でしょ」

  　無む論ろん、本人の前ではそんなこと口が裂さけても言わないひねくれ者の杏子だけれど。

  「職員室に乗り込んで抗議したところで決定が覆くつがえるはずもないのに。雅弥も無駄なことをするよね」

  　雅弥を心配しながらも、分析は冷静に行う杏子。結局、情報通である杏子の予想は正しく、雅弥の猛抗議は何の実りも得られないまま無駄に終わることになる。

  「ですが、雅弥さんが抗議したくなる気持ちもわかります。お金がないから生徒を追い出すなんて、いくらなんでも横暴すぎると思いませんか？」

  「とは言ってもねぇ。学園の経営状況がやばいって話は前々からあったから。私に言わせれば、来るべきときが来たって感じだよ？」

  「杏子さんはまるで他人ひと事ごとのように言うのですね」

  「他人事だよ。どうせ追い出されるのは一年生と二年生だけだから」

  　ずずず、と日本茶をすする杏子に危機感はまったく見られない。それもそのはず、在校生の大規模リストラも、卒業の決まっている杏子たち三年生には対岸の火事でしかなかった。

  「どうせ私たちには関係ないんだから、ここはのんびり静観して楽しむべきでしょ」

  　そう言って茶ちや碗わんをテーブルに置いた杏子が、ふっと口元を緩ゆるめる。

  「なーんて、この私が言うと思った？　あえて言おう！　事件があったら首を突っ込まずにはいられない。それが私、トラブルメーカー水無月杏子！」

  　ついに自分でトラブルメーカーだと認めた杏子が、どこから取り出したのか、分厚い封筒を「ドン」とテーブルに載せる。

  「黙って見ているだけなんて私の性しよう分ぶんじゃないからね。ここは、こちらから仕掛けるべきでしょ。というわけで、仕掛ける準備をしてきました！」

  「こういうときの杏子さんは本当に頼りがいがありますね」

  　微び笑しようしながら、玉緒が分厚い封筒の中身を探る。封筒には、多種多様な会社の資料が納おさめられていた。

  「企業のパンフレット？　杏子さんはこれでいったい何をするつもりなのですか？」

  「単純な話よ。歌劇学園が資金難に陥おちいった原因は、スポンサー収入が減ったから。だったら、もっと金を出してくれるスポンサーを見つければいい。私たちの力で新しいスポンサーを獲得するのよ！」

  　収入源が減ったのなら、新たな収入源を見つければいい。そうすれば学園の資金難も解消されて、生徒をリストラする必要がなくなるはずだ。それは確かに単純な理屈だが……。

  「スポンサー探しですか？　ですが、それなら学園側も行おこなっているはずです。大人がやってできないことを、私たち学生にできるとも思えませんが」

  「学生だからできることもあるよ。たとえば、『生徒が母校を守ろうと健けな気げに頑張っている』というアピールが、スポンサーの同情心を刺激するとか」

  「最初から同情狙ねらいですか……」

  「たとえば女子高生好きな社長が私たちを見てお金を払ってくれるとか」

  「それも嫌いやな話ですね……」

  「それでも、黙って見ているよりは遥はるかにマシだよ。黙っていても何も変わらないんだから」

  　杏子に諭さとされた玉緒が、はっとして顔を上げる。杏子の言う通り、行動しなければ状況は何も変わらない。何かを変えようと思うなら、まず自分から動かなくては。

  「そうですね。杏子さんの言う通りです。スポンサーといえど人間。真心を込めてお話しすれば、きっと気持ちは通じます。世の中に悪い人はいません。私は人間愛を信じます！」

  　人格者の玉緒が、キラキラと瞳ひとみを輝かせながら訴える。杏子は「玉緒を教祖にして新興宗教でも起こした方がもうかるんじゃないか」と思ったが、もちろん口にはしなかった。

  「下級生が苦しんでいるのなら、それを助けるのは上級生である私たちの務めです。頑張りましょう、杏子さん！」

  「あ、うん。そうだね」

  　やる気になった玉緒と、完全に気迫負けしている杏子。だが、杏子はすぐさま表情を引き締める。

  　親友の玉緒に頼られて、杏子はまんざらでもない気分だった。何より、「下級生のために」という玉緒の気き概がいに強く感じ入るものがあった。多くの下級生の顔を思い浮かべながら、杏子は「あいつらのために一肌脱いでやるか」と改めて気合いを入れる。

  　身勝手でわがままで傍ぼう若じやく無ぶ人じんなのに、なぜか後輩からは広く慕したわれている杏子。ひょっとすると彼女は、誰よりも後輩の身を案じている三年生かもしれない……。

  

  「みんな集まったカナ～？　もうすぐジャンケン大会始まるよ～！」

  　子供番組に登場する歌のお姉さんのような爽さわやかさで、舞台上の柚雪がジャンケン勝負の開幕を宣言している。職員室での雅弥の奮闘も空むなしく、放課後の体育館では予定通りにジャンケン一発勝負が行われようとしていた。

  「どうしたのカナ～？　みんな元気がないんじゃないカナ～」

  　元気一杯の柚雪が呼びかけるが、残念ながら子供番組のように無邪気な返事はどこからも聞こえてこなかった。それもそのはず、二百名以上が集まった会場の雰囲気はどんよりと暗く淀よどみ、生徒たちは一様に陰いん鬱うつなオーラを漂ただよわせている。

  　勝者は生き残り、敗者は強制退学。そんな一本勝負に望む者が、元気溌はつ剌らつでいられるはずもない。

  「それじゃ、昼休みに決めたペアと二人一組になってね～」

  　柚雪の指示に従したがい、生徒たちは思い思いのペアと向かい合う。内心でどう思っているかは別にして、どうやら表向きは命令に従うと決めたらしい。雅弥もパートナーである拓海と真正面から向き合った。

  「雅弥。恨みっこなしで頼むよ」

  　どうやら拓海も吹っ切れたらしい。覚悟を決めた拓海の表情は爽やかですらあった。

  「ああ。俺たちのどちらが勝っても恨みっこなしだ」

  　普段と変わらぬ落ち着いた物腰で、雅弥が頷うなずく。拓海が深呼吸をすると、間もなく、マイクを通した柚雪の声が広い体育館に響き渡った。

  「いくよ！　最初はグー！」

  　柚雪の号令に合わせて、体育館にいる二百四十二名が一斉に腕を振る。

  「じゃーんけーん、ポン！」

  　雅弥はグーを出した。

  　わずかに手を振るのが遅れた拓海は、雅弥のグーを確認してから、しっかりとチョキを出した。

  　ほぼ同時に、体育館の各所から無数の歓声とため息が溢あふれ出た。

  「拓海……お前、今わざと……」

  「あーあ、負けちゃった。ジャンケンも強いなんてさすが雅弥だね」

  　驚きに震える雅弥の声を、拓海の明るい声がかき消す。珍しく顔色を失うほど驚いていた雅弥だが、時間が経たつにつれて気持ちも変化したのか、彼の表情はたちまち純粋な怒りへと変わっていった。

  「どういうつもりだ」

  　冷れい静せい沈ちん着ちやくが売りの雅弥は、怒るときも決して声を荒らげたりはしない。だが、声を荒らげて激しく怒る者よりも、低音で静かに怒る者の方が時には迫力を感じるものだ。瞳ひとみの奥に静かな炎を宿して迫る雅弥は、そこいらのヤクザよりも遥はるかに凄すごみがあった。

  　異変を察知したのか、ハンディカメラを担いだカメラマンが二人のもとに駆けつける。テレビカメラの前で、拓海はほんの一瞬だけ寂しそうな表情になり、それからすぐに彼らしい優しい笑顔になった。

  「これでいいんだよ。雅弥は生徒会長になるんだろ？　だったら、こんなところでつまずいている暇ひまはないよ」

  　清すが々すがしい拓海の声が、「後悔はない」という気持ちを雄弁に物語っている。雅弥は何かを言い返そうとして……。

  「ジャンケンで勝った人はステージに上がってくれるカナ？」

  　柚雪の元気な声がスピーカーから轟とどろき、雅弥は開きかけた口を閉ざした。拓海から目を逸そらし、雅弥はその場で踵きびすを返す。

  　拓海を無視したまま、重い足取りで正面ステージへと歩き出す雅弥。カメラマンが彼の表情を撮ろうと正面に回りこむが、雅弥は無言のまま、テレビカメラを突き飛ばすように脇わきへと押しのけた。

  　いったい雅弥はどんな顔をしているのだろう。そんなことを思いながら、拓海は彼が向かう舞台上へと視線を移す。そこには、恋人である九月の姿があった。

  「よかった。九月も歌劇学園に残れたんだ」

  　心の底から、拓海は九月の生き残りを喜ぶ。

  　舞台上の九月と目が合うと、拓海は笑顔のまま小さく頷うなずいた。九月は驚いた表情を浮かべたが、すぐに雅弥に肩を叩たたかれて後ろ髪を引かれるようにステージ奥へと消えていった。

  「○△□×ー！」

  　拓海の背後では、亘が謎なぞの言語を叫びながら床に膝ひざをついて苦く悶もんしていた。どうやら彼は、あれだけ大騒ぎしていたにもかかわらず、結局ジャンケンに負けたらしい。不謹慎だと知りつつも、拓海は「亘らしい」と自然に口元が綻ほころんでしまった。

  「勝った人は全員ステージに上がったカナ？」

  　百人以上の生徒が密集する舞台上から、マイクを構えた柚雪が体育館を見回す。勝者と敗者が完全に分離したことを確認した柚雪は、明るく無邪気な声を会場いっぱいに響かせた。

  「これでチーム分けは完了だねっ！　ステージ上にいるのがＡチーム、下にいるのがＢチームだよ。どっちのチームが生き残るのか、これからが本当の勝負の始まりだからねっ！」

  「ちょ、ちょっと待て！　これで勝敗が決まったわけじゃないのか！」

  　柚雪の説明に真っ先に反応したのは、歌劇学園のリアクション王・唐木亘だった。

  「チームってどういうことだ！　ジャンケンで負けた生徒が退学じゃなかったのか？」

  「どうやら誤解があったようだな」

  　聞こえてきた冷たい声は、舞台袖そでから現れた古都乃のものだった。テレビカメラの注目を集めながら、古都乃は悠ゆう然ぜんとステージ前に進み出る。

  「改めて説明しよう。ジャンケンはただのチーム分けだ。お前たちにはこれから二つのチームに分かれて対抗戦をしてもらう。対抗戦で勝ったチームが生き残り、負けたチームは歌劇学園から追放される」

  「そんなバカな」と、生き残りだと思い込んでいたジャンケン勝者からヤジが飛ぶ。だが、古都乃は罵ば声せいに動じるどころか、露ろ骨こつに口元を緩ゆるめていた。

  「こんな面白い企画、一日で終わらせるわけがないだろう？」

  　冷笑する古都乃に、その場にいた全員が言葉を失う。古都乃は唖あ然ぜんとする生徒たちを眺ながめ、大声を張り上げた。

  「いいか！　チーム対抗戦は三本勝負！　先に二勝したチームの勝ちだ！　勝ったチームは全員生き残り――」
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  　嬉うれしさを噛かみ締めるように、古都乃がニヤリと不敵に笑う。

  「――負けたチームは全員、退学だ」

  　言葉を失った拓海が呆ぼう然ぜんとしている前で、美び貌ぼうの女教師は雄お々おしく語る。

  「歌劇学園に残りたければどんな手を使ってでも勝て！　かつての友を蹴け落おとせ！　踏み台にしろ！　生き残るために足あ掻がいて足掻いて、視聴者を楽しませろ！　それがお前たちの存在理由だ！」

  

  　Ａチーム。加賀雅弥と橘九月を含めた、百二十一名。

  　Ｂチーム。会澤拓海を含めた、百二十一名。

  　無数にあった友情の絆きずなは、こうして、二つに分かたれた。
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  第二幕　かくれんぼ

  

  「ＡチームとＢチームに分かれての対抗戦ってのは予想外の展開よねぇ」

  　萌もえ黄ぎ色いろの制服を着た杏きよう子こが、人ごみを縫ぬうようにして歩道を歩く。隣を歩いていた玉たま緒おは、微ほほ笑えみながら「そうですね」と柔らかな声で相あい槌づちを打った。

  　ジャンケン大会が行われた翌週。玉緒と杏子の三年生コンビは制服姿のまま歌劇市を飛び出して、大都会のコンクリートジャングルを闊かつ歩ぽしていた。萌黄色のセーラー服に奇異の目を向ける大人たちを黙殺しながら、二人の少女は在校生が辿たどるであろう苦難の道を想像する。

  「二チームに分かれて三番勝負なんて古こ都と乃の先生も何を考えているんだか。しかもＡチームには雅まさ弥やが、Ｂチームには拓たく海みがいるのよ。これってどう思う？」

  「そうですね。Ａチーム、Ｂチームというネーミングは芸がないと思います。例えば『クマさんチーム』と『パンダさんチーム』にするというのはどうでしょう？　愛あい嬌きようがあると思いませんか？」

  「問題はそこじゃないのよね。あとパンダもクマだから」

  　友人から冷静にツッコミを入れられた玉緒が、「あらあら」と笑って誤ご魔ま化かす。杏子は「これって場の空気を和なごませようとして冗談を言ったのよね」と思ったが、あえて確認はしなかった。

  「雅弥と拓海のどちらかしか学園に残れないのが問題だって言ってるのよ。友達同士で争わせるなんて古都乃先生も悪趣味よね」

  「そうした方が視聴率を稼げると思ったのでしょう。古都乃先生らしい考えだと思いますよ」

  「……玉緒って冷静だね」

  「はあ。あの、こう見えてもかなり焦あせっているのですが」

  　おっとりとしているのでわかりづらいが、玉緒も内心では今回の展開に動揺していたらしい。心外だと言わんばかりの目で見られて、杏子は「あらあら」と笑って誤魔化した。

  「まあ、ものは考えようよね。三番勝負になったのは私たちにとってはラッキーだったかも」

  「そうですね。そのおかげで、こうして行動を起こす時間的余裕が得られたのですから」

  　三番勝負が終わるまでに、学園を資金難から救わなければならない。厳しい戦いが続く下級生の今後を心配しながら、杏子は自分たちが成すべき仕事に思いを馳はせた。

  　――企業を説得してスポンサーになってもらうこと。それが二人の目標。

  「ここですね」

  　オフィス街のただ中にある高層ビルの前で玉緒が立ち止まる。

  　そこは、とある有名出版社の本社ビル。最近になって突然「歌か劇げき学園のスポンサーを降りる」と通達してきたこの会社に、美少女二人は正面から乗り込まんとしていた。

  「あれだけたくさんの企業に電話したのに、アポが取れたのはここともう一社だけだからね。絶対に失敗はできないわよ！」

  「そうですね。合点承知です」

  　行き交かう人々が「なんだあの派手な制服」という目で通り過ぎる中、杏子と玉緒がガラス張りの玄関先で気合いを入れる。

  　連日、企業からの「電話をかけては丁重に断られ」「電話をかけては『部署が違うので』とたらい回しにされ」「電話をかけては怒鳴られて受話器を叩たたきつけられ」という散々な扱いに耐えてきただけに、ようやく掴つかんだチャンスを前にして二人とも気合いが入りまくっていた。

  「大会社の重役が直接会ってくれる機会なんてそうはないんだから。くれぐれも粗そ相そうだけはしないようにね」

  「その注意は私ではなく杏子さんに……」

  「よーし、乗り込むぞ！　おー！」

  　玉緒の忠告を最後まで聞かずに、杏子は拳こぶしを突き上げながら玄関に入る。玉緒は「おー」と控えめに拳を上げると、微ほほ笑えみながら杏子の後に続いた。

  　萌もえ黄ぎ色いろの服の少女二人が、ガラス張りの怪物に飲み込まれる……。

  

  「拓海も、いい加減に雅弥と仲直りしたら？」

  　玉緒と杏子が大企業に殴り込みをかけている頃。二年Ａ組の教室では、憮ぶ然ぜんとした顔の拓海に九く月がつが声をかけていた。

  「二人がケンカしているとこっちまで調子くるうのよ。さっさと雅弥と仲直りしなさい」

  「別に雅弥とケンカしてるわけじゃないよ」

  「そのわりには目を合わせようともしないじゃない」

  　九月が語るように、ジャンケン大会以降、拓海は雅弥と一言も口を利いていなかった。もっとも、仲の良かった友達同士がジャンケン大会を境にぎくしゃくしている光景は学校のいたるところで目撃されているのだけれど。

  「ジャンケンでわざと負けたりする拓海が悪いんだから。さっさと謝ったら？」

  「僕は悪くない」

  　九月の忠告に、拓海は憮然としたままそっぽを向く。

  「僕よりも雅弥が歌劇学園に残った方が、みんな喜ぶに決まってる。僕一人の犠ぎ牲せいで雅弥が助かるなら、絶対にそうするべきだ」

  「……私は、雅弥よりも拓海に残ってほしかったよ」

  　消え入りそうな声で九月が囁ささやく。恋人の思いが届いたのか、拓海はちらりと九月を見て、そのまま机に突っ伏してしまった。

  　親友の雅弥のためを思って、自みずからを犠牲にした拓海。

  　親友の拓海が犠牲になることが、耐えられなかった雅弥。

  　どちらの気持ちも理解できるだけに、九月としては「どうすれば仲直りさせられるのか」と余計な世話を焼かずにはいられない。

  「二人がこんなに意地っ張りだとは知らなかったわ。どうすれば仲直りしてくれるのかしら」

  　わざと聞こえよがしにつぶやく九月。それでも拓海が無視を決め込んでいると、どこからともなく現れた「歌劇学園でもっとも空気の読めない男」がいきなり声をかけてきた。

  「よう拓海！　俺と一緒にＡチームの雅弥をコテンパンに叩たたきのめす作戦を考えようぜ！」

  「空気読んでよ……」

  「どうした、暗いぞ！　終わったことは忘れて、俺みたいにもっと前向きに考えろよ！」

  　亘わたるの元気のよさに「自分も彼の前向きさを見習うべきだろうか」と真剣に検討する拓海。そして「亘を見習ったら大変な目にあいそうだ」と、記録的な審議速度で案を却下する。

  「悪いけど、今は亘と話をする気分じゃ……」

  「拓海に手伝ってほしいことがあるんだ！　ほら、これなんだけどさ！」

  「人の話聞いてる？　今は話を聞く気分じゃ……」

  「このアンケート用紙を三枚渡すから、ここに自分の得意な競技を書いてくれ！」

  「だから今は……」

  「じゃあな！　頼んだぜ！」

  　一方的にまくしたてた亘が、プリントの束たばを小こ脇わきに抱えたまま走り去る。どうやら亘はＢチームのメンバーに片っ端から声をかけているらしい。逆境でもくじけない亘のバイタリティを、拓海はなんとなく羨うらやましいと思ってしまった。

  「いったい何を渡されたの？」

  　一連のやり取りを眺めていた九月が、興きよう味み津しん々しんの様子で用紙を手に取る。用紙を見ると、プリントには太い黒文字で「希望ゲーム案」と記されていた。

  「ゲーム案って何かしら？　そういえば、チーム対抗戦の内容で生徒にアンケートを取るとか言っていたような……」

  「その話なら僕も聞いたよ。確かアンケート用紙に希望する勝負方法を書いて、古都乃先生に提出するんだよね？」

  　ＡチームとＢチームで対抗戦が行われることは決定したが、具体的な勝負方法はまだ何も決まっていない。わかっているのは、対抗戦は三番勝負で、先に二本先取した側がわの勝利ということだけである。

  　企画責任者の古都乃は、生徒たちから勝負方法の案を募集して、その中から競技種目を採用すると説明していた。

  「つまり、このアンケート用紙に希望するゲームを書いて提出すれば、それが勝負方法として採用されるかもしれないってことね」

  「だから亘は、自分に有利な勝負方法を書くように言っていたのか」

  　アンケート用紙をたくさん提出すれば、それだけ採用される確率は高くなる。それを見越して亘は指示を出していたのだ。

  「小こ賢ざかしいわね～。そこまでして学園に残りたいのかしら」

  「亘の『歌劇学園で成功したい』っていう執しゆう念ねんは半端じゃないからね。歌劇学園への執しゆう着ちやく心しんなら、ひょっとしたら校内で一番かもしれないよ？」

  　答えながら拓海は、アンケート用紙を配る亘を目で追いかける。亘の熱心な姿勢を眺めていると、ふと拓海の胸に疑問が湧わき上がった。

  　亘はどんなきっかけで歌劇学園への進学を決めたのだろう？

  　亘はどうして、そこまでして歌劇学園で成功したいのだろう？

  　――亘は、歌劇学園でいったい何をしたいのだろう？

  「……考えてもしょうがないか」

  　亘から目を離した拓海は、言われた通りアンケートに答えようとして……。すでに三枚とも「陸上」と記入されていることに気がついた。

  　見上げると、シャーペンを持った九月が偉そうに胸を反そらしていた。えっへん。

  　ちなみに、橘たちばな九月は陸上部のエースである。

  「油断も隙すきもない……」

  

  「いやはや、お二人の熱意には感服しました！　実に素晴らしい愛校心だ！　よろしい、喜んで我が社がもう一度、スポンサーになりましょう！」

  　大手出版社の応接室で、バーコード頭の常務が大おお仰ぎように両腕を広げている。高そうなスーツと派手なネクタイで完全武装した丸顔の常務は、正面に座る美少女二人に今にも抱きつきそうな勢いだった。

  　スポンサーになるよう説得していた玉緒と杏子は、あまりにもとんとん拍子に話が進みすぎたせいか、喜びを通り越して困惑の表情になっている。

  　好意的すぎる常務の態度に、杏子は出されたコーヒーを飲みながら思案する。

  （ま、まあ、スポンサーになってくれるなら問題ないわよね。バーコード頭のエロそうなオヤジが出てきたときはどうなるかと思ったけど、さすがは大企業の重役、話が早くて助かるわ。やっぱり人を見た目で判断しちゃだめね）

  　ずずずずず。熱いコーヒーをすすりながら、杏子は外見で人を判断した自分をきつく戒いましめる。そんな反省しきりの杏子をよそに、見た目だけで「エロい」と判断された常務はテーブルに身を乗り出した。

  「ただし、スポンサーになるには条件があります」

  （ま、そうだろうね。無条件でお金を出すなんて上う手まい話があるはずないか）

  　別段驚いた様子もなく、杏子は飲みかけのコーヒーをテーブルに置く。隣でにこやかに話を聞いていた玉緒が、エロそうなバーコード頭に目を向けた。

  「それはどのような条件でしょうか。私どもにできることであれば、喜んで協力いたしますが」

  「そう言っていただけるとありがたい！」

  　黄ばんだ歯を見せながら、常務がさらに身を乗り出す。間にテーブルがあるので体が触れることはありえないが、それでも杏子はなんとなく体を反そらしてしまった。

  「いやなに、たいした条件ではありません。私どもの出版社から、あなた方二人の写真集を出したいだけです」

  「写真集、ですか？」

  「そうです！　歌劇学園でも特に人気のあるお二人なら、写真集を出せば大ヒット間違いなし！　本が売れれば歌劇学園の宣伝にもなるし、それでスポンサー契約が結べるならいいことずくめでしょう？」

  「確かに誰も損はしませんね。私たちにとってもいいお話ですし、素晴らしいアイデアだと思います」

  「そうでしょう、そうでしょう」

  　大おお仰ぎように頷うなずいてバーコード頭をちらちらと見せつける常務。素直な玉緒は乗り気の様子だが……。なぜか杏子の表情からは、見る間に愛あい想そ笑いが消えていった。

  「どうですか。写真集、やっていただけますか？」

  「はい。私たちでよければ喜んで」

  「さすがは生徒会長。決断がお早い！　では、さっそく契約書にサインを」

  　最初から用意してあったのか、常務が鞄かばんから二人分の契約書を取り出した。素直に受け取る玉緒に、常務は「ここにサインと印鑑を」などと上機嫌で説明する。

  「お二人は美しい！　その美しさはもはや芸術の域です。そう、誰が何と言おうと、この写真集は芸術作品なのです。お二人の若くて瑞みず々みずしい姿を後世に残すのは、とても有意義なことだと思いませんか？　撮影は少々大変かもしれませんが、そこを我慢していただければ、きっと満足のいく作品ができ……」

  「これはどういった写真集なのかしら？」

  　玉緒の手から契約書を奪い取りながら、杏子が馬ば鹿か丁てい寧ねいな口調で問いかける。

  「どういった……。それはまあ、撮影のときのお楽しみということで」

  「どうして学校に話を通さないのかしら？」

  　冷淡に尋たずねながら、杏子は渡された書類に目を通す。契約書は細かい文字でびっしりと埋め尽くされたページが幾重にも連なり、全部読み終わる前に「面倒だから読まなくてもいいや」と投げ出したくなること請け合いのものだった。

  「私たちの写真集を出したいなら、歌劇学園を通してオファーするのが筋ですよね？　それなのに、どうして学校に内密で私たちと直接契約したがるのかしら？」

  「そ、それは……」

  　さっきまでの饒じよう舌ぜつが嘘うそのように、しどろもどろになるバーコード頭。ハンカチでしきりに額ひたいの脂あぶら汗あせを拭ぬぐっていたが、やがて観念したのか、開き直ったように二人を睨にらみつけた。

  「わかった。率直に言おう。二人には裸になってもらう」

  「……は？」

  　あまりにも率直すぎる告白に、笑顔のまま凍こおりつく玉緒。かたや予想の範囲内だった杏子は、持っていた契約書を背後に放り投げて椅い子すの上でふんぞり返った。

  「詳しく聞きましょうか」

  「是非聞いてもらおう。いいかね？　歌劇学園の生徒が、しかも人気の高い美少女二人が脱ぐとなれば、五十万部……いや百万部だって夢じゃない！　なのに学園の奴らは『そんな写真集は認められない』の一点張りだ。あの馬鹿どもは商売ってものがわかっていない！」

  　ドン、と怒り混じりに常務がテーブルを叩たたく。

  　学園が間に入れば断られるのは目に見えている。そこで「学園を救いたい」という二人の気持ちにつけ込み、内密に契約を結ぼうとした。それが常務の計画だった。

  「別に高校在学中にヌードになれと言っているわけじゃない。ただ、卒業後できるだけ早く、二人の人気が下火になる前に写真集を出したいだけだ。君たちも自分の人気がいつまでも続くとは思っていないだろう？　若くて綺き麗れいなうちに……落ち目になって見向きもされなくなる前に、高値で自分を売るのが賢い選択だと思わないか。売り時を逃のがしたら安く買い叩かれるのがオチだよ？　だから、ここは思い切って全裸になっ」
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  　どぼどぼどぼ。

  　バーコード頭に、杏子が持っていたコーヒーを流し落とす。「うぎゃあああ」とコーヒーの熱さにのたうち回る常務を尻しり目めに、杏子は玉緒の手を引いて立ち上がった。

  「行こう、玉緒」

  「は、はい。それでは常務さん、ごきげんよう」

  　のたうち回る常務へ、玉緒が律りち儀ぎに頭を下げる。熱さに悲鳴を上げていた常務は「逃にがしてなるものか」と濡ぬれた頭を押さえながら二人に追いすがった。

  「待て！　お前ら、こんなことをしてただで済むと思ってるのか。我が社がスポンサーにならなければ歌劇学園は潰つぶれるんだぞ。学園を守りたければ、今すぐ土ど下げ座ざして謝――」

  「やかましいわ！」

  　減らず口を叩たたく常務の脳天に、必殺のハイキックが炸さく裂れつした。必ず殺すと書いて「必殺」と読む。

  

  「やっちまった……」

  　テーブルに突っ伏した杏子が、自分の軽けい率そつな振る舞いを海より深く反省している。

  　出版社の重役を熱湯ならぬ熱コーヒー地獄に陥おとしいれた二人は、ビジネス街の一角にある古びた喫茶店へと逃げ込んでいた。ここで次の会社の担当者と待ち合わせをしているのだが、そんなことはお構いなしに杏子は額ひたいをテーブルに擦こすりつけている。

  「あの様子じゃ二度と話を聞いてくれないよねぇ。早まったかなぁ。もっと他に言いようがあったかなぁ。せっかくのスポンサーの話を台無しにしちゃったよ……」

  「あの場合は仕方がなかったと思いますよ」

  　隣に座った玉緒が、慰なぐさめるように杏子の頭を撫なでる。

  「むしろ、杏子さんがいてくれて助かりました。私一人だったら契約書にサインしていたかもしれませんから」

  「まあねえ。悪わる巧だくみは私の専売特許だから。私を騙だまそうなんて百万年早いって感じかな」

  「さすがは杏子さん、悪巧みの天才ですね。杏子さんがいてくださると私も安心です」

  「そ、そう？　なんか褒ほめられ方が微妙だけど、まあ、私がいれば弱みにつけ込まれることはないから安心してよ」

  「はい。頼りにしています」

  「よっしゃ。私にどーんと任まかせておきなさい」

  　玉緒の言葉に勇気づけられて、突っ伏していた杏子の体が少しずつ起き上がっていく。わかりやすい立ち直り方に、持ち上げた玉緒は微ほほ笑えみを隠し切れない。

  「あー、でも惜しいことしたかなぁ」

  　ようやくいつもの調子を取り戻した杏子が、冗談めかした声を上げる。

  「写真集はともかく、玉緒のセクシーショットはちょっと見たかったかも」

  「杏子さんに見られるぶんには構いませんが、写真集だと不特定多数の方に見られるのが……」

  「そうなのよ！　さっきの常務みたいなエロオヤジが玉緒の柔やわ肌はだを見るなんて、想像するだけで耐えられない！　玉緒の胸は私だけのものなんだから！」

  　玉緒に抱きつき、胸の谷間に顔を埋うずめる杏子。ぐりぐりと頭を動かして柔らかさを愉たのしむ杏子は、喉のどを撫なでられた猫よろしく「うっとり」と目を細め……はっとして胸の谷間から顔を持ち上げた。

  「どうかしましたか？」

  「どうってわけじゃないんだけど、ひょっとしたら写真集自体は悪くないアイデアかもと思って」

  　歌劇学園を救うため、スポンサー探しをしている杏子たち。目的はもちろん資金難の歌劇学園を救うことだが、もしもスポンサー企業に頼らずに大金を稼ぐ方法があるとしたら……。

  「歌劇学園ブランドで商売を作れないかな？　例えば、歌劇学園で生徒の写真集を出版するのよ。生徒にとっては知名度アップに繋つながるし、学園は商品の売り上げを運営費に回すことができる。これなら誰も文句は言わないでしょ？」

  「歌劇学園が商品の製造から販売まで管理するということですか？　ですが、ブロマイドの販売はすでに行われていたはずですが」

  「もっと大々的に売り出すのよ！　例えばそうね、カードゲームなんてどう？　生徒のプロフィールを書いたトレーティングカードを対戦ゲームにして売り出すの。対戦が盛り上がれば子供たちはカード集めに奔ほん走そうするわ！　これが売れれば印刷所で『ふははは、まるでお金を刷すっているようだ』って叫びたくなること請け合いよ！」

  「ええと、杏子さん？」

  「テレビゲームも捨て難がたいわね。歌劇学園を舞台にした恋愛シミュレーションなんてどう？　ヒロインは全員、実在の生徒がモデルになってるのよ。そして新入生が入るたびに『二○○Ｘ年度版』ってマイナーチェンジしたものを売るの。同じゲームシステムで何度も金を取れる！　これは美お味いしいわ！　そんなゲームが出たら私は玉緒、九月、里さと見み……誰を最初に攻略しようかしら。むふふふ～。いや、ここはいっそハーレムシナリオ希望！」

  「杏子さん、落ち着いてください。現実に帰って来てください」

  　玉緒に肩を揺すられて、杏子はハッと我に返る。杏子の「どう？　いいアイデアでしょ？」といわんばかりの瞳ひとみの輝きを受け、玉緒はバツが悪そうに目を逸そらした。

  「杏子さん……。商品を作るには、まずはお金が必要になります」

  「ええそうね」

  「今、歌劇学園はお金がなくて苦しんでいます」

  「大丈夫！　商品が売れればお金ががっぽがっぽ入ってくるから！」

  「いえ、ですから……」

  　商品を作って売り出そうにも、商品を作るだけの資金がない。自分がなぜスポンサー探しをしているのか思い出した杏子は、いきなり席を蹴けって立ち上がると、喫茶店のど真ん中で叫んだ。

  「金か！　しょせん世の中は金なのか！　金満社会のバカヤロー！」

  「きょ、杏子さん、落ち着いてください。座ってください」

  　玉緒に袖そでを引かれ、杏子はしぶしぶ席につく。歌劇学園ブランドは夢物語とわかったが、それでも諦あきらめ切れないのか、杏子はしょんぼりと肩を落としながら、

  「どこかにタダで商品を作ってくれるような足長おじさんはいないかなぁ」

  　と臆おく面めんもなく口にしていた。未練たらたらである。

  　カランコロン。杏子が現実を思い知るのとほぼ同時に、喫茶店のドアが鐘かねを鳴らしながら開かれた。現れたのは、高級そうなスーツを着たがっしりした体格の中年男性。

  「すみません。お待たせしました」

  　背広の男はぺこぺこと頭を下げながら杏子たちに挨あい拶さつをしてきた。この腰の低い中年男性が待ち合わせ相手だと気づいて、杏子と玉緒もすぐさま立ち上がる。

  「私、こういう者です」と男が差し出した名刺には、有名な商社の名前と「営業部長」という肩書きが記されていた。

  「それにしても、お二人ともテレビで見るよりずっとお綺き麗れいですね」

  「私たちのことを知っているのですか？」

  「もちろんですとも。うちの娘が『学園カゲキ！』の大ファンで、私もよく見てるんですよ」

  　それは単なるリップサービスかもしれないが、杏子たちにとっては好感度抜群の第一印象だった。「この人となら友好的に話を進められそうだ」と、杏子までもが人当たりのいい営業部長に心を許す。

  「さて、私どもの会社が歌劇学園のスポンサーを撤退した件でお話があると聞きましたが」

  「はい。もう一度スポンサーの件を考え直していただけないかと思いまして」

  　男の勤める会社は、歌劇学園を長年支援してきた、いわば古参とも言えるスポンサー企業だった。それが最近になって突然「スポンサー契約を今年度で打ち切る」と一方的に通達してきたのである。

  　今回の面談における玉緒たちの使命は、スポンサー撤退を考え直させることだった。……が。

  「ではまず、こちらの資料をご覧ください」

  　表情を引き締めた男が、鞄かばんから資料を取り出す。資料には様々なデータがグラフによってわかりやすく記述されていた。

  「これは、過去十年間の我が社の売上実績です。個々の商品については別紙をご覧ください。ご存じの通り、我が社は五年前から『学園カゲキ！』で広告を出していますが、スポンサーになる前と後で売り上げに目立った変化は出ていません」

  　営業部長を名乗る男が、データを示しながら理り路ろ整せい然ぜんと「『学園カゲキ！』に広告を出しても宣伝効果がない」ことを延々と論じる。

  「またこれとは別に、不況の折、社内で予算の見直しが行われています。特に広告費は無駄がないか厳しくチェックされています。こう言ってはなんですが、『学園カゲキ！』はＣＳ放送の一番組。以前から宣伝効果に懐かい疑ぎ的てきな声が多く……」

  「いえ、あの、もういいです。よくわかりました」

  　説得するつもりが逆に説得されてしまい、さしもの杏子も今回ばかりはぐうの音ねも出ない。

  （歌劇学園のスポンサーになるメリットか……）

  　ただ頭を下げるだけでは何も変わらない。「スポンサーになりたい」と思わせるだけのメリットを提示しなければ、相手を納得させることはできないのだ。それがわかっただけでも収穫だと、杏子は前向きに捉とらえる。

  　すると、男は厳しい口調から一転、穏やかな物腰へと態度を豹ひよう変へんさせた。

  「ですが、我々も鬼ではありません。スポンサー契約は無理ですが、別の形で皆さんのお力になることはできます」

  「別の形ですか？」

  　風向きが変わったことを察した玉緒に、男は力強く頷うなずいた。

  「先日、会社の在庫整理を行いまして。売れ残った商品を大量に処分することになったのです。それらの商品ならば、皆さんに無料で差し上げることができます」

  「無料で？」

  「はい。売れ残った商品をいつまでも抱えていても赤字がかさむだけですから」

  　在庫の保管費用で金がかかるくらいなら、いっそ処分した方が得だという会社の判断らしい。話を聞きながら、杏子は先ほど玉緒と交かわした会話を思い出していた。

  　――スポンサーが無理なら、歌劇学園ブランドで商品を売ればいい。

  「つまり、無料でいただいた商品を歌劇学園で販売すれば、収益はすべて学園のものになるということですか？」

  「はい。元手はただですから、やってみて損はないと思いますが」

  「御おん社しやの商品を私たちが引き取って勝手に売ることは問題ないのですか？」

  「差し上げたものをどうされようが皆さんの自由です。我々はそれで利益を得ようとは考えていません。在庫を引き取ってもらえるだけでありがたいのです」

  　企業側も歌劇学園側も損にはならない。男がはっきりとそう伝える。

  　無料で引き取った商品を歌劇学園名義で売れば、収入はすべて学園の利益になる。これならば学生全員を救うのは無理でも、一部を助ける足しにはなるかもしれない……。

  　杏子と視線を交わした玉緒は、真ま面じ目めな顔で頷うなずき、営業部長の目を真っ直すぐに見据えた。

  「わかりました。ありがたく頂ちよう戴だいいたします。ご厚意に感謝します」

  「ではさっそく歌劇学園に商品を送るよう手配しましょう。発送の手続きはすべてこちらで行おこないますのでご安心ください」

  　至れり尽くせりと言うべきか。親切な営業部長の手回しの良さに、杏子は素直に感動してしまう。

  （こんな風に歌劇学園を応援してくれる人がいる限り、私たちにはまだ希望がある）

  　営業部長の厚意に感謝しながら、杏子は最後に一つ質問した。

  「それで、その商品とはどんなものなのですか？」

  　杏子の質問に、営業部長は爽さわやかに微ほほ笑えみながら答えた。

  「どうぞご安心ください。とても素晴らしい商品ですから」

  

  　時間は流れ。底冷えする一月の、とある週末の午後。

  　暖房が中途半端に効いている放課後の体育館に、雅弥たちＡチームと、拓海たちＢチームの面々は再集結していた。

  　まだ雅弥と仲直りできていない拓海が、Ａチームの動向を気にしながら――しかし雅弥とは目を合わせないよう意識しながら、正面のステージに注目する。舞台上では三番勝負の司会者である柚ゆず雪きが、満面の笑顔で「抽選ＢＯＸ」と書かれた箱に手を突っ込んでいた。

  「何が出るカナ～？」

  　どこかで聞いたフレーズを口ずさみながら、柚雪の手が箱の中身をかき回す。箱には集められたアンケート用紙が、一枚残らず詰め込まれていた。

  　柚雪が行っているのは、対決方法の抽選会。生徒たちが見守る中、生き残りを懸けた勝負方法が決まろうとしていた。

  「どれにしようカナ～。決めた、これだよっ！」

  　柚雪が一枚の紙を引き当てる。柚雪は紙に書かれていた勝負方法を元気いっぱいに読み上げた。

  「歌劇学園生き残りを懸けた三番勝負。第一戦の勝負方法は……『かくれんぼ』に決定だよっ！」

  　ざわ……。

  「かくれんぼ」と書かれた紙を高々と掲げる柚雪に、両チームの視線が集中する。彼らの瞳ひとみに宿るのは怒りでも悲しみでもなく、「誰だよ、かくれんぼなんて書いたの」という至し極ごく真っ当な不満の意思だった。

  「制限時間は一時間。隠れる場所は校内のみ。時間内により多くの生徒を見つけたチームの勝利だよっ！」

  　柚雪がアンケート用紙に書かれたルールを読み上げる。そのあまりにシンプルな内容に、拓海などは「むしろこの方が公平な勝負になるかも」と肯定的に受け止とめてしまうほどだった。

  　もっとも、肯定しようが否定しようが彼らに拒否権はないのだけれど。

  「それじゃ、さっそくかくれんぼを始めるよ～！」

  （今から？）

  　柚雪の陽気な発言に、今日は抽選会だけだと油断していた生徒たちが一斉に色めき立つ。

  「まずは、どっちが先に鬼をやるか順番を決めるね。両チームの代表者はステージに上がってくれるカナ？」

  　かくれんぼの先攻・後攻を決めるため、両チームのリーダーが招かれる。間もなく舞台上に加か賀が雅弥と唐から木き亘が雁がん首くびを揃そろえたことで、拓海は「リーダーに選ばれるとはさすが雅弥だ」と親友のカリスマぶりに感心してしまった。

  「……ん？　どうして亘が？」

  　ワンテンポ遅れて気づいた拓海が周囲を見回す。すると、Ｂチームの仲間たちも一様に戸と惑まどいの表情を浮かべていた。

  「おい、どうして亘があんなところにいるんだ？」

  「どうしてって、リーダーだからだろ？　ところでリーダーっていつ決めたんだ？」

  「俺は知らないぞ。誰かそんな話聞いたか？」

  　ざわざわと混乱が広がっていく。話を総合すると、どうやら亘は勝手にリーダーを名乗っているらしい。あまりにも堂々としていたので、誰もが「亘がリーダーだったのか」とうっかり信じてしまっただけのようだ。

  「じゃあ、先攻・後攻を決めるジャンケンをしてくれるカナ？」

  　何も知らない柚雪が、両チームのリーダー（片方は自己申告）にジャンケン勝負を促うながす。仲間の期待を一身に背負い、亘は気迫を込めて雅弥に宣戦布告した。

  「加賀雅弥！　ついに雌し雄ゆうを決するときが来たようだな！　俺とお前のどちらが優すぐれているか、長年の因縁に終止符を打ってやるぜ！」

  「先攻・後攻を決めるだけなのに暑苦しい男だ」

  「言っておくが今日の俺は本気だぜ！　本気を出した俺の実力に震ふるえて眠るがいい！」

  「なぜ今まで本気を出さなかったんだ？」

  「この俺にジャンケン勝負を挑むとは命知らずなことだ。不敗のジャンケンマスター唐木亘様の力を見せてつけてやるぜ！」

  「Ｂチームはジャンケンに負けた者たちの集まりだったはずだが」

  「うるさいうるさいうるさい！　黙れ黙れ黙れ！」

  　最終的に、だだっ子のように手足をじたばたさせる亘。あまりのみっともなさに、Ｂチームの間には早くも「だめだこりゃ」という寒々しい空気が漂ただよい始めている。

  「漫才はもういいカナ？　それじゃ、ジャンケン始めるよ～」

  「俺の口上を漫才呼ばわり!?」

  　本気で格好をつけていたつもりの亘が、軽くあしらわれてムンクの叫びのように身み悶もだえする。しかしそこは（自称）リーダー。すぐに立ち直ると、声高らかに雅弥を指さした。

  「俺は宣言する！　この勝負、俺はグーを出すぜ！」

  　いきなりのグー宣言で心理戦を仕掛けた亘が、内心でひとりほくそ笑えむ。

  （どうだ！　これでお前は何を出せばいいかわからなくなっただろう。迷いに迷って泥沼にはまるがいい。迷った時点でお前の負けは決定したも同然だ！）

  「そうか。では俺はパーを出そう」

  （な、なにい！　パーを出すだと！　俺はグーを出すと宣言したが、奴がパーを出すならここはチョキで応戦……。いや、これは罠わなだ。雅弥が素直にパーを出すとは思えない。ふう、あやうく騙だまされるところだったぜ。雅弥がパーと見せかけて俺のチョキを誘う作戦なら、おれはさらにその上をいって……。待てよ、雅弥のことだ、それくらいは読んでいても不思議じゃない。するとチョキを出す……いや、俺の宣言はグーだからチョキなら俺の勝利、いやいや宣言通りってことなら雅弥はパーを出すから俺は対抗してチョキを出すべき……）

  　ステージ上で悶もん々もんと悩みつづける亘であった。

  

  「バーカバーカ！　これはかくれんぼ勝負なんだよ！　ジャンケンの勝敗なんか関係ないんだよ！」

  　負け惜しみとともに体育館から逃げ出した亘は、拓海と合流して校内を歩き回ることにした。見回りの目的はもちろん、隠れるのにふさわしい場所を探すためである。ジャンケン勝負で亘が惨敗したため、まずはＢチームが身を隠す番だった。

  「拓海はどこに隠れるか決めたのか？」

  「これから探すつもりだけど。亘はもう決めたの？」

  　廊下を進みながら二人が会話する。周辺ではＢチームの仲間たちが手近な扉に駆け込んだり、窓から外に飛び出したりと思い思いの隠れ方を模索していた。

  「ふっ。俺はもう隠れ場所を決めてあるぜ」

  「そうなんだ。ちなみにどこに隠れるつもり？」

  「それは極秘事項だ。だが、これだけは教えてやろう。俺の隠れ場所は、誰よりも目立てる場所だ！」

  「かくれんぼで目立つのはまずいんじゃ……」と思う拓海だが、面倒臭くさくなってきたのでいちいち突っ込むことはしなかった。

  「おっ！　まずはここにするか」

  　廊下を進んでいた亘が、いきなり手近な教室に入る。拓海が後につづくと、亘は掃除用具入れを開けて、中からバケツを取り出していた。

  「バケツなんて出して何をするつもりなの？」

  「偉大な俺様が黙って隠れるだけなんて芸がないだろ。だから、鬼を足あし止どめするためのトラップを仕掛けてやるのさ」

  　一分後。教室の入り口頭上にはなみなみと水の入ったバケツが仕掛けられた。こういう姑こ息そくなことをやらせると、とても手際のいい亘である。

  「『がらっ』と扉を開けた途端、『ばしゃー』っと水が降ってくる。頭から水をかぶった鬼は、濡ぬれた服を着替えるためにかくれんぼどころじゃなくなるって寸法だ」

  「そういう悪知恵だけはよく働くよね」

  　一応褒ほめながら、拓海はバケツの持ち出された掃除用具入れを覗のぞき込む。細長いロッカー型の掃除用具入れは、頑張れば一人くらいなら中に隠れられそうだ。

  「お～い、拓海。俺は他の教室に罠わなを仕掛けに行くけど、お前はどうする？」

  「僕はここに隠れるよ」

  　掃除用具入れを指さしながら拓海が答えると、亘はわかったとばかりに頷うなずいた。

  「それじゃ、お互い頑張ろうぜ！　健闘を祈る！」

  　格好よく片手を上げた亘は、そのまま颯さつ爽そうと教室を出ていこうとして元気よく扉を開けた。がらっ。ばしゃー。

  

  　拓海が掃除用具入れの中で息を殺していると、不意に廊下が騒がしくなった。どうやら鬼であるＡチームの探索が始まったらしい。鬼たちの足音が集団で近づいてくる。

  「ここからが本番だ」

  　ロッカーの中で気持ちを引き締める拓海。前を向くと、ちょうど顔の位置に通気口のような穴が空あいていた。そこを覗のぞき穴にすることで教室の様子を窺うかがう拓海。

  　教室の扉には、亘が仕掛けなおした水入りバケツが設置されていた。上う手まく罠が作動すれば、扉を開けた人間は冷水の洗礼を浴びるはずだが……。

  「こんな罠に引っかかるドジな人なんているのかなぁ」

  　ついさっき、そんなドジを見かけたことも忘れて拓海が苦笑いする。思わず心配をしたくなるほど罠は見え透すいており、濡ぬれた床も相まって扉全体が「ここには何かあるぞ」的違和感を醸かもし出していた。

  「それじゃ、私はこっちの教室を調べてみるから」

  　廊下から聞こえてきた声に、拓海は表情を強張らせる。その声を拓海が聞き間違えるはずがない。それは最愛の恋人――橘九月の声だった。自分が隠れている教室を九月が調べる偶然に驚きながら、拓海は教室の入り口に注目する。

  　がらっ。ばしゃー。

  「……」

  　悲鳴も出ないのか。教室の入り口で、九月が逆さまになったバケツを頭にかぶったまま立ち尽くしている。隠れて見ていた拓海は笑いを堪こらえるのに必死だ。

  　拓海がロッカーを揺らさんばかりに悶もだえていると、教室の入り口がすぐに騒がしくなった。どうやら異変に気づいたＡチームの女子が、九月のもとに集まってきたらしい。

  「ちょ、ちょっと九月！　大丈夫？」

  「……うん」

  「ジャージ持ってきてるよね？　早く着替えた方がいいよ」

  　心配する女子たちに「うん、うん」と生返事をする九月。茫ぼう然ぜん自じ失しつの恋人に申し訳ないと思いながら、拓海は笑いを堪え続ける。

  　恋人の意外なドジっ子ぶりに拓海が悶もん絶ぜつしていると、九月は頭にかぶっていたバケツをようやく両手で持ち上げた。

  「……着替える前に、このバケツを片付けておかないと」

  　九月のつぶやきを聞いて、拓海はようやく気づく。掃除用具入れから持ち出されたバケツは、掃除用具入れに戻ってくるという当然の事実に……。

  「しまった！」

  　驚きの声を発したロッカーに、その場にいた女子全員が注目した。

  　……学園一のバカップルは、二人揃そろってドジだった。

  

  　九月の「個性のない隠れ場所だね」という屈くつ辱じよく的てきな言葉とともに、拓海は体育館へと連行された。敗者の罰ゲームとして板張りの床に正座させられた彼は、しょんぼりと肩を落としながらＡチームの動向に目を向ける。

  『司令。本校舎一階の探索が終わりました。Ａ班とＢ班はこれより二階の探索に入ります』

  「了解した。教室にはトラップが仕掛けられているとの報告がある。警戒を怠おこたるな」

  『こちらＦ班。屋上で三名を拘こう束そくしました。これより体育館に連行します』

  「待て。屋上にはまだ敵が隠れている公算が大きい。応援が到着するまでＦ班は屋上で戦線を維い持じ。猫の子一匹屋上から出すな」

  　かくれんぼとは思えないやり取りが体育館を飛び交かっている。体育館にはＡチームの臨時作戦本部が設置されており、学園の見取り図を広げた司令官・加賀雅弥が、携帯電話で仲間たちに指示を出していた。組織立った連携を見せるＡチームに、拓海たちＢチームの面々は舌を巻くばかりだ。

  「これって優秀な指揮官がいるから成り立つ戦法だよな。うちのリーダーじゃこんな的確な指揮はできないよ」

  「雅弥を敵に回すと恐ろしいぜ。やつらに勝つためにはこっちも何か手を打たないと」

  　雅弥のリーダーシップに危機感を抱いた面々が、正座しながら相談を始める。だが、その中にあって拓海だけは、親友が絶賛されてくすぐったい気分を味わっていた。「雅弥が褒ほめられると僕も嬉うれしくなるなぁ」と親友の評判を我が事のように喜び……。その雅弥とケンカしていた事実を思い出して見る見る猫背になっていく。

  「……どうやったら雅弥と仲直りできるんだろ」

  　もう何日も雅弥と口を利きいていない拓海が、歯がゆい思いを口にする。

  　人一倍温厚な拓海は、滅めつ多たにケンカなどしないため、いざケンカをしたときにどうすれば仲直りできるのかよくわからなかった。「せめて雅弥と二人きりで話ができれば」とも思うが、露ろ骨こつに避けられていることを考えると、彼と二人きりになるチャンスなどありそうに……。

  「……あるじゃないか」

  　拓海は、自分が置かれている境遇を思い出す。

  　今はかくれんぼの真っ最中。Ａチームの探索が終わった後は、雅弥が隠れて拓海が捜す番になる。隠れている雅弥を見つけ出せば、彼は逃げるわけにはいかない。これは雅弥と話をする……仲直りをする絶好の好機だと気づき、拓海は俄が然ぜん気合いが入った。

  　決意も新たに攻守交替を待ち望む拓海。すると、にわかに体育館の入り口が騒がしくなった。どうやらジャージ姿の九月を先頭に、Ａチームの女子数名が捕まえた生徒を連行してきたらしい。

  「あれ？　ひょっとして連行されてきたのって、亘？」

  　女子集団に囲まれて神妙にしているのは、紛まぎれもなく亘だった。すぐさま突撃レポーター柚雪がテレビカメラを従したがえて九月へと走り寄る。

  「お疲れ様！　Ｂチームのリーダーを捕獲した九月ちゃんに質問だよっ！　彼はいったいどこに隠れていたのカナ？」

  「……女子更衣室よ」

  　ざわ……。

  　抑揚のない九月の声に、体育館にいた全員が言葉を失う。突撃レポーター柚雪は、すかさず「女子更衣室に隠れていた」亘へとマイクを向けた。

  「それは大だい胆たん不ふ敵てきだね～。で、どうして女子更衣室に隠れていたのカナ？」

  「どうしてだと？　ふっ」

  　女子生徒に両りよう脇わきを拘こう束そくされたまま、亘は余裕たっぷりに鼻で笑う。

  「そんなの決まってるだろ。そこに女子更衣室があるからだっ！（くわっ）かくれんぼでは校内のどこに隠れてもいいルールだ。つまり、今日だけは女子更衣室に無断で侵入しても許される！（くわっ）」

  「許されないわよ！」

  　九月が怒ど鳴なり、そのまま亘は女子生徒に引きずられて、人ひと気けのない校舎裏へと消えていった。ずるずるずる……。

  「ひょっとして、ずぶ濡ぬれになるトラップには女子を着替えさせる意図もあったのかな？」

  　ずぶ濡れになった女子は、必ず更衣室で着替えをする。だから亘はあえて更衣室に隠れたのではないか。拓海は、役に立たないところで知恵の回る亘の深しん謀ぼう遠えん慮りよに感動して、そして九月がジャージに着替えている事実を思い出して、さらにその九月が隠れていた亘を捕まえたことから推測して……。

  　メラメラと怒りの炎を滾たぎらせる拓海であった。

  

  　最終的に、Ａチームは百十名の生徒を発見した。予想外の高成績に焦あせったのはＢチームである。Ａチームが校内に隠れる間に、Ｂチームの面々は顔をつき合わせて相談する。

  「Ａチームと同じことをしても勝てない。何しろリーダーの質が違いすぎる」

  　その発言がきっかけとなり、Ｂチームは個々人の判断で校内を探し回ることになった。ちなみに自称リーダーの亘は、のっぴきならない事情により現在は消息不明である。合がつ掌しよう。

  　校内の探索が始まり、大量得点差を覆くつがえすため全員で校内を駆けずり回るＢチーム。余よ勢せいを駆って序盤こそ順調に生徒を確保していくが、時間が経たち、隠れている人数が減るにつれ徐々に行き詰まりを見せ始める。

  　そんな中、拓海は他の生徒には目もくれず、標的をただ一人に絞って校内を探し回っていた。

  　――彼の標的は、加賀雅弥、ただ一人。

  「でも、雅弥を見つけても何を話せばいいんだろう」

  　仲直りの方法を考えていた拓海は、やがて生徒会室に辿たどり着いた。この場所を選んだことに深い理由はない。ただなんとなく、拓海の直感が「雅弥はここにいる」と告げていた。

  「悩むのは後だ。まずは雅弥を見つけださないと、何も始まらない」

  　直感に従したがって、拓海が生徒会室の扉を開ける。そこで拓海が目にした光景は――。

  「まあ、拓海さん。いらっしゃいませ。お茶でもいかがですか？」

  　のんびりと日本茶をすすっている、生徒会長・由よし井い玉緒の姿だった。

  　部屋には玉緒と、生徒会役員でもないのにすっかり生徒会室に居着いている杏子がいた。玉緒は優雅にお茶を飲み、杏子は豪快な筆ふで捌さばきで習字を行おこなっている。

  「……なぜ習字？」

  　拓海がテーブルに置かれた半紙を手に取ると、達筆な文字で「ラブラブ愛してる」と記されていた。なんとなく突っ込んだら負けのような気がした拓海は、あえて見なかったことにして半紙をテーブルに戻す。

  「ええと、この部屋に雅弥はいませんか？」

  「いないわよぉ」

  「……会長。この部屋に雅弥はいませんか？」

  「いいえ、いませんよ」

  「そうですか。どうやら本当にいないようですね」

  「チミチミ、それはどういう意味かね？」

  　墨すみのついた筆を上下に振りながら、杏子が失礼な拓海を咎とがめる。拓海は胡う散さん臭くさそうな目つきで「ラブラブ愛してる」の文字を見ると、ついに我慢しきれなくなったのか、習字中の杏子に声をかけてしまった。

  「これは呪のろいの呪文ですか？」

  「キャッチフレーズだよ！」

  　叫んだ杏子が、「ラブラブ愛してる」をくしゃくしゃに丸めてポイッと背後に投げ捨てる。美しい放物線を描いた紙くずは、見えない糸に導かれるようにゴミ箱へと吸い込まれた。「杏子先輩って無駄な才能ばっかりあるよなぁ」と感心する拓海だった。

  　気を取り直した杏子が新たな創作活動に燃える。豪快な筆ふで捌さばきで記された文字は「らぶ×リング、イカリング」と読むことができた。

  　くしゃくしゃ、ポイッ。

  「杏子先輩はさっきから何をしているのですか？」

  「あれですよ」

  　玉緒が部屋の一角を指さす。見上げると、そこには大量のダンボール箱が壁を埋め尽くす勢いで積み上げられていた。

  「何ですか、このダンボールの山は？」

  「ネックレスです」

  　にこやかに答えながら、玉緒が一枚のパンフレットを拓海に差し出す。拓海はパンフレットの表紙を飾る写真――数字のゼロに似た楕だ円えん形けいのリングが先端についた首飾りと、その上にでかでかと書かれている「幸運を呼ぶらぶ×ネックレス」という文もん言ごんに目を留とめた。

  『幸運を呼ぶらぶ×ネックレス！　伝説のパワーストーンが人生を変える！　これをつけるだけであなたも今日からモテモテに！』

  『驚きよう愕がくのデータ！　使用者のフェロモン分ぶん泌ぴつ量が二倍になった！　これがモテ魔法の正体だ！』

  『【使用者の感想】彼女いない歴＝実年齢だった僕が、このネックレスをつけただけで嘘うそみたいにモテモテになったんです。おかげで彼女ができて今はとても幸せです。すべてらぶ×ネックレスのおかげです。（効果には個人差があります）』

  「……えーと」

  　パンフレットに一通り目を通した拓海が、可哀かわい相そうな生き物でも見るような目で、ぷるぷる震ふるえている杏子と積み上げられたダンボールの山を見比べる。

  「なぜ、こんな怪しげな商品が山盛りに……」

  「騙だまされたのよぉぉぉ～～～！」

  「わあっ」と泣き崩れる杏子。驚く拓海に、玉緒は優雅にお茶をすすりながら事の経緯を説明する。

  　玉緒たちがスポンサー企業を説得しようとしたこと。説得には失敗したが、企業側の厚意により商品を無料で引き取ったこと。引き取った商品でぼろ儲もうけして後輩たちを助けるつもりだったこと。やがて商品が学校に届き……。

  「そこでようやく、売れそうにない不良在庫を押し付けられたことに気がついた、と」

  「みなまで言うなぁ～。うわぁぁぁん！」

  　泣きながら、杏子が悔くやしそうにテーブルを叩たたく。だがいくら嘆なげいたところで不良在庫が消えるわけではない。積み上げられたダンボール箱の圧迫感は、紛まぎれもない現実だった。

  「引き取った以上、私たちは何が何でもこの商品を売り切らなきゃいけないのよ。いつまでも生徒会室を物置代わりにはできないのよ！」

  　金かな切きり声で叫ぶ杏子とて、今日まで何も策を打たなかったわけではない。先日から杏子は歌劇学園のホームページで「らぶ×ネックレス」を大々的に売り出していた。

  　が、

  「いまだに一個も注文がないのよぉ～！」

  「そりゃあ、こんな怪しさ満点の商品は売れないでしょうね」
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  「みなまで言うなぁ～。うわぁぁぁん！」

  「わあっ」と泣き崩れる杏子。もはや拓海は突っ込む気力すら湧わいてこない。

  「事情はわかりました。それで、この山と積まれた商品と、さっきから杏子先輩が書いている怪しい呪文はどう関わるのですか？」

  「呪文じゃない！　キャッチフレーズよ！」

  　どうやら杏子は、らぶ×ネックレスを大々的に売り出すためのキャッチフレーズを考えていたらしい。杏子が、墨すみのついた筆を拓海の鼻先に「びしっ」と突きつける。

  「見てないで拓海も手伝え！　一緒にキャッチフレーズを考えろ！」

  「どうして僕が!?」

  「どうして？　そんなの決まってるわ。このネックレスは数字のゼロをかたどった石が特徴なの。『０』はラブとも読むから『らぶ』ネックレスなのよ」

  「オヤジギャグも真っ青の駄だ洒落じやれですね」

  「黙れやかましい。とにかくこのネックレスは『らぶ』なのよ。あんたラブは得意でしょ？　だったらキャッチフレーズぐらい考えてみせろ、このバカップルがっ！」

  「今、僕はなぜ罵ののしられましたか？」

  「いいからラブな言葉を考えてよ。何かあるでしょ。いつもあんたが九月の耳元で囁ささやいているような、甘い言葉を言ってみろ！」

  「甘い言葉なんて囁いてません。普通に『好きだよ』と言ってるぐらいです」

  「死んでしまえ」

  「今、僕はなぜ罵られましたか？」

  　眉まゆ毛げを八の字にして困り果てる拓海。その様子に杏子はイラッとしながらも、試しに豪快な筆ふで捌さばきで半紙に「好きだよ♥」と書いてみた。

  「……あれ？　案外いいかも」

  　自分が書いた「好きだよ♥」を様々な角度から検証する杏子。どうやらこのキャッチフレーズがいたく気に入ったらしい。杏子は半紙を掲げると玉緒の前に突き出した。

  「どう、玉緒。これいいと思わない？」

  「ですが、それを見てもネックレスの宣伝とは誰も気づかないでしょうね」

  「……」

  　くしゃくしゃ、ポイ。

  　再び筆を持って半紙と向き合う杏子。「うーんうーん」とうめく美少女に、さすがにこれ以上は付き合い切れないと思ったのか、拓海はがっくりと肩を落として出口に向かう。すっかり忘れていたが、今はかくれんぼの真っ最中である。標的の――雅弥のいない生徒会室に長居する理由は何一つない。

  　扉に手をかけた拓海は、そこでふと思い立ち、学園一の情報網を誇ほこる杏子を振り返った。

  「杏子先輩。雅弥がどこに隠れているか知りませんか？」

  「さあ、知らないけど」

  　杏子は「勝訴」と筆を走らせながら、拓海の顔をちらりと見上げる。

  「そういえば、雅弥とケンカしてるんだって？　あんたたちがケンカなんて珍しいね」

  「ケンカじゃありません。ただちょっと見解の相そう違いがあっただけです」

  「拓海がジャンケンでわざと負けたんだっけ？　で、情けをかけられた雅弥が怒ったわけだ。二人とも若いね～。青い春だね～」

  　拓海と一歳しか年齢の違わない杏子が、あからさまに拓海を茶ちや化かす。言葉を濁にごして切り抜けようとした拓海だが、杏子相手では誤ご魔ま化かし切れず、結局は諦あきらめたようにうなだれてしまった。

  「僕は当然のことをしたまでです。学園に残るのは、僕なんかよりも雅弥の方がふさわしい」

  「自分のことを『僕なんか』などと言ってはいけませんよ」

  　玉緒が穏やかに窘たしなめる。だが、諭さとされた拓海ははっきりと首を横に振った。

  「いいえ。僕は歌劇学園にふさわしくない男です。なんとなく入学して、なんとなくドラマに出演して……。僕みたいに中途半端な男には、本気で夢を追いかけている人たちを押しのけてまで学園に残る資格なんてありません」

  「それは拓海さんの本心ですか？」

  　玉緒の澄んだ眼まな差ざしを受け、拓海は反射的に目を逸そらす。すべてを見み透すかすような玉緒の瞳ひとみに、ついに拓海は折れ、静かに肩を落とした。

  「……これから僕が言うことは、雅弥には内緒にしてもらえますか？」

  「はい。誓ちかって雅弥さんには言いません」

  　玉緒が片手を上げて宣誓する。杏子も片手を上げたことを確認して、拓海はひた隠しにしていた本音を二人だけに語り始めた。

  「僕には夢がありません」

  　中学時代の拓海には将来の夢が何もなかった。自分が何者で、何をしたいのか、まるでわからなかった。だから拓海は、自分の夢を見つけるために歌劇学園に進学した。この学校ならば、探している夢が見つかりそうな気がしたから。

  「それでも、ようやく最近になって『未来の僕はこうなっていたらいいな』っていうイメージを持てるようになったんです」

  「拓海さんの未来の姿を、教えていただけますか？」

  　玉緒の質問に、拓海は照れ臭くさそうにはにかみながら答える。

  「僕の願いは、雅弥がテレビの世界で活躍することです。画面に映る雅弥を指さして『こいつは僕の親友なんだ』ってみんなに自慢するのが、今の僕の夢です」

  　親友の成功が拓海の喜び。雅弥に成功してもらいたいから、拓海は自ら身を引こうとした。外ほかならぬ、それが拓海の夢だったから。

  　話を聞いた玉緒は、困ったように苦笑いしてしまう。

  「拓海さんは自分の夢を叶かなえるために、あえて身を引いたのですね。『親友が芸能界で活躍する』という夢を叶えるために……」

  　納得する玉緒。だが傍かたわらで話を聞いていた杏子は、拓海の自己犠ぎ牲せいにありありと不満の色を浮かべていた。

  「ちょっと聞きたいんだけど」

  　納得した玉緒に代わり、杏子が筆を振りながら詰問する。

  「雅弥のために、拓海はＢチームをわざと負けさせるつもりなの？　雅弥のためなら、Ｂチームの百二十人がどうなってもいいと思ってるの？」

  「今さら僕一人が裏切ったところで、勝敗が左右されるなんてあり得ませんよ」

  　拓海は「ジャンケン勝負は個人戦だから小細工ができた」「チーム戦になった時点でわざと負けるのは不可能になった」と断じる。

  「僕一人の選択で勝敗が決まるなんてあり得ません。だから、どちらを選ぶかなんて考える必要もありません」

  「雅弥」と「百二十人の仲間」のどちらを選ぶのかという質問を、拓海は曖あい昧まいな答えで逃のがれようとする。

  「僕はもう行きますね。まだかくれんぼの途中なので」

  　すっかり長居してしまった拓海が、かくれんぼに復帰するため扉に手をかける。

  「それでもどちらかを選べと言われたら、拓海は、雅弥とチームメイト百二十人のどっちを選ぶの？」

  　杏子の執しつ拗ような追及にも振り返らず、拓海は無言のまま生徒会室を後にする。拓海が扉を閉めると同時に、玉緒は気を緩ゆるめるように「ほう」と息を吐き出した。

  　そのまま玉緒は、うずたかく積み上げられたダンボールに目を向ける。

  「もう出てきても大丈夫ですよ」

  　玉緒がつぶやき、杏子がダンボールの山を見上げる。

  　突然、ダンボール箱の一つがガタガタと揺れたかと思うと「シャキーン！　シャキーン！」という擬音が聞こえてきそうな勢いで、ダンボールの側面から人の腕が飛び出した。さらにダンボールの下方から人の足が生え、ダンボールの蓋ふたを押し開あけながら黒くろ縁ぶち眼め鏡がねをかけたハンサムな顔が出現する。直方体のダンボールを鎧よろいのように纏まとう彼こそ、外ほかでもない、かくれんぼ中の加賀雅弥だった。

  「う、あ、な、何度見ても、よ、よく似合ってるね。う、うぷぷぷ」

  「笑うならはっきり笑ってください。中途半端に笑われると余計に腹が立ちます」

  　唇くちびるを波打たせて笑いを堪こらえる杏子へ、雅弥が無表情に言い放つ。

  「ところで雅弥さん」

  　仁に王おう立だちするダンボール雅弥を見てもまったく動じない玉緒が、お茶を飲みながらゆるゆると声をかけた。

  「先ほどの拓海さんとの会話は聞いていましたか？」

  「……はい。しっかりと」

  「拓海さんの思いを聞いてどう感じましたか？」

  　二人が仲なか違たがいしていることを知りながら、玉緒はあえて尋たずねる。雅弥はダンボールの前で窮きゆう屈くつそうに腕を組むと、ぶっきらぼうにつぶやいた。

  「俺だって、拓海と同じ思いです」

  　雅弥が、ダンボールから伸びた手で黒くろ縁ぶち眼め鏡がねを押し上げる。

  「拓海には芝居の才能がある。日に日に成長していく拓海を見るのが、俺は楽しくて仕方なかった。成長した拓海が将来どんな作品を作り上げるのか、俺は見てみたい」

  　だからこそ、わざと学園を去ろうとした拓海が許せなかった。せっかくの才能を自みずから捨てようとした拓海に腹が立った。

  　拓海の活躍を見るのが、雅弥の夢だったから。

  「俺だって、いつかテレビで活躍する拓海を指さして『こいつは俺の親友だ』と自慢したいのです」

  　二人の率直な気持ちを知って、救われない、と玉緒は思ってしまう。

  　雅弥の成功が拓海の夢。拓海の成功が雅弥の夢。お互いを大事に思っているからこそ、どうしても相手を許すことができない。二人はこんなにも通じ合っているのに――通じ合っているからこそ、救われない。

  「……何か、方法はないのでしょうか」

  　いつも冷れい静せい沈ちん着ちやくな雅弥が、彼らしからぬせっぱ詰まった声で玉緒に問いかける。

  「俺と拓海の二人とも学園に残れる方法はないのでしょうか。あれば教えてください」

  「……申し訳ありませんが、そんな都合のいい方法はありません。こればかりはどうしようもないのです」

  　会あい澤ざわ拓海と加賀雅弥。

  　歌劇学園に残れるのは、どちらか一人だけ。

  　話を聞いていた杏子は、表情を曇らせる玉緒を見て、それから真面目な顔で苦悩するダンボール雅弥を見て、

  「……ぷっ」

  　吹き出した。

  「ご、ごめん。そんな格好でシリアスな顔されても……」

  「笑うならはっきり笑ってください。中途半端に笑われると余計に腹が立ちます」

  　雅弥は不機嫌そうな表情のまま（と言ってもいつも不機嫌そうだけれど）ダンボールの山の中へと戻っていく。

  　シャキーン！　シャキーン！　シャキーン！

  　手足を引っ込めた雅弥は、完全にダンボール箱と一体化していた。見事な変装術である。

  「……ぷっ」

  　そして懸命に笑いを堪こらえる杏子。

  　これからかくれんぼが終わるまでの数十分。杏子と玉緒がいくら騒いでも、ダンボール箱の蓋ふたが開かれることはなかった。

  

  　歌劇学園生き残りを懸けた三番勝負。

  　第一戦は、雅弥率いるＡチームの大勝で幕を閉じた。
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  第三幕　運動会

  

  「唐から木き。お前のあれ、何とかならないのか？」

  「すみません。俺からも言ってはいるんですが、止とめられなくて……」

  　深刻な顔をした古こ都と乃のと亘わたるが、廊下で何やら話し込んでいる。自分の席に座って二人の様子を眺めていた九く月がつは、頬ほお杖づえをついたまま「はぁ」と気のないため息をついた。

  「どうしたの？」

  　拓たく海みに声をかけられた九月は、目の前にいる恋人を見上げると、もう一度ため息を吐き出した。はぁ。

  「なんでもない。ちょっと考え事をしていただけ」

  「なんでもないって顔じゃなかったよ。僕じゃ頼りないかもしれないけどさ、悩みがあるなら相談してよ」

  　恋人を心配する拓海に、九月はあっさりと負けを認めて柔にゆう和わに微ほほ笑えむ。

  「私はどうして歌か劇げき学園に残りたいのかなって、それを考えていたのよ」

  「どういう意味？　九月は歌劇学園に残りたくないの？」

  「残りたいわよ。そりゃ残りたいけど……」

  　はぁ、と九月はため息をつく。

  「私って歌劇学園で何をやりたいのかな？　ただ言われた通りにドラマに出て、毎日撮影に追われて……そんな青春で本当にいいのかなって思って」

  　もともと九月はタレントになりたくて歌劇学園に進学したわけではない。入院している家族の治療費を稼ぎながら、好きな陸上を続けられる学校を探していたら、たまたま歌劇学園が条件に合致しただけの話だ。「スポーツ特待生として学費が免除されるから」「ドラマに出演すればギャラが貰もらえるから」、それが彼女の進学理由。

  　だが、その治療費も昨年末から稼ぐ必要がなくなった。それは、九月にとって役者として働く意義が失われることを示していた。

  「拓海のいない歌劇学園に、私が残る意味はあるのかな？」

  　他の人が聞いたら「またこのバカップルは！」と言われそうな発言を、九月はさも当然のように口にする。

  　生き残れるのは、ＡチームとＢチーム――拓海と九月のどちらか一方だけ。九月が学園に残ることは、拓海が学園を去ることを意味している。それがわかっている拓海は、九月にどんな慰なぐさめの言葉をかければいいかと考えるが……。

  　ピンポンパンポーン。

  『みんな元気カナ？　歌劇学園三本勝負、司会の安やす原はら柚ゆず雪きだよっ！』

  　いきなりの無邪気な声に、教室にいた生徒全員が一斉にスピーカーを見上げた。

  『突然だけど、今から第二戦のゲーム内容を発表するね。何が出るカナ？』

  　がさごそと、箱の中身を探る音がスピーカーから聞こえてくる。突然の出来事に生徒たちは一様に慌あわてふためくが、そんなことはお構いなしに柚雪は次なる種目を引き当てた。

  『じゃーん！　発表するね！　第二戦の勝負方法は……陸上だよっ！』

  　柚雪が引き当てた紙には「陸上」と書いてあったらしい。「詳しい内容は追って沙さ汰たするね！」と柚雪が愛らしく叫ぶと、始まったときと同じ唐突さで鉄てつ琴きんの音が鳴り響いた。ピンポンパンポーン。放送終了。

  　緊急告知が終わると、教室はたちまちどよめきで埋め尽くされた。

  「おいおい陸上ってどういうことだよ。マラソン大会でもやるのか？」

  「うげー。マラソンは勘弁してほしいよな」

  「陸上って言ってもいろいろあるだろ。いろんな競技をやって総合得点で勝負を決めるんじゃないか？」

  「俺みたいな運動オンチには地獄だよ。誰だよ陸上なんて書いた奴！」

  　アンケート用紙三枚に「陸上」と書いて提出した拓海は、傍かたわらに座っている九月と顔を見合わせて……いきなり背後から強烈な突っぱりを食らった。

  　拓海が「ぎゃふん」と押し出された後に、わらわらとＡチームの面々が集まってくる。拓海を押しのけ、あっという間に九月を取り囲んだ面々は、彼女の手を握り、肩を叩たたき、熱い口調で訴えた。

  「頼んだよ、九月！　期待してるからね！」

  「お前がいればＡチームは安あん泰たいだ！」

  「陸上部エースの実力、Ｂチームの奴らに見せつけちゃってよね！」

  「が、頑張るよ」と冷や汗をかきながら答える九月は、完全に気迫負けしている。

  　九月はスポーツ特待生に選抜されるほどの快足の持ち主である。そんな学園一のスプリンターである九月が勝利の女神として期待されるのは、当然と言えば当然の成り行きだった。

  「く、九月～」

  　会話の途中で突き飛ばされ、押しのけられ、集団から弾き出された拓海が、人の輪の外側から懸命に手を振る。直後、九月を取り囲んでいた生徒たちがギロリと拓海を睨にらみつけた。

  （Ｂチームのくせに、私たちの勝利の女神に近づくな）

  　殺意に満ちた眼まな差ざしがそう訴えている。

  「ま、また後でね～」

  　殺意のオーラに圧倒された拓海が、愛あい想そ笑いを浮かべながら後退する。九月も苦笑いしながら拓海に手を振り返した。

  「このぶんだと、第二戦が終わるまで九月には近づけないかもしれないな」

  　一いち抹まつの不安を覚えながら、大人しく自分の席へと戻る拓海。すると今度は拓海の味方であるＢチームの面々が、瞬またたく間に彼の周囲を取り囲んだ。

  「拓海、お前に頼みがある！」

  「ぼ、僕はそんなに足は速くないよ？」

  「そこは期待してないから安心しろ。俺たちが言いたいのは九月のことだ」

  　拓海を取り囲み、ひそひそ声で迫るＢチームの狙ねらいとは……。

  「九月に、本番で手を抜くように頼んでくれないか」

  「は？　それって八や百お長ちよう――」

  「バカ、声が大きい」

  　声を上げようとした拓海の口を、同級生が慌あわてて塞ふさぐ。

  「いいから黙って聞け。俺たちはすでに一敗している。これ以上、負けるわけにはいかないんだ。勝つために手段を選んでいる余裕はない」

  「それはわかるけど。だからって、どうして僕がそんなことを」

  「ほら、お前たちって恋人同士だろ。だから九月もお前の頼みなら聞くんじゃないかと……」

  「八百長なんて頼めるわけないだろ」

  「そう言わずに頼むよ」

  　冗談とは思えない真ま面じ目めさで頭を下げるＢチームの面々。だが心優しい拓海でも、さすがにこればかりは聞き入れられない。珍しく語気を強めると、拓海は手のひらで思い切り机を叩たたいた。

  「そんなことは、できない」

  　キッパリと答えて、拓海は集まった全員を睨にらみつける。拓海を口く説どくのは難しいと理解したのか、皆は気落ちした表情ですごすごと退散していった。

  「なんだよ。俺たちのためにそれくらいしてくれたっていいだろ」

  　同級生の捨て台詞ぜりふが聞こえたが、拓海は「ふん」と荒い鼻息でその声を跳はね返した。

  

  「お、やってるやってる」

  　制服姿の水み無な月づき杏きよう子こが、放課後のグラウンドを眺めて舌なめずりしている。

  　雪がちらついてもおかしくないこの時節。普段ならば閑散としているグラウンドも、ここ数日は走りこみをする生徒で大盛況になっていた。第二戦が陸上勝負と決まって以来、放課後のグラウンドは運動部も文化部も帰宅部も一緒くたになって練習に励んでいる。黒山が集団で蠢うごめくさまはなかなかに壮観な眺めだった。

  「さて、九月はいるかな？」

  　グラウンドを見回した杏子が、長髪をなびかせながら陸上のトラックに向かう。今は引退して自じ堕だ落らくに過ごしているが、こう見えて杏子は陸上部で副部長を務めたほどの実力者である。残念ながら「前途有望」のまま三年間が終わってしまったが、本番に強いいい選手であり、後輩思いのいい先輩でもあった。

  「やあやあみんな。頑張っちょるね」

  　意外と人望のある杏子が、顔見知りの後輩に挨あい拶さつしながらトラックを横切る。杏子が向かう先は、百メートル走のスタートライン。そこでは寒空の下、ジャージ姿の九月が念入りに柔軟体操を行おこなっていた。

  「やっほ～、九月～。陣中見舞いに来たよ～」

  　杏子の能天気な声を聞いた九月は、顔を上げると、

  「げ」

  　とつぶやいてすぐに目を逸そらした。そのまま黙々と柔軟体操を再開する九月に、杏子は問答無用でヘッドロックを仕掛ける。ぎゅううう！

  「ちょっとぉ。挨拶ぐらいしてもいいじゃないよぉ。どうして無視するのよぉ」

  「すぐにこういうことをするからです！」

  　胸のふくらみを頬ほおに感じた九月が、真っ赤になりながら杏子の体を引き剥はがす。九月の反応を楽しみながら、騒動の原因であり諸悪の根源でもある杏子は「まあそう言わないで」と悪びれもせずに笑っていた。

  「話は聞いたよ。短距離のトラック競技全部にエントリーしたんだって？　さすがだね～。大車輪の活躍だね～。このバカップルがっ！」

  「最後だけ意味がわからないんですけど」

  「そんなバカップル九月にこれを進しん呈ていしてあげやう」

  　九月の疑問を一いつ切さい合がつ財さい無視して、杏子は用意しておいたプレゼントを差し出す。

  　それは、先端に数字のゼロをあしらったパワーストーンがついている、怪しさ満点のネックレスだった。

  「このらぶ×ネックレスは幸運を呼ぶお守りなのよ！　これをつけて大会に参加すれば大活躍は間違いなし！　そして九月はテレビカメラに囲まれながらインタビューで答えるの。『私が勝てたのは、このらぶ×ネックレスのおかげです。今なら歌劇学園のホームページで大特価販売中♥』ってね」

  「お返しします」

  　ペンダントを突き返されて、杏子は九月の足にすがりつく。「お代官様、お慈悲を～」と涙声で叫びながら、ずるずると引きずられていく杏子。

  「九月だけが頼りなの！　お願いだからラブネックレスの宣伝を手伝ってよ。ね？」

  「嫌いやです」

  「そんなこと言わずに。インタビューに答えるのが嫌なら、ネックレスをつけて走るだけでもいいから」

  「…………身につけるだけですからね」

  　杏子の押しに負けた九月が、不ふ承しよう不ぶ承しようといった面おも持もちでネックレスを受け取る。なんだかんだ言って、九月は杏子ととても仲が良かった。

  「それじゃ！　私は他の有力選手にもらぶ×ネックレスを配ってくるから！」

  「前向きですね」

  　九月が同情半分うんざり半分といった風ふ情ぜいで杏子を見送る。

  　そこで何かを思い出したのか、九月は立ち去ろうとする杏子へ慌あわてて声をかけた。

  「待ってください！　あの、ちょっと杏子先輩に聞きたいことがあるんですけど」

  「うん？　何かね？」

  　振り返った杏子が、まじまじと九月を見つめる。相手の目を見て話すのが杏子のスタイルだが、相手がいつもそれに合わせてくれるとは限らない。このときも九月は、言いにくそうに杏子から目を逸そらしてしまった。

  「よかったら教えてください。その……杏子先輩は、どうして歌劇学園に入学しようと思ったんですか？」

  　自分が歌劇学園にいる意味がわからなくて、九月はずっと悩んでいた。だから九月は、底抜けに能天気だけれど心から信頼している先輩に、そんな質問を投げかけた。

  　可愛かわいい後輩の質問に、杏子は驚いた素振りも見せずに答える。

  「どうして？　そんなの決まってるじゃない。歌劇学園は最高に楽しそうだったからよ」

  「にっ」と杏子が白い歯を見せて笑い、九月は「この人は本当に楽しそうに笑う人だ」と感心してしまう。

  「九月は歌劇学園が楽しくないの？」

  　質問を返された九月は、真顔で考え込んでしまった。

  　脳のう裏りを過よぎるのは、歌劇学園で起こった様々な出来事。歌劇学園で出会った人々。初めてのドラマ出演。加か賀が雅まさ弥や。陸上部での練習。水無月杏子。二年生でのクラス替え。赤あか城ぎ逢あ由ゆ。忘れられない「ＢＳカゲキ」。会あい澤ざわ拓海……。

  　つらいこともたくさんあったけれど、やっぱり、真っ先に思い浮かぶ言葉は、

  「この学校は楽しいです」

  「ならそれでいいじゃん」

  　屈くつ託たくなく笑う杏子を見ていると、九月はつい納得してしまいそうになる。「楽しいからそれでいい」と納得しかけて……それでも、立ち去る杏子を見送りながら考えてしまうのだ。

  「本当に、それでいいのかな？」

  　歌劇学園で何をしたいのか。九月の答えは、まだ、見つからない。

  

  　ドン！　ドン！　ドン！

  　雲一つない青空に、花火の白煙が花開く。

  　あっという間に日付は進み、本日は陸上競技大会改め「歌劇学園大運動会」開催日。

  　企画責任者である古都乃の独断により名称が変更された本大会は、生徒たちの普段の行いが良かったのか、見事な快晴の下で行われる運びとなった。

  　とは言うものの、冬の快晴は得てして気温が低くなるもの。開会式ではジャージ姿の生徒たちが列を作り、白い息を吐きながら「学園長の話、長えよ」と怨えん嗟さの声を渦巻かせていた。

  　進行プログラムでは、午前中に陸上競技の予選が、昼休みを挟はさんで午後から団体競技と、陸上競技の決勝が行われる予定になっていた。学園長の長話を聞きながら寒さに耐える拓海は、開会式直後の男子百メートル走予選に出場する予定である。

  　寒さを堪こらえるように足踏みしながら、拓海がちらりと背後を振り返る。出席番号順でいつも自分の後ろに並んでいた雅まさ弥やが、今日は姿が見当たらない。生徒会副会長である雅弥は、大会運営の手伝いをするため朝から忙しく走り回っていた。

  「いつになったら、前みたいに雅弥と話ができるようになるのかな」

  　ジャンケン勝負から間もなく二週間が過ぎようとしているが、ケンカ中の拓海と雅弥はまだ口を利きかない状況が続いていた。

  　仲の良かった頃を懐なつかしむように、雅弥がいるべき場所を見つめる拓海。出席番号順で雅弥の次に当たる亘は、拓海の不安そうな視線に気づいて「一緒に頑張ろうぜ！」といわんばかり親指を立てて見せた。

  　完全に意味を取り違ちがえている亘だが、そんな彼の行動にちょっとだけ救われた気分になる拓海だった。

  

  　三番勝負第二戦「大運動会」は、各競技の順位によって両チームに得点が配分され、最後に合計得点で勝利チームを決めるという、いたってシンプルな運動会ルールを採用していた。そのため、誰もが競技で上位に食い込もうと必死になっていたが……。

  　第一種目の男子百メートル予選が終了した直後。

  　応援席でしょんぼりと体育座りしていた拓海は、味方チームの亘に慰なぐさめられていた。

  「予選落ちぐらいで落ち込むなって。拓海の敵かたきは俺が討ってやるから。何しろこの俺は、予選を一着で通過した快速男だからな。そこいらのドン亀野郎とはわけが違うぜ！」

  　そのドン亀野郎って僕のことかな。慰められているのに何だか無性にやりきれない拓海であった。

  「暗いぞ、拓海。しょうがねえな。俺が元気の出る場所に連れていってやるから、ついてこい」

  「元気の出る場所？」

  「そうとも。俺だけが知る秘密のベストスポットだ」

  　一いち抹まつどころか百抹の不安を抱きながら、それでも拓海は唯い々い諾だく々だくと亘に従したがう。亘の言う「秘密のベストスポット」とはどんな場所なのか。不安よりも好奇心が勝まさった格好だ。

  　やがて拓海が辿たどり着いた場所は、百メートル走のゴール地点が真正面に見える、保護者観覧用のビニールシート席だった。

  「ここが秘密のベストスポット？」

  「その通りだぜ！　いいから前を見てみろ。そろそろ女子百メートルの予選が始まる頃だ」

  　拓海が前を向くと、ちょうどスタートのピストルが鳴り、女子走者が一斉に走り出したところだった。

  　真っ先に拓海の目に飛び込んできたのは、懸命に走っているＤ組の女子――桃もも山やま雛鳥ひよりの姿だった。かつてグラビアアイドルとして活躍していたという豊かなバストが魅力の彼女は、地面を蹴けるたびに「ばいんばいん」と二つの丘が迫力たっぷりに揺れていた。

  「やっぱり応援するなら正面からだよな！　横から見るのも捨て難がたいが、正面から見たときの迫力には及ばないぜ！」

  「亘の口車に乗った僕がバカだったよ……」

  　たわわに揺れる双丘に興奮する亘とは対照的に、拓海は恥ずかしさで陸上トラックから目を逸そらしてしまう。

  「歌劇学園は美少女揃ぞろいなうえに、立派な乳ちちの持ち主が多いんだよな。最高だと思わないか！」

  「そう言う亘は最低だと思うよ」

  　拓海が呆あきれていると、急に敵チームの応援席から大歓声が湧わき起こった。何事かと前を向いた拓海は、スタートラインに並ぶ選手たちの中に、女子百メートル走の優勝候補筆頭である九月の姿を発見した。
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  「橘たちばな九月か。確かに足は速いけど、走っても胸が揺れないのがいまいちだよな。まあ、この席でじっくり観察させてもら」

  「目め潰つぶし」

  　ぐさっ。

  　亘に正義の鉄てつ槌ついを下くだした拓海は、悶もん絶ぜつする仲間を無視して九月に視線を送る。首から怪しげなネックレスを下げている九月は、拓海に気づいて笑顔で手を振っていた。

  　笑顔で手を振り返そうとする拓海だが、視力の回復した亘に腕を押さえつけられる。

  「九月は敵だぞ。あんまり仲良さそうにするな」

  「敵だなんて。同じクラスの仲間じゃないか。応援ぐらいしてもいいだろ」

  「仲間じゃない。たとえ同じクラスでも、Ａチームのやつらは全員敵だ。俺たちは奴らと血で血を洗う抗争を……」

  「はいはい、わかったから落ち着いて」

  　興奮する亘を拓海が宥なだめすかす。その間にスタートの合図が鳴り、レースは圧倒的大差をつけた九月の勝利で幕を閉じた。

  　拓海に微ほほ笑えみかけながら、九月がＡチームの応援席に戻っていく。拓海も笑顔で見送っていると、今度はＢチームの応援席から歓声が起こった。何事かと前を見た拓海は、すでに始まっていた次のレースで、二位以下に大差をつけてゴールする女の子を目撃した。

  「すごいな。九月以外にあんなに足の速い子がいたのか」

  「あれは一年の綾あや平ひらきららだ。あの子も胸が揺れないからいまいち萌もえないよ」

  「胸はどうでもいいよ」

  「なんだと、それでも貴様は健全な男子高校生か！」

  　なぜか逆上する亘の声を聞き流しながら、拓海は綾平きららという少女に注目する。身長の低さとあどけないルックスは、小学生と紹介されても信じてしまいそうなほど愛らしい。だが、か弱よわそうな外見とは裏腹に、走る姿は存在感と躍動感に満ち溢あふれていた。

  「彼女はＫカゲキＡアクシヨンＣクラブ所属だからな。運動神経がいいのは当然だ」

  「ＫＡＣって確かスタントマンを養成する部活だよね？　あんなに小さな女の子がスタントマン志望なの？」

  「テレビの特撮ヒーローの『中の人』に憧あこがれてるんだってさ。ヒーローの着ぐるみが着たくて体を鍛えてるってんだから、ご苦労な話だよな」

  　亘の説明を聞き、拓海はきららの活躍に納得する。夢を実現するため、彼女は日々鍛錬に励はげんでいる。その積み重ねがあればこそ、きららはこれほどの存在感と躍動感を手に入れたのだ。

  「みんな、夢を叶かなえるために頑張ってるってことか」

  　きららは……否いな、この学校に通う生徒の誰もが、夢を叶えるため必死になっている。改めてその事実を思い知らされた拓海は、何の目標もなく日々を過ごす自分を省かえりみずにはいられなった。

  

  「わーたーるー！　がーんばってー！」

  　女性の一際大きな声がグラウンドにこだまする。障害物競走に出走しようとしていた亘は、突然の黄色い声援に照れたように苦笑いを浮かべていた。

  「もっと喜べばいいのに。応援されて苦笑いするなんて亘らしくないなあ」

  　亘の意外な一面に、拓海はついつい和なごやかな気分になってしまう。亘に声援を送っているのは、運動会を見学に訪れていた彼の母親だった。実の母親からの声援に、亘は恥ずかしそうに両手で顔を隠している。

  　時刻は正午を回り、大運動会は個人競技から団体競技に種目が移り変わっていた。むかで競走、大玉転がし、紅白玉入れ……。それらは陸上の大会だったことを忘れそうなほど、見事な運動会っぷりだった。

  「よーい！」

  　パン！　空砲が鳴り響き、障害物競走がスタートする。

  　歓声に混ざって聞こえてくる「亘、頑張れ」という母の声援。基本的に「関係者以外立ち入り禁止」の歌か劇げき学園で、今日だけ親の応援が許可されているあたりも運動会テイスト満点だった。

  　足の速い亘がトップで平均台を乗り越える。はしごの穴を潜くぐり抜け、ネットの下を四つんばいで這はい進み、ダントツの一位でゴール……に差し掛かったところで騒動は起こった。

  「今、俺の足を引っ張っただろ！」

  「痛いたっ！　よくも蹴けりやがったな！」

  　障害物であるネットに絡まりながら、男子二人が取っ組み合いのケンカを始めたのである。一位でゴールテープを切った亘をよそに、両チームの応援団がグラウンドへとなだれ込む。

  「走るのを妨害するなんて汚きたないぞ、Ａチーム！」

  「先に手を出したのはそっちだろ、Ｂチーム！」

  「あの……俺、一位になったんだけど……」

  　一人を除いて緊迫した空気があたりを包み込む。両チームが睨にらみ合い、文字通り一いつ触しよく即そく発はつの雰囲気になる中で、その場は先生方が間に入り、どうにか事なきを得た。憤ふん懣まんやるかたない集団が、ぞろぞろと応援席に戻っていく。

  「あの……俺、一位……」

  　だが、騒動はそれだけで終わらなかった。次の二人三脚では両チームの走者が接触して転倒。どちらの生徒も「相手に突き飛ばされた」と主張したために、またも両チーム入り乱れての大騒ぎになった。

  　激しい応援合戦は、いつしか相手を口くち汚ぎたなく罵ば倒とうするだけの醜みにくい争いへと発展。険悪な雰囲気は、団体競技が一通り終わっても一向に収まる気配を見せなかった。

  「もっとみんな仲良くすればいいのに」

  　応援席のギスギスした空気が耐えられない拓海は、一人離れた場所に立ってグラウンドの様子を眺めていた。いつ乱闘が始まってもおかしくない両チームの罵倒合戦に、拓海は辟へき易えきとしたものを感じてしまう。

  「負けたくない気持ちはわかるけど、相手を悪く言うのはよくないよ」

  　どうにかして仲直りできないものかと思案する拓海だが、そんな彼の苦悩を嘲あざ笑わらうかのようにグラウンドでは新たな騒ぎが起こっていた。どうやら、女子百メートル決勝に出場する選手の身にアクシデントがあったらしい。グラウンドの中央では、女子の選手が集まって何かを話し合っていた。

  　その頃、陸上トラックでは男子百メートル決勝が行われていたが、誰もが女子の騒ぎに目を奪われていたため、ほとんどの人の印象に残らないままレースは終了してしまった。

  　ちなみに決勝レースを走った亘は、八人中六位という微び妙みような成績だった。

  「あ、亘！　ちょっと来て！」

  　しょんぼりと肩を落としながら応援席へ戻る亘を、拓海が大声で手招きする。

  「お疲れ様。障害物競走で一位なんてさすがだね。今のレースもスタートがよければ上位に食い込めたのに、惜しかったね」

  「惜しかった？　そ、そうとも。あれが俺の実力だと思われたら心外だぜ。その点、拓海はよくわかってるよな！」

  「そんな格好いい亘に聞きたいことがあるんだけど」

  「おう！　何でも遠慮なく聞いてくれ！」

  　わかりやすいよなぁ、と思いつつ、拓海は上機嫌になった亘に本題を切り出す。

  「あそこで女子が集まってるのは何の騒ぎなの？」

  「ああ、あれか。一年の綾平きららの靴くつが盗まれたらしいんだ。で、ボロボロの状態になった靴がゴミ箱から見つかったんだってさ。Ａチームのやつら、汚いことしやがって！」

  　どうやらＢチーム屈くつ指しの俊足を誇るきららの靴が、何者かに刃物で切り刻まれてゴミ箱に捨てられていたらしい。今のところ犯人は不明だが……。

  「こんな妨害工作をするのはＡチームの奴らに決まってる！　こうなったら拓海！　俺たちも九月の靴を盗もうぜ！」

  「怒るよ」

  　温厚な拓海に本気で睨にらまれて、亘はすごすごと引き下がる。

  　グラウンドでは、まだきららを囲んでの話し合いが続いていた。きららが抗議しているのか、それとも代わりの靴をどうするか協議しているのか。詳しくはわからないが、この様子だとレース再開にはもうしばらく時間がかかりそうだ。

  「そういえば、九月も女子の百メートル決勝に出るんだよな」

  　恋人の活躍を間近で観戦しようと思い、応援席へと歩き出す拓海。そのとき、拓海の耳にアナウンスが聞こえてきた。

  『間もなく女子百メートル走の決勝を行います。二年Ａ組の橘九月さんは、大至急グラウンドに来てください』

  　そして拓海は、グラウンドに九月の姿がないことに気がついた。

  

  『間もなく女子二百メートル走の決勝を行います。二年Ａ組の橘九月さんは、大至急グラウンドに来てください』

  　女子百メートル決勝が「優勝候補である橘九月の欠場」という波瀾のうちに幕を閉じた頃。加賀雅弥は、行方の知れない九月を捜して会場内を歩き回っていた。

  　――橘九月が行方不明。

  　その噂うわさが広まるや否いなや、Ａチームの応援席は蜂はちの巣をつついたような大騒ぎになった。一番のポイントゲッターである九月を血ち眼まなこになって捜すＡチーム。それに手を貸そうともせず、冷笑しながら傍ぼう観かんを決め込むＢチーム。

  「どうせプレッシャーに負けて逃げたんだろ？　他人に頼ってばかりいるからそんな目にあうんだ」

  「そういうお前たちこそ、負けたくないからって九月に何かしたんじゃないのか？」

  　悪意ある憶測がヤジ合戦に発展、両チームの険悪な雰囲気はついに頂点へと達する。いつ乱闘騒ぎになってもおかしくない緊迫した空気の中、大事になる前に事態を収めようと、雅弥は大会運営を放り出して九月捜しに奔ほん走そうしていた。

  『間もなく女子二百メートル走の決勝を行います。二年Ａ組の橘九月さんは、大至急グラウンドに来てください』

  　繰り返されるアナウンスを聞きながら、雅弥は有益な情報を求めてひたすら歩く。だが、何十人と聞き込みをするもまったく得るものはなく、さしもの雅弥にも焦あせりの色が浮かび始めていた。

  　そんなとき雅弥は、ばったりと彼に出会ってしまった。

  「雅弥！」

  　声を張り上げながら近づいてきたのは、明らかに冷静さを失っている拓海だった。拓海とケンカ中の雅弥は咄とつ嗟さに目を逸そらそうとして、「拓海なら九月の居場所を知っているかも」と思い直す。

  「拓海か。ちょうどよかった。実はお前に聞きた――」

  「九月がどこに行ったか知らない？」

  　質問された雅弥は、条件反射で首を振る。

  「そっか。じゃあ、何かわかったら僕に教えて」

  　九月を捜すことで頭がいっぱいなのか。恋人を心配する拓海は、それだけ言って走り去った。親友の後ろ姿を見送る雅弥は、拓海に声をかけられて緊張していた自分に気づく。

  　拓海相手に緊張してしまうとは。もう二度と、以前のように自然な会話はできないのか。

  「……考えるのは後だ。今は九月を捜さなくては」

  　気を取り直した雅弥が歩き出すと、いつの間に近づいていたのか、見知った女子生徒が目前に立っていた。

  　二年Ｄ組出席番号二十一番、桃山雛鳥。女子百メートル走で胸をたゆんたゆんと揺らしながら激走していた、童顔の元グラビアアイドルである。

  　さっそく雅弥は彼女に聞き込みをしようと近づき、そこで逆に雛鳥から声をかけられた。

  「九月さんを捜してるんでしょ？」

  　予想外の質問を受けた雅弥の瞳ひとみが警戒に細ほそまる。

  「九月のことで何か知っているのか？」

  「うん、役に立つかわからないけど……」

  　表情を曇らせながら、雛鳥は自信なさげに語り出す。

  　百メートル走の決勝が始まる前に九月を見かけたこと。Ｂチームの男子と会話していたから「敵と話をするなんて」と思ったこと。二人が何を話しているのか、好奇心から立ち聞きをしたこと……。

  「男の人は『向こうで拓海が待ってるから』って九月さんに伝言していたのよ。ほら、九月さんと拓海くんって最近はなかなか二人きりになれなかったみたいだから。人目を忍んで待ち合わせしているんだと思って……」

  　そういうこともあるだろうと納得した雛鳥は、そのやり取りを今の今まで不審に思っていなかったらしい。

  「でも、九月さんが行方不明だって聞いて、その……」

  　とても言いづらそうに、雛鳥はおずおずと口を開く。

  　九月は、拓海に呼び出されて一人で会いに行った。その直後から、九月は行方不明になっている――。

  「ひょっとしたら、Ｂチームを勝たせるために、拓海くんが九月さんを騙だまして閉じ込めているんじゃ……」

  

  「本当に拓海は何も知らないんだな！」

  「知らないよ！　そんな伝言頼んでない！」

  　雅弥と拓海は、二人連れ立って校舎裏を足早に進んでいた。

  　雛鳥の目撃証言を聞いた雅弥だが、もとより微み塵じんも拓海を疑ってはいない。むしろ「何者かが拓海の名を騙かたって九月を呼び出した」と雅弥は推理していた。すぐに拓海を捕まえて事実関係を確かめ、憤ふん慨がいした拓海が「僕も一緒に捜す」と言い張ったため、やむなく肩を並べて歩いている状況である。

  「九月はどこかに監禁されてるのかな？」

  　拓海の質問に、雅弥は答えない。雅弥が答えに詰まっていると察した拓海は、自分の推測があながち的まと外はずれではないことまでも察してしまった。

  「とにかく今は虱しらみ潰つぶしに捜すしかない。雛鳥の話では、九月は校舎裏に向かっていたらしい。ここは手分けして……」

  　雅弥が指示を出そうとして、隣を歩いていた拓海の姿が見えないことに気づく。すぐ後ろでは、拓海が進行方向とは逆の方角に目を向けていた。

  「どうした？」

  　声をかける雅弥に応こたえず、拓海は黙々と歩き出す。不意に拓海はしゃがみこむと、地面から何かを拾い上げた。

  　それは、先端に数字のゼロがぶら下がっているペンダントだった。

  「九月は近くにいる」

  　拓海が注意深くあたりを見回す。つられて周囲に目を向けた雅弥は、体育館の裏手にひっそりと建っている用具室を発見した。

  　用具室の入り口には、頑丈そうな南なん京きん錠じようがかけられていた。

  「拓海は下がっていろ」

  　冷静にそれだけ言い置くと、雅弥は真剣な顔つきで扉の前に立つ。背筋を伸ばし、両腕の脇わきを締め、足を前後に開き、おもむろに腰を落とす。雅弥は、深く息を吸い込んだ。

  「せいっ！」

  　気合い一いつ閃せん。空手の有段者である雅弥の蹴けりが、扉の中心にヒットする。ただの一撃で南京錠は吹き飛び、蝶ちよう番つがいまで破壊して、金属製のドアは埃ほこりを巻き上げながら用具室の内側へと倒れた。

  「九月！」

  　倒れた扉を踏み越えて拓海が用具室に乗り込むと、そこには口に猿さるぐつわを噛かまされた少女が、カッパ巻きのきゅうりのように体育マットでぐるぐる巻きにされた状態で床に転がっていた。

  「はふひ！　はふひ！」

  　鉄火巻きのマグロのような九月が、いもむしのように体をくねらせながら拓海の名を叫ぶ。雅弥が「もっと情緒のある縛り方はなかったのか」と冷静に分析する一方、拓海は九月の猿ぐつわを外はずし、彼女を拘束している紐ひもを解ほどいた。

  「拓海！」

  　自由を取り戻した九月が、拓海の首にしがみつく。拓海も九月の体をしっかりと受け止とめて、学園一のバカップルはしばし人目も憚はばからずに抱きあった。

  　すっかり蚊か帳やの外に置かれた雅弥が、冷静に問いかける。

  「感動の再会を邪魔して悪いが、事情を説明してもらえるか。九月はいったい誰に監禁されたのだ？」

  「誰に？　そんなの決まってるでしょ、Ｂチームの奴らよ！」

  　簀す巻まき状態で放置されていた九月の瞳ひとみに、たちまち怒りの炎が燃え上がった。

  「あいつら私を待ち伏せしてたのよ！　拓海の名前を使って私を人ひと気けのない場所まで誘い出して……。絶対に許さない！　Ｂチームの奴ら、ギッタンギッタンにしてやる！」

  　今にも口から怒りの炎を吐きそうな剣幕の九月。メラメラと燃え上がる怒りの波動に拓海たちが怯ひるんでいると、どこからともなく放送部のアナウンスが聞こえてきた。

  『間もなく女子四百メートル走の決勝を行います。二年Ａ組の橘九月さんは、大至急グラウンドに来てください』

  「わかってるわよ！　こうなったら残りの競技で全部一位になってやるんだから！」

  　気迫みなぎる九月が、のっしのっしと足音を響かせながら壊れた扉を乗り越える。慌あわてて後を追う拓海を見送ると、雅弥は安あん堵どに肩を落とした。

  「あの様子なら九月は大丈夫そうだな。……あとは、俺の仕事だ」

  

  「即そつ刻こく、運動会を中止にするべきです！」

  　実行委員会の看板を掲げたテントの下で、雅弥が珍しく語気を荒らげる。雅弥が猛抗議している相手は、大会の実行責任者である有あり坂さか古都乃教諭だった。

  「Ｂチームの人間が、九月を誘ゆう拐かい監禁したのです。こんな不正行為が許されていいはずがありません。今日の勝負は無効にするべきです！」

  　語気も荒く、雅弥が古都乃に詰め寄る。真剣な面おも持もちで話を聞いていた古都乃は、近くにいたドキュメンタリー番組撮影用のテレビカメラに、こちらへ来るようにと手招きをした。

  　カメラのレンズが自分たちを捉とらえたことを確認して、古都乃は悠ゆう然ぜんと語り出す。

  「九月がそんな目にあっていたとは知らなかった。雅弥の怒りはもっともだ」

  「では、今日の勝負は中止に……」

  「だが、それはできない」

  　テレビカメラをちらりと見た古都乃は、胸を張り、ことさら尊大な態度で雅弥を見下す。

  「お前は勘違いしているようだ。生き残りを懸けたサバイバルマッチで、どんな手を使ってでも勝とうとするのは当然の行為ではないか？」

  「当然の行為？　勝つためなら生徒を誘拐しても構わないと言うのですか！」

  「おおいに結構。どうやって相手を蹴け落おとすか考えるのも、勝負の醍だい醐ご味みだ」

  「な……」

  　言葉を失う雅弥に、古都乃は底意地の悪い笑えみを浮かべて見せる。

  「相手を貶おとしめるのも、騙だまして罠わなに嵌はめるのも、おおいに結構。むしろ我々は、そういう醜みにくい争いをカメラに収めたいと思っているのだ。刺激的な映像の方が視聴者は喜ぶだろう？」

  　楽しそうに笑う古都乃が、雅弥の肩に馴なれ馴れしく手を乗せる。

  「そういう意味では、お前たちが九月を助け出した瞬間を撮り逃のがしたのは残念だった。わかっていれば、視聴者の喜びそうなスクープ映像が撮影できただろうに」

  　肩に乗せられた手を雅弥は払いのける。雅弥は古都乃を睨にらみつけると、口く惜やしそうに歯を食いしばりながらテントを後にした。

  　立ち去る雅弥を見送った古都乃は、机に置かれていたハサミを手に取り、チョキチョキと無意味に音を鳴らす。

  「さて、次はどんな楽しいことが起きるかな？」

  　古都乃が顔を上げると、遠くから、九月が四百メートル走で優勝したことを告げるアナウンスが聞こえてきた。

  

  『男女混合リレーに参加される選手は、スタート地点に集合してください』

  　Ｂチームの応援席で、拓海は最終種目が始まるのを今や遅しと待ち構えていた。

  　放送で呼ばれるまでもなく、グラウンドにはリレーの参加選手がすでに集結している。Ａチームのアンカーである九月は、拓海の視線にもまったく気づいていない様子で、集中して柔軟体操を行っていた。

  「このリレーで一位を取ればＢチームの優勝だ！　みんな、声出して応援しろよ！」

  　いつの間にかＢチームの応援団長になっている亘が、応援席に檄げきを飛ばす。しかし拓海は九月の誘ゆう拐かい事件以来、素直にＢチームを応援できる心境ではなくなっていた。複雑な思いを抱いだきながら、拓海は途中経過を知らせる得点ボードに目を向ける。

  　九月の欠場が響いたのか、現在、総合得点は僅きん差さでＢチームが勝っている。だがそれは、最後のリレーでＡチームが一位になれば逆転されるという絶妙な点差でもあった。

  　両チームの応援団が「Ａチームをぶっ殺せ！」「Ｂチームをぶっ潰つぶせ！」と互いに罵ののしりあう中、走者たちが位置につき、いよいよ最終種目のカウントダウンが始まった。

  　選手の緊張が伝わったのか。審判がスタートのピストルを構えた途と端たん、先ほどまでの喧けん騒そうが嘘うそのように静まり返る。

  「よーい！」

  　ピストルの乾いた破裂音が青空にこだまする。第一走者が飛び出すと同時に、グラウンドは歓声と怒ど号ごうに包まれた。

  　リレーは男女四名ずつ、計八名の走者がバトンをつなぐ。走る順番は自由だが、偶然にも両チームはアンカーに女性を選んでいた。

  　Ａチームのアンカーは橘九月。Ｂチームのアンカーは綾平きらら。きららは、九月の欠場した女子百メートルと二百メートル両方での優勝を認められての大だい抜ばつ擢てきである。

  　第一走者、第二走者、第三走者……勝負は一進一退のまま、ついに第七走者へとバトンが渡される。次はいよいよアンカーとなったところで、事件は起こった。

  　コーナーを曲がろうとしたＡチームの走者が、突然バランスを崩して転倒したのである。

  　自軍の選手が転倒したのを見て、Ａチームの応援席から盛大にため息が漏もれる。次いでＢチームの応援席からは、地鳴りのような拍手が轟とどろいた。大喜びする仲間たちを、拓海だけが不愉快そうに睨にらみつける。

  　走者が転倒した原因は、走っている最中に靴くつ紐ひもが突然切れたためだった。だが、なぜ靴紐が切れたのか考えている暇ひまなどない。走者は思い切りよく靴を脱ぎ捨てると、すぐさまレースに復帰した。レースはＢチームが大差で先行したまま、いよいよアンカー勝負へとなだれ込む。

  　Ｂチームのアンカーであるきららが、余裕を持ってバトンを受け取る。すると、今度はＡチームの応援席から「落とせ！　転べ！」と失態を願うコールが巻き起こった。両チームが相手の不幸を願い、相手の失態を喜ぶ展開に、拓海は耐えられなくて下を向く。

  「ごめん！」

  「任まかせて！」

  　ようやくバトンを受けた九月が、これまでの鬱うつ憤ぷんを晴らすような素晴らしい加速を見せる。先頭との距離をグングン縮める九月に、Ａチームは大歓声を送り……Ｂチームからは下品な中傷が飛んだ。

  　――スポーツ特待生の九月は、まだ一度もインターハイに出場していない。お前は奨学金泥棒だ。お前はみんなの期待を裏切って恥ずかしくないのか。生きてることが恥ずかしくないのか。どうせタイムが伸びないのは、彼氏と違う運動に忙しいからなんだろ。

  　走る九月の表情に、全力疾走の苦しみとは違う歪ゆがみが滲にじんでいく。

  　先頭を行くきららに、Ａチームが「落とせ、転べ」の大合唱。

  　追い上げる九月に、Ｂチームが口くち汚ぎたない誹ひ謗ぼう中傷の嵐。

  　走りながら、九月は耳を塞ふさぎたい衝動に駆られる。だが、この勝負だけは絶対に負けたくない。ムキになった九月は雑音を追い払おうと意識を集中して、ただ前だけを見て走ろうと心に決めて……。

  　そして九月は、敵であるＢチームの応援席から、一際大きな声援を聞いた。

  「九月、頑張れ！　負けるな―――!!」

  　走りながら、九月の視線がＢチームの応援席を捉とらえる。そこで、両手をメガホンのようにして声を張り上げる拓海を見つける。

  　拓海の声援が予想外だったのか、両チームの応援が計ったようにピタリと止やんだ。その間かん隙げきを縫うように、九月がきららとの距離を一気に縮める。

  　きららの足が動き、九月の足が動き、思い出したように両チームの応援が再開される。不思議なことに、再開された応援は先ほどまでの中傷合戦ではなく、自分のチームのランナーへの声援になっていた。

  　ゴールテープまであと数歩。

  　九月はきららの背中に追いつき、そして……。

  

  「そういえばずっと気になってたんだけど。いつ雅弥と仲直りしたの？」

  　運動会の帰り道。久しぶりに拓海と一緒に帰宅の途についた九月は、用具室に駆けつけてくれた二人の勇ゆう姿しを思い出していた。尋たずねられた拓海は「ええと」と曖あい昧まいに言葉を濁にごすばかりで、九月は恋人の不器用な反応に思わず笑ってしまった。

  　……結局、運動会は九月の奮戦及ばず、Ｂチームの逃げ切り勝利で幕を閉じた。これで戦績は一勝一敗。サバイバルマッチの決着は、第三戦に持ち越された格好である。

  　最後の勝負が始まるまでの、今はしばしの休息期間。拓海は九月の買い物に付き合うため、商店街に寄り道していた。夕食の献立について語る二人の姿は、ほんの数日前まで当たり前に繰り返されていた光景だった。

  　夕飯の食材を買いながら、二人が交かわすのはたわいもない会話ばかり。

  　走りすぎて足がパンパンだよ。亘のお母さんの応援は凄すごかったね。拓海が助けに来てくれると信じてた。雅弥が古都乃先生とやりあったらしいよ。切れた靴くつ紐ひもには刃物で切れ目が入れてあったんだって。大声で九月を応援した後のみんなの目が怖かったなあ。Ｂチームが負けてたら袋叩だたきにあってたかもね。やっぱり九月は走っているときが一番輝いてるよ。

  　いつものように話をして、いつものように笑いあって、いつものように商店街の出口で「さようなら、また明日」と声をかける。

  　この何でもない日常が、もうすぐ終わる。二人のうちのどちらかが、もうすぐ学園からいなくなる。それを考えないようにしながら、拓海は九月に背を向けた。このまま笑顔で別れるのが、いつも通りのやりとりだから……。

  「拓海」

  　声をかけられて、拓海は振り返る。九月は買い物袋を持ったまま下を向いていた。

  　それは、いつも通りじゃない風景。

  「……私、陸上が好きなの」

  「うん。知ってる」

  　拓海が相あい槌づちを打ち、九月は顔を上げる。彼女の目元がかすかに赤くなっている。

  「私は誰よりも速く走りたくて、つらい練習にも耐えてきた。走ることで負けたくなくて……。でも、それでも、勝つためにライバルを妨害しようと思ったことなんて一度もないよ？」

  　体の自由を奪われて体育用具室に閉じ込められた。助け出された後、どこへ行くにも同じチームの仲間に護衛された。勝負を決める最後のレースで、聞きたくもない罵ば詈り雑ぞう言ごんを聞かされた。

  　すべてが、九月の好きな陸上で、勝つために行われた仕打ちだった。

  「みんな、どうしてそこまでして勝ちたいのかな。前みたいに、みんなで仲良くできないのかな」

  　九月の瞳ひとみに涙が滲にじむ。それは悔しいからなのか。それとも悲しいからなのか。

  「……私、歌劇学園をやめようかな」

  　ぽろぽろと大粒の涙をこぼしながら、九月はつぶやく。

  「こんな嫌いやな思いをするくらいなら、歌劇学園なんてやめて、今からでも陸上の強い高校に編入するべきじゃないかな。そこで一年間みっちり鍛きたえて、大学では大好きな陸上に専念するの。これっていいアイデアだと思わない？　歌劇学園をやめた方が、私のためになると思わない？」

  　拓海は何も言わずに、九月の小さな体を抱き締めた。拓海の胸に顔を埋うずめた九月が、おそるおそる恋人の背中に手を回す。

  「でも……やっぱり……拓海と一緒がいいよ……」

  　涙に震ふるえる九月の髪を、拓海の指が優しく撫なでる。震える肩を抱きながら、元気一杯に走り回っていた女の子が、こんなにも小さかったのかと思い知る。

  「九月は本当に陸上が好きなんだね。でも、だからって学校を嫌いにならないでほしいな。みんなを嫌いにならないでほしいな。みんなだって好きこのんで九月を傷つけたわけじゃない。みんなも、大切なものを守りたくて必死だったんだよ」

  　九月は悪くない。みんなだって悪くない。そう優しく諭さとす拓海。

  　……では、悪いのはいったい誰なのか。

  　拓海の脳のう裏りに浮かぶのは、三本勝負を指揮する古都乃の姿。

  「結論を出すのは、もう少しだけ待ってくれないかな」

  　恋人を胸に抱きながら、拓海は決意を込めて空を見上げる。

  「九月のために、僕が、必ず何とかするから」

  

  「で、どうしたらいいと思う？」

  「なぜ俺に聞く」

  　運動会の翌日。いつものように登校した雅弥は、校門で待ち伏せていた拓海にいきなり声をかけられた。

  「古都乃先生を説得して三本勝負を中止させるのが一番いい方法だと思うんだ。だけど、どうやったら古都乃先生を説得できるのかわからなくて……。ねえ、雅弥。何かいい方法はないかな？」

  「俺たちはケンカしていたはずだが」

  「それはそれ、これはこれ」

  　拓海が箱を持つジェスチャーをしながら、「その話はこっちに置いといて」と言わんばかりに手を横に移動させる。

  「頼むよ、雅弥。頼れるのは雅弥だけなんだ」

  　拓海が捨てられた仔こ犬いぬのような目で雅弥にすがる。しばし拓海と見つめ合った雅弥は、根負けしたようにがっくりと肩を落とした。

  「ムキになってお前を避さけていた自分がバカらしく思えてきた」

  　中指で黒くろ縁ぶち眼め鏡がねを押し上げた雅弥が、憮ぶ然ぜんとしたまま先を歩く。雅弥の表情を見て「不機嫌なわけじゃない」と読み取った拓海は、すぐさま彼の後に従したがった。

  「それで、古都乃先生を説得する方法なんだけど……」

  「三本勝負を無効にする方法なら、ある」

  　歩きながら、雅弥は彼らしくキッパリと告げる。

  「だが、その方法が可能かどうかは確認してみなければわからない」
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  「確認って、誰に確認するの？」

  「古都乃先生だ」

  　下駄箱に辿たどり着いた雅弥が、淡々と靴くつを履はき替える。

  「この方法で古都乃先生を納得させられれば、誰も学園をやめずにすむ」

  　話しながら、雅弥は迷いのない足取りで廊下を進む。後に続く拓海は、自分の進行方向に職員室があることに気がついた。どうやら雅弥は職員室に向かうつもりらしい。

  「それで、どんな方法なの？」

  　拓海の質問に、振り返った雅弥は、普段と変わらぬ冷れい静せい沈ちん着ちやくそのものの顔で語った。

  「三本勝負の第三戦を、引き分けにする」

  「引き分けに？　あ、そうか」

  　雅弥の意図を察した拓海が、思わず声を上げる。

  　三本勝負の基本ルールは「負けたチームが学園から追放される」というものだった。ならば「負けたチーム」を作らなければ、誰も学校をやめずにすむのではないか。もしも一勝一敗一引き分けの状態、つまり勝者も敗者もいないまま三本勝負が終了すれば……。

  「どっちのチームも学校をやめずにすむ？」

  「そうだ。まあ、屁へ理屈だがな」

  　これが無茶な理屈であることは、外ほかならぬ雅弥が誰よりもよく承知していた。だからこそ古都乃の言げん質ちが欲しいのだ。企画責任者である古都乃が、前もって「それはアリだ」と認めてくれれば、この逃げ道は一気に現実味を帯びてくる。

  「話はわかったよ。その理屈で古都乃先生を納得させよう。そして第三戦を引き分けにして、全員で生き延びるんだ」

  「……ああ」

  　何度も古都乃の説得に失敗している雅弥だが、拓海に応援されると上う手まくいきそうな気がしてくるから不思議だった。

  　職員室の前に到着した雅弥は、拓海と目を合わせる。「行くぞ」「うん」と目で会話をすると、おもむろに雅弥は扉に手をかけ……。

  　そこで、中からもれてくる甲かん高だかい声を聞いた。

  「ここまで一勝一敗とは上手くやったものだね。これで君の番組も、クライマックスに向けていっそう盛り上がるんじゃないか？」

  　扉に触れた雅弥の手がピタリと止まる。聞こえてきた甲高い声は、学園でもっとも生徒に嫌われている教師、教頭先生の声だった。

  「そうですね。最終戦は今まで以上に盛り上がるでしょう」

  　答えたのは、雅弥たちが直じか談だん判ぱんしようとしていた相手、有坂古都乃の声だった。

  　雅弥は片手を上げて「静かに」と拓海に無言の指示を出す。素直な拓海は両手で口を押さえ、扉の前で雅弥とともに耳をそばだてた。

  「それにしても皮ひ肉にくなものだ。公平にジャンケンでチーム分けをしたのに、人気のある生徒は見事にＡチームに偏かたよっているじゃないか」

  「才能ある人間は勝つべくして勝つということです。人気のある生徒で唯一、会澤拓海だけがＢチームなのは彼らしいと言うべきでしょうね」

  「あの華のない生徒か……。彼は野心がなさすぎて見ているこっちが歯がゆくなる。案外、彼は学園を出た方が幸せになれるかもしれないな」

  　拓海の扱いについて二人が好き勝手なことを言いあっている。拓海が「ここで思い切り扉を開けてやろうか」と真剣に考えていると、急に教頭が声のトーンを落とした。

  「ところで、わかっているだろうね。人気のある生徒はＡチームに偏っている。特に加賀雅弥は来年度の歌劇学園の顔になる男だ。つまり……」

  「わかっています。安心してください」

  　それは、異常なほど落ち着き払った古都乃の声。

  「次の最終戦は、必ずＡチームが勝ちます」

  　古都乃の一言に、拓海が息を飲む。呼吸を忘れた拓海が雅弥を見ると、彼も拓海と同様、目に驚きの色を浮かべていた。

  「まさか、この企画は、最初からどちらが勝つか――」

  　思わず声に出した雅弥が、慌てて自分の口を塞ふさぐ。このとき雅弥の脳のう裏りを過よぎったのは、昨年彼らが巻き込まれた「ＢＳカゲキ」という番組だった。あの番組も、最初からすべて仕組まれていて……。

  　雅弥と拓海が見つめ合い、無言で頷うなずきあう。二人はしゃんと背筋を伸ばすと、改めて職員室の扉に手をかけた。真相を知るために、雅弥は指先へと力を込め――。

  「はろはろ～！　そこにいるのは拓海と雅弥じゃない。職員室の前で立ち聞きなんていい趣味してるね～。そんなとこで聞き耳立てていったい何をモゴモゴモゴ」

  　いきなり出現した杏子に飛びかかり、おしゃべりな口をがっちりと押さえつける雅弥＆拓海。雅弥は潜入した特殊工作員よろしくキョロキョロと周囲を窺うかがうと、モゴモゴうるさい先輩を引きずって一目散に廊下を駆け出した。

  　直後に職員室の扉が開き、中から古都乃が顔を出す。首を伸ばして廊下を見渡した古都乃は、じたばたしながら曲がり角に消える女子の生なま足あしを視界に収めた。

  「どうかしたのかね？」

  　古都乃の背後から教頭が問いかける。古都乃は伸ばした首を引っ込めると、意味深に微ほほ笑えみながら扉を閉めた。

  「いいえ、たいした問題ではありません。お気になさらずに」

  

  　夜の校舎は、暗くら闇やみと静せい寂じやくで埋め尽くされる。

  　ぺた、ぺた、ぺた……。そんな闇やみ夜よの静寂を破ったのは、不気味な足音。

  　肝きも試だめし以外の利用価値などなさそうな闇の中を、二つの影が這はうように進んでいる。先頭を行く女性は、暗闇に溶け込むような長い黒髪と、唐から草くさ模も様ようの手ぬぐいを頭に被かぶって鼻の下で結んでいるのが特徴的だった。

  　彼女の後に続く黒くろ縁ぶち眼め鏡がねの男子が、囁ささやくように声をかける。

  「杏子先輩。その手ぬぐいは何ですか」

  「知らないの？　これは古式ゆかしい日本伝統の泥棒スタイル、その名も『ほっかむり』よ。隠おん密みつ行動にはこれが一番！　どう、似合う？」

  「怪しさ倍増です」

  「つれないなぁ」

  　夜の校舎で漫才をしているのは、学園一のトラブルメーカー水無月杏子と、学園一のクールガイ加賀雅弥の二人組である。なぜ二人が夜の学校に潜入しているのか。そもそもの発ほつ端たんは、事情を知った杏子が「不正が本当なら証拠を見つけないと」と言い出したことだった。

  　なぜかその後、とんとん拍子で「夜の学校に忍び込もう」と話が進むあたりが、杏子の恐ろしいところである。

  「それにしても拓海も付き合い悪いわよね。私たちと一緒に泥棒してくれないなんてさ」

  「そもそも、今夜のことは拓海に伝えていませんが」

  「はあ？　泥棒すること拓海に言ってないの？　それってひょっとして、私と二人きりになりたかったから？　いやあ、美しさは罪だね～」

  「冗談はほっかむりだけにしてください。ただ単に、こういう汚よごれ仕事は拓海に向いていないと思っただけです」

  「ホントつれないわねぇ。まあ、親友を巻き込みたくないって気持ちはわからなくもないけど」

  　どこからどう見ても不法侵入中の雅弥は、正直者の拓海に犯罪の片棒を担がせたくなかったのだろう。杏子も「玉緒を犯罪に巻き込めるか」と聞かれれば即座にＮＯと答える自信がある。雅弥の気持ちが理解できるだけに、杏子もそれ以上茶ちや化かす気にはなれなかった。

  「着いたわよ」

  　持っていた懐中電灯で「職員室」と書かれたプレートを照らす杏子。その場で針金を取り出して「この程度の鍵、私の手にかかれば」と不敵に笑う。ニヤける彼女の横で、雅弥はガラガラと扉を開けて職員室へと入っていった。

  「せっかく私の手て馴なれたピッキング技術を披ひ露ろうできると思ったのに。職員室の鍵をかけ忘れるなんて、ここの大人は防犯意識がなってないわ」

  　鍵開けスキルを発揮し損ねた杏子が、文句を言いながら雅弥の後に続く。二人が向かう先は、有坂古都乃の机。そこに二人の求める秘宝が隠されているはずだった。

  「雅弥の聞いた話が本当なら、きっと動かぬ証拠があるはずよ。それさえ手に入れれば、これをダシに古都乃先生を強ゆ請する……説得することができるわ」

  　微妙に言葉を選びながら、杏子が不法侵入の目的を口にする。

  　二人が職員室に潜入したのは、古都乃の不正を暴くための証拠を手に入れるためである。それさえ手に入れば、今回の悪趣味な企画を根底から覆くつがえせると二人は確信していた。

  　さっそく杏子はノリノリで引き出しを開け、中にある書類を引っかき回す。

  「うーん。期末試験の問題用紙はないみたいね」

  「何か言いましたか？」

  「あら、この書類は何かしら」

  　何やら不ふ穏おんな言葉をつぶやいた杏子が、持っていた懐中電灯で書類を照らす。光の中に浮かび上がった書類には、黒い太字で「企画書」と記されていた。

  「どうやら古都乃先生が書いた企画書のようですね」

  「これも、これも……引き出しの中身は全部企画書？　尋じん常じようじゃない量ね。教師と監督の仕事を同時にこなしながら、こんなに大量の企画を考えるなんて。あの人はいつ寝てるのかしら」

  　古都乃のスーパーウーマンぶりに感心しながら、杏子は束たばになった企画書を一つ一つ吟味していく。

  　体育館のステージに熱湯落とし穴を作って、柚雪が落ちるのを楽しむどっきり企画。

  　目立ちたがり屋の亘に「新しい番組の主役に決まった」とぬか喜びさせるどっきり企画。

  　デート中の拓海にヤクザをけしかけて、どこまで恋人を守れるのか調べるどっきり企画。

  　いつも冷れい静せい沈ちん着ちやく無表情な加賀雅弥には美少女お色気どっきり企画……。

  「古都乃先生ってどんだけどっきりが好きなのよ」

  　ほっかむり杏子が、どっきり企画の多さに呆あきれ果てる。「感心して損した」と思いつつ書類を漁あさる杏子だが、見つかるのはどっきり企画ばかりで、肝心の三本勝負に関する資料はいっこうに出てこなかった。

  「見当たりませんね。ひょっとすると鞄かばんに入れて持ち歩いているのかもしれません」

  「あり得るわね。こうなったら古都乃先生の自宅に忍び込んで、あられもない寝姿を観察もとい鞄の中身を物色するか……」

  　杏子がまたも不穏な言葉を口にしたところで、天井の蛍光灯にいきなり光が灯ともった。まばゆい白色光を浴びた杏子たちの目が、一時的に視力を失う。

  「職員室に忍び込むとはいい度胸だ」

  　目が眩くらんでいる二人の耳に、聞き覚えのある女性の声が聞こえてきた。

  　杏子が目を細めると、職員室の入り口で偉そうに腕を組み、二人を睨にらみつけている美女が視界に入った。手で目元に陰かげを作りながら、ほっかむり杏子は立ち上がる。

  「先生こそ、こんな時間まで学校に残っているなんて随ずい分ぶんと仕事熱心ですね」

  「聞き分けのないわからずやな親を説得していた。こんな時間まで粘るとは、まったく、モンスターペアレントにも困ったものだ」

  「突然『生徒の数を半分にします。あなたの子供は退学です』と言われたら、モンスターじゃなくても文句ぐらい言いたくなりますよ」

  「芸能界は弱じやく肉にく強きよう食しよく。歌劇学園では生き馬の目を抜くサバイバルなど当たり前の光景だ。それがわかっていて入学させたのに、我が子がピンチになると突然文句を言いだすなど過保護の極きわみだと思うがな」

  「子供を守るのは親の本能ですよ」

  　杏子の減らず口に、古都乃は余裕の笑えみを浮かべる。

  「で、お前たちはこんなところで探し物か？　手伝ってやるから何を探しているか言ってみろ」

  「三本勝負の台本です」

  　答えたのは雅弥だった。挑むような雅弥の態度を、しかし古都乃は平然と受け流す。

  「どちらが勝つかわからない真剣勝負に、台本などあるわけがないだろう？」

  「はぐらかしても無駄です。俺はこの耳で聞きました。古都乃先生が、教頭先生に、次の最終戦では必ずＡチームが勝つと宣言したのを」

  　雅弥の追及に、古都乃の表情から笑顔が消える。言葉を引き継ぐように、ほっかむり杏子は机にあった企画書の束たばを手で示した。

  「古都乃先生がこんなにどっきり好きとは知りませんでした。これなら、今回の三本勝負がどっきり企画だったとしても頷うなずけます」

  「……どういう意味だ？」

  「三本勝負はすべてヤラセじゃないかってことです」

  「ヤラセだと？　今までの勝負がすべて生徒たちの芝居だったとでも言うつもりか？」

  「芝居じゃありません。どっきりです。古都乃先生は、三本勝負が終わった後で『実はどっきりでした！』と明かすつもりなんじゃないですか？」

  「どっきりならば『全部嘘うそでした』の一言で、生徒を一人も退学にせずに話を丸く収めることができます。古都乃先生は、最初から生徒を追放する気などなかったのではありませんか？」

  　二人の真剣な推理を真っ向から受け止めた古都乃は、手で口元を押さえ、肩を小刻みに震ふるわせ……くつくつと声を上げて笑い出した。

  「お前たちはそんなことを考えていたのか。随分とおめでたいことだ！」

  　古都乃は声を張り上げて二人の浅知恵を嘲あざ笑わらう。

  「この企画はどっきりだから、誰も学校をやめずにすむ？　それはお前たちの願望だ。もっと現実を見ろ。学園が経営難なのも、教頭が生徒をリストラすると決めたのも、すべてが現実だ。生徒の半分は間違いなく学園を追放される運命だ！」

  　聞き間違えようがないほどはっきりと、古都乃が断言する。

  「歌劇学園は、ライバルと競い合い、勝ち上がった者だけが成功を掴つかむ弱じやく肉にく強きよう食しよくの世界。この学園で勝ち組として過ごしてきたお前たちが、どうして今回だけ敗者を救おうとするのか、そっちの方が私には理解不能だよ」

  　三本勝負はどっきりではない。敗者は容よう赦しやなく学園から追放される。それが歌劇学園のやり方だと言い切られて、一いち縷るの望みを賭けていた雅弥の足元がふらついた。バランスを崩す雅弥の腕うでを、咄とつ嗟さに杏子が掴み、支える。

  「そんなに楽しいですか？」

  　嘲ちよう笑しようする古都乃に、杏子が珍しくシリアスに問いかける。

  「生徒たちの人生を弄もてあそぶのが、そんなに楽しいですか？」

  「ああ、楽しいね」

  「……古都乃先生は私とは違うんですね」

  　雅弥の体を支えながら、杏子が頭に被かぶっていた手ぬぐいを外はずす。

  「ずっと、古都乃先生は私と同類だと思ってた。誤解されやすいけど、根っこではただみんなを楽しませたいだけなんだと思ってた。……でも、違ったみたいね」

  「そうか？　案外的まと外はずれではないと思うが。ただ、お前はたかだか数人の友達を楽しませたいだけ。私は日本中……いや世界中の視聴者を喜ばせたいと思っている。根っこは同じでもスケールが違うのさ」

  「古都乃先生は、そんなに視聴率が大事ですか？」

  「愚問だな。高視聴率を取ることが私の生き甲が斐いだ。一人でも多くの視聴者を楽しませること、それが私の美学だ」

  「視聴率のためなら生徒がどうなってもいいと？」

  「よく覚えておけ」

  　心の底から楽しそうに、嬉うれしそうに、古都乃が笑う。

  「芸能界は、視聴率を取るためなら、何をしても許される」

  「行こう、雅弥」

  　不愉快さを表情に滲にじませた杏子が、雅弥の腕を強く引っ張る。だが、雅弥は杏子に抗あらがうようにその場で踏み留とどまった。眼め鏡がね越しに、雅弥は古都乃を睨にらみつける。

  「古都乃先生に質問があります」

  「なんだ。言ってみろ」

  「もしも、最終戦でＡチームとＢチームが引き分けになったら、勝負はどうなりますか？」

  　ここまでの戦績は一勝一敗。もしも最終戦が引き分けになれば、戦績は一勝一敗一引き分けのイーブンになる。つまり、

  「第三戦が引き分けなら勝者も敗者もいなくなる。これなら『負けたチームは学園をやめる』というルールに、誰も従したがわなくてすむことになりませんか？」

  　雅弥が提示した抜け道に、古都乃は驚いた表情を浮かべた後、感心したように深く頷うなずき……そして冷笑した。

  「理屈ではそうなるが、そんなことは実際には不可能だ」

  「なぜですか？　何事もやってみなければ……」

  「いいや、不可能だ」

  　最後の可能性にすがる雅弥を、古都乃が無情にも切り捨てる。

  「そもそもの始まりは学園の資金難だ。このまま資金難を放っておけば、歌劇学園そのものが崩壊する。そうなれば半数どころか生徒全員が行き場を失うぞ。そんな状況で、あの教頭が引き分けなど認めると思うか？」

  　学園の資金難をどうにかしなければならない。生徒の数を減らそうと躍やつ起きになっている教頭を納得させなければならない。

  　たとえ最終戦が引き分けになっても、現実は変わらない。

  「何より、最終戦で引き分けはあり得ない。あり得ないのだから、こんな仮定の話などするだけ無意味だ」

  　最終戦は引き分けがあり得ない。その台詞せりふを聞いた雅弥は、職員室の前で立ち聞きした内容を思い出した。

  「最終戦で引き分けがあり得ないのは、必ずＡチームが勝つように仕組まれているからですか？　つまり、ヤラセだから引き分けにならない……」

  「私の話を聞いていなかったようだな。三本勝負はどっきりでもヤラセでもない。イカサマなしの真剣勝負だ」

  「なら、どうしてあのとき『Ａチームが勝つ』と断言できたのですか？」

  　執しつ拗ような雅弥の追及に、古都乃の唇くちびるから放たれたのは、感情の欠片かけらもない、氷のように冷たい響き。

  「お前たちだけに教えてやろう。すでに最終戦の勝負方法は決まっている。そして、この勝負方法は圧倒的にＡチームが有利だ。おそらく最後の勝負では、雅弥が他を圧倒する」

  　古都乃は「Ａチーム」ではなく「雅弥」が勝つという言い回しをする。

  「よく聞け。三本勝負、最終戦の勝負方法は――」

  　淡々と、美び貌ぼうの教師が告げる。

  「――生徒会長選挙だ」
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  第四幕　生徒会長選挙

  

  　最終戦の勝負方法は、歌か劇げき学園生徒会長選挙。

  　登校してすぐに一報を聞いたＢチームの面々は、地中深くマントル層にまで届きそうな勢いで深く深く落ち込んでいた。

  「生徒会長選挙って視聴者が投票するんだろ。これじゃ選挙って言うより人気投票だ」

  「Ａチームには加か賀が雅まさ弥やがいるんだぞ。人気投票で勝てるわけねえよ」

  　Ｂチームの面々がお手上げだと言わんばかりに嘆なげいている。それを眺めていた拓たく海みは、今後の展開を想像してため息をついていた。

  　――歌劇学園の生徒会長選挙は、視聴者によるインターネット投票で行われる。

  　まず生徒会長と副会長になりたい生徒が、二人一組で立候補する。その後一週間の選挙期間を経て、最終日に候補者がテレビの生放送で演説を行う。その後、インターネット投票が行われ、より多くの票を集めた候補が当選となる。

  　そこに、今回は「生徒会長を出したチームの勝利」というルールが加わったのだ。

  「次期生徒会長は雅弥で決まりだって前々から言われてたからなぁ。今からそれをひっくり返すなんて無理に決まってるよ」

  　戦う前から諦あきらめムード全開の拓海が、自分の机で頭を抱かかえる。せめて「雅弥と互角の勝負ができる候補者を」と考えるが、Ｂチームには雅弥に匹敵する人気者などいるはずが……。

  「ふっふっふっ。どうやら俺の出番のようだな。この唐から木き亘わたる様が生徒会長になってやるぜ！」

  　あの自信はどこから来るんだろう。

  　机の上に飛び乗って演説をぶちかます亘を眺めながら、拓海は彼の厚こう顔がん無む恥ちもとい自信家ぶりに尊敬の念すら抱いてしまう。

  　はてさてこれからどうしたものかと拓海が何度目かわからないため息をついていると、急に教室の外が騒がしくなった。どうやら、二年Ａ組の教室の前にＢチームの生徒が殺到しているようだが……。

  　いったい何事かと拓海が訝いぶかしがっていると、大量の生徒たちが一斉に教室へとなだれ込んできた。集団は慌あわてる拓海を取り囲み、机を叩たたいて訴える。

  「お願いだ！　生徒会長に立候補してくれ！」

  「は？　誰が？」

  　間の抜けた返事をする拓海は、自分が「加賀雅弥に匹敵する人気者」だという自覚をまったく持っていなかった。

  「頼む！　Ｂチームが勝つにはお前が出馬するしかないんだ！」

  「加賀雅弥に勝てるのはお前しかいない！　お前の力で俺たちを救ってくれ！」

  「おいおい、みんなの目は節穴か？　加賀雅弥を倒すのはこの俺、唐木亘以外にはぎゃふん」

  　乱入してきた亘を、Ｂチームの面々が押しのけ、もみくちゃにして、輪の外へとはじき出す。ぽいっ。

  「この通りだ！　俺たちを助けてくれ！」

  　前もって打ち合わせでもしていたかのように、Ｂチームの生徒たちは一斉に土下座を始めた。驚いた拓海は慌あわてて立ち上がり、「無理！」と言わんばかりに両手を交差させる。

  「みんな、落ち着いて！　僕なんかが雅弥に勝てるわけないだろ。それに雅弥との一騎討ちなんて……僕は前に一度、わざと雅弥に負けたことが……」

  「わかってる！　それでも、俺たちはお前にすがるしかないんだ！」

  　土下座をしたまま頑かたくなに頭を上げようとしない面々。その気迫に、拓海はかける言葉が見つからない。

  「無理だよ……」

  　本心からつぶやきながら、それでも拓海は頼られて明確に拒絶できずにいた。

  　――会あい澤ざわ拓海は優しい男だった。彼は頼まれると嫌いやとは言えない性格だった。だから、

  「僕が、雅弥と一騎討ちするなんて……」

  　このときの拓海には、弱々しくそれだけつぶやくのが精一杯だった。

  　助けを求めるように教室を見回すと、雅弥は黙したまま、冷ひややかな目つきで事の成り行きを見守っていた。

  

  「古こ都と乃ののやろー！　ムカツク！　ムカツク！　ムカツク！」

  　生徒会室の片隅で、杏きよう子こが言こと霊だまに怨えん嗟さを込めながら書道の筆を走らせている。ズバッ、ズバッ、ズバッと豪快な筆ふで捌さばきで記された半紙には、「悪・即・斬」と達筆な文字が躍っていた。

  「まあまあ、落ち着いてください。古都乃先生も悪気があって言っているわけではないと思いますよ」

  「そりゃ、玉たま緒おから見れば誰だって善人でしょうよ。でも私は断じて認めない！　古都乃先生は、私の中の悪人ランキングで堂々第二位にランキングされるほどの極悪人よ！」

  　一位が気になった玉緒だが、そこはあえて触れない方向で。

  「古都乃先生は自分に正直に生きているだけです。そこに悪意があるわけではありません。根本的な部分は杏子さんと同じですよ」

  「ちがうもんちがうもん！　私はあんな冷血漢とはちがうもん！」

  「憎まれっ子世に憚はばかる」と書かれた半紙を持ってじたばたと手足を振り回す杏子。友人のだだっ子ぶりに苦笑いしながら、玉緒は壁一面に積み上げられたダンボールの山を見上げた。

  「ですが、古都乃先生のおっしゃることにも一理あります。学園の資金難が解消されなければ根本的な解決にはなりません。今を凌しのいでも、また同じことが繰り返されるだけです」

  「でもさー。いきなり学園に何億という大金が転がり込んで、憎たらしい教頭が生徒たちの味方になって、その上で生徒会長選挙を引き分けで終わらせるなんて……。どう考えても無理だよねぇ」

  「教頭先生を説得するのは私でも何とかなるかもしれませんが、あとの二つは個人の力ではどうしようもありません。せめてらぶ×ネックレスが売れてくれれば……」

  「結局そこに行き着くのか！」

  　杏子が達筆な文字で「一いつ攫かく千せん金きん」と半紙に書く。ここ数日ずっとキャッチフレーズを考えている杏子だが、残念ながら彼女の努力は商品の売り上げにまったく反映されていなかった。

  「まいったなぁ。カップルにアピールできる甘い言葉って何かないかなぁ？」

  　以前、拓海が言っていた甘い言葉をさらさらと書いてみる杏子。

  「あ、そうだ。せっかくだから雅弥にも聞いてみるか。最近の雅弥と里さと見みっていい雰囲気なんでしょ？　今なら甘い言葉が聞けるかも」

  　里見とは、ミステリ研究会の会長を務める三年生、高たか屋や敷しき里見のことである。雅弥と里見はとある番組で共演したことで一時期関係が噂うわさになったのだが……。

  「雅弥さんは『自分と里見先輩はそういう関係ではありません』とはっきり否定していましたよ」

  「あれ、そうなの？」

  　杏子は感情の読み取れない表情で、ついさっき自分が書いた文字をじっと見つめる。

  「……ふーん。そうなんだ」

  　玉緒が「おや？」と思いながら杏子を見る。だが、その視線はすぐに杏子の背後――窓から見える景色に向けられた。

  「あれは、ひょっとして」

  　玉緒の言葉に誘われて、杏子も窓の外へと目を向ける。生徒会室の窓からは、屋上の様子がよく見えた。

  　立入禁止のはずの屋上では、二つの影が向かい合っていた。

  

  「こんなところに呼び出すなんてどうしたの？」

  　屋上に呼び出された拓海が、屋上で待っていた親友へと声をかける。男は愛用の黒くろ縁ぶち眼め鏡がねを光らせながら、親友である拓海と向き合った。

  「他の奴らには聞かれたくない話だからな。念のため場所を選ばせてもらった」

  「秘密の話？　僕に？」

  「そうだ。拓海、俺の頼みを聞いてほしい」

  「雅弥が頼みごとなんて珍しいね。でも、僕たちってケンカしてたんじゃなかったっけ？」

  「それはそれ、これはこれだ」

  　雅弥が見えない箱を両手で挟はさみ、横へと移動させる。見覚えのあるジェスチャーに、拓海は思わず吹き出してしまった。

  「冗談だよ。僕が雅弥の頼みを断るわけないだろ。遠慮しないで何でも言ってよ」

  　明快に答えながら、拓海は親友の頼みごとが何なのか想像する。「選挙でわざと負けてくれ」とは雅弥の性格ならば口が裂さけても言わないだろう。では「お前とは戦いたくない、出馬しないでくれ」だろうか？

  　だが、拓海の予想に反して雅弥が発した言葉は、

  「拓海には俺のパートナーとして、副会長に立候補してほしい」

  「……え？　ごめん、言ってる意味がよくわからないんだけど」

  　拓海が困惑するのも無理はない。

  　歌劇学園の生徒会長選挙は「生徒会長と副会長の二人一組」で立候補するのが鉄則だった。Ａチームの代表である雅弥は、もちろんＡチームの誰かを副会長候補にするものだと思っていたが……。

  　雅弥は、敵チームである拓海をパートナーにして選挙に出馬したいと言ったのだ。

  「そんな。だって僕はＢチームだよ？　Ａチームの雅弥とペアで立候補なんて無理に決まってるよ」

  「無理ではない。俺が誰と立候補しようが、ルール的には何の問題もないはずだ」

  「規則ではそうかもしれないけど、でも」

  「いいか、落ち着いてよく考えろ。生徒会の役員になれば、学校だって無む下げには首を切らないはずだ。生徒会副会長になればお前は学園に残れるかもしれない。これは、俺と拓海が両方とも学園に残れるチャンスなんだ」

  「僕と雅弥の二人が学園に残れる……」

  　雅弥の言葉にたまらない魅力を感じた拓海は、しかし、すぐに首を振った。

  「そう上う手まくいくとは限らないだろ。たとえ副会長になれたとしても、Ａチームの雅弥が生徒会長に当選すれば、Ｂチームの僕は学校をやめさせられるかもしれない」

  「だが、やめずにすむかもしれない。僅わずかでも生き残る可能性があるなら賭かけてみるべきだ」

  「でも……」

  「拓海は、俺や九く月がつと一緒に卒業したくないのか？」

  　雅弥の言葉が棘とげとなり、拓海の中の弱い部分に絡からみつく。正直、拓海は迷っていた。雅弥や九月と離れずにすむ方法があるのなら、それにすがりたい思いは確かにあった。

  　だが、それでもと、拓海は首を横に振る。

  「僕が生き残れたとしても、Ｂチームの他の人たちはどうなるの？　他のみんなは学校を追い出されるのに、僕だけが生き残るなんて、そんなの裏切りじゃないか」

  「裏切りじゃない。これは自じ業ごう自じ得とくだ。運動会のとき、Ｂチームの奴らが九月に何をしたか忘れたのか。九月にあんなことをした奴らを拓海がかばう必要はない。Ｂチームの奴らは、拓海に見捨てられて当然のことをしたんだ」

  「みんな生き残りたくて必死だっただけだよ。悪気があってやったわけじゃない」

  　反発する拓海の肩を雅弥が掴つかむ。ガシャンと音を立てて、金網に拓海の背中が押し付けられた。指先に力を込めた雅弥が、拓海の襟えり首くびを容赦なく締め上げる。

  「いいか。俺たちがどんなに足あ掻がこうと生徒全員を救うことはできない。だったら俺は、せめて大事な人と一緒にいられるように全力を尽くす。どうだ、俺は間違っているか？」

  　襟首を掴んだまま、雅弥は真っすぐに拓海の目を見る。

  　……どれくらいの時間そうしていたのか。微動だにせず睨にらみ合っていた二人は、雅弥がゆっくりと手を離したことで、ようやく互いに目を逸そらした。

  「明日まで待つ。それまでに返事を考えておけ。俺や九月と一緒に学園に残るか。それとも、俺の敵になるか」

  　雅弥が揺るぎない足取りで出口へと歩き出す。親友を見送りながら、拓海はフェンスによりかかり、そのままずるずると尻しり餅もちをついた。

  　本心を言えば、拓海は雅弥の提案に飛びつきたい思いでいっぱいだった。

  　仮にＢチームが勝ったとしても、雅弥と九月のいない学園で、九月にあんな思いをさせた連中と過ごさなければならない。それならばいっそＢチームの連中など見捨てて、雅弥や九月とともに楽しい学園生活を謳おう歌かするべきではないか。

  　全員が生き残れないのなら、せめて信頼できる友人や最愛の恋人を選ぶべきじゃないのか。

  　Ｂチームの代表として雅弥と戦うか。Ｂチームを裏切って雅弥と生き残るか。

  　――明日までに、拓海はどちらかを選ばなければならない。

  

  　午後の授業が終わると、拓海はたちまちＢチームの面々に取り囲まれた。

  「生徒会長に立候補してくれ」「お前の力で俺たちを救ってくれ」「俺たちの命運はお前にかかってるんだ」の大合唱に、拓海は耐え切れなくなって教室を飛び出す。

  　こそこそと学校を抜け出した拓海は、人目につかない中庭へと逃げ込んだ。ようやく静かな環境に落ち着いた拓海は、そこで改めて身の振り方を考える。

  　拓海が選べる進路は三つ。

  　一つ目は、Ｂチームの代表として生徒会長に立候補する道。

  　二つ目は、雅弥のパートナーとして副会長に立候補する道。

  　三つ目は、どちらにも立候補せずに傍ぼう観かんを決め込む道。

  　拓海はいったいどの道を選べばいいのか……。

  　仮に生徒会長に立候補した場合。選挙で雅弥に負ければ、Ｂチームの仲間から「お前のせいで負けた」と恨まれる。雅弥に勝ったとしても、今度はＡチームの面々から恨まれる。

  　仮に雅弥とペアを組んだ場合。雅弥と拓海のコンビで選挙に勝利すれば、Ｂチームの仲間から「お前が裏切ったせいで負けた」と恨まれる。

  　仮に傍ぼう観かんを決め込んだ場合。選挙は雅弥が勝つだろうから、Ｂチームの仲間から「お前が立候補しなかったせいで負けた」と恨まれる。

  「……なんだ、どうやったって僕が恨まれるんじゃないか」

  　よく言えば平和主義、悪く言えば事なかれ主義の拓海は、誰とも争わず誰からも嫌われずにすむ方法を探して思い悩む。

  「雅弥と学園に残りたい。でも、みんなに恨まれたくはない。僕はどうすればいいんだ」

  　芝生に座り込んだまま頭を掻かき毟むしる拓海。そのとき、何の前触れもなく誰かが拓海の肩に手を回した。驚いた拓海が横を見ると、そこには馴なれ馴れしく笑う亘の姿があった。

  「よう、拓海！　悩んでるみたいだな！」

  　無駄に元気溌はつ剌らつな亘が、前置きをすべて省略して拓海にエールを送る。

  「悩む必要なんてないだろ。Ｂチームで雅弥に勝てるのはお前しかいない。俺も応援するから、Ｂチームの代表として生徒会長に立候補しろよ」

  「は？　どうしたの。人の応援をするなんて亘らしくないよ。いつもなら『雅弥を倒すのは俺だ！　拓海は引っ込んでろ！』ぐらい言いそうなものなのに」

  「ああ言いたいよ。言いたいさ。でも今回は絶対に負けられない勝負なんだ。悔しいけど、ここは少しでも勝つ可能性が高い方に賭かけるべきだろ。俺だって、こんな中途半端で学園をやめる気はないんだよ」

  　亘の思いがけない真剣さに、拓海は「亘もたまにはまともなこと言うんだ」と奇妙な感慨を抱いてしまう。

  　……どうして亘は、そこまでして学園に残りたいのだろう？

  　亘の態度があまりに意外だったから、気がつくと拓海は尋ねていた。

  「亘は、どうして歌劇学園に進学しようと思ったの？」

  　いきなりの質問に、亘はぱちくりと瞬まばたきをする。困ったように頬ほおを掻くと、亘は馴れ馴れしく腕を回したまま、ぽつりぽつりと語り始めた。

  「俺の母さんがさ、『学園カゲキ！』の大ファンなんだ。それが一番の理由かな」

  　予想外の導入に、拓海はどう相あい槌づちを打てばいいのかわからない。拓海が黙っていると、それを「先を促うながされている」と受け取ったのか、亘はさらに話を続けた。

  「『あなたは将来歌劇学園に入学するのよ』が母さんの口くち癖ぐせでさ。そのせいで児童劇団にも入れられたし、歌やダンスのトレーニングまでやらされた。息子を歌劇学園に入れることが、母さんの夢だったんだ」

  　そこまで言って、亘はにっと歯を見せる。

  「そんなだから、俺の入学が決まったときは本当に大喜びしてさ。あんなに嬉うれしそうな母さんを見たのは初めてだった。自惚うぬぼれじゃなく、俺の存在が母さんの心の支えなんだって思ったね」

  「じゃあ、亘が学園に残りたいのはお母さんのためなの？」

  　尋たずねながら拓海は思い出す。運動会で、誰よりも大きな声で亘を応援していた女性を。

  「俺は、母さんのために、歌劇学園で一番の大スターになるって決めたんだ。それこそどんな手を使ってでもな！」

  　熱く叫ぶ亘は、すっかりいつもの調子を取り戻していた。

  　亘の熱弁を聞きながら、拓海は思う。

  　歌劇学園の生徒は、誰もが学校に人生を賭かけている。目的は人それぞれでも……九月のようにお金目当てでも、雅弥のように幼い頃の約束を守るためでも、きららのようにやりたい仕事があるからでも、亘のように家族の笑顔が見たいからでも……理由は人の数だけあるけれど、誰もが歌劇学園に自分の人生を賭けている。

  　そんな人たちから自分の人生を……未来への夢と希望を託されたのなら、

  「やっぱり、裏切るわけにはいかないよなぁ」

  　いろいろ思うところはあるけれど、やはり拓海は自分を頼ってくれる人たちを見捨てることなどできなかった。お人好よしな性格で損ばかりしているけれど、こればかりはどうしようもない。自分のために何かをするよりも、誰かのために何かをしたい――それが会澤拓海だった。

  　そんなバカ正直な男が、橘たちばな九月が本気で好きになった、加賀雅弥が心から信頼を寄せた、会澤拓海という人間だった。

  「決めた。僕は生徒会長に立候補する。僕に夢を託してくれたＢチームのみんなのために、雅弥と勝負するよ」

  「よく言った！　それでこそ俺の心の友だ！」

  　勝手に心の友になった亘は、がっちりと肩を組みながら空に向かって宣言する。

  「俺はあの空に誓うぜ！　俺は全力で拓海を応援する！　精一杯ネガティブキャンペーンをして雅弥の足を引っ張ってやる！」

  「ちょっと待ってくれる？」

  　亘のヘッドロックを外はずした拓海が、興奮する心の友に訴える。

  「ええと、一ついいかな？　僕が立候補する条件として、Ｂチームの人たちに約束してほしいことがあるんだけど」

  「おう、遠慮なく言ってみろ！　どんな無理難題でも俺がみんなを説得するぜ！」

  「ええと……」

  「不安です」と顔に書きながら、それでも拓海は生き真ま面じ目めに伝える。

  「選挙期間中は絶対に不正をしないこと。誰かを傷つけるような真ま似ねはしないこと。運動会のときのような、友達同士で恨んだり恨まれたりは嫌いやなんだよ」

  「それは、ネガティブキャンペーンもダメってことか？」

  「ダメ」

  「ポスターの鼻の穴に画が鋲びようを刺すぐらいなら」

  「ダメ」

  　みみっちい妨害行為まで徹底的に拒絶する拓海。

  「これは最後の勝負なんだ。勝つにしろ負けるにしろ、僕は雅弥と正々堂々と勝負がしたい」

  　一点の曇りもない瞳ひとみで見つめられ、亘はがっくりとうな垂だれる。そのまま亘は「降参」とでも言いたげに諸もろ手てを挙げた。

  「わかったよ。絶対に不正はしない。他の奴らにも約束させるから安心しろ」

  「ありがとう、恩に着るよ。僕もやれるだけのことはやってみる。それでもし負けたら……せめて恨まないでくれると嬉うれしいかな」

  「誰が拓海を恨むかよ」

  　バカにするなとばかりに、亘が口を尖とがらせた。

  「拓海と雅弥の関係を知らない奴なんて歌劇学園には一人もいないんだ。その拓海が、俺たちのために雅弥と戦ってくれるのに、恨み言ごとを言う奴なんているもんか。たとえ結果がどうなろうと、誰もお前に文句は言わないし、俺が断じて言わせない！」

  　いつもいい加減なことばかり言っている亘なのに、このときの拓海は不思議と「亘の言葉は信頼できる」と確信してしまった。

  「……ありがとう。亘がいてくれてよかったよ」

  　こうして拓海は、親友の敵になる覚悟を決めた。

  　二名の立候補者が正式に公示され、在校生の命運を決める生徒会長選挙がついに始まった。

  　とは言うものの、選挙の投票権を持っているのは全国の視聴者なので、立候補者が人を集めて演説したりビラを配ったりするような、派手な活動は特に行われない。

  　極論してしまえば、『学園カゲキ！』の番組内でスピーチをする以外は、二人に目立った活動の機会はなかった。せいぜいがネットで動画を配信したり、サイトを作ってファンとの交流を図はかったりと地味な活動が続くばかりだった。

  　そんな地道な活動ばかりでも、選挙期間中の慌あわただしさは普段の比ではない。二人の候補者が選挙活動に追われる間に、時間だけは刻々と過ぎていき……。

  「明日はいよいよ投票日だ。みんな今日までよく頑張ってくれた」

  　学校の正面玄関前で、雅弥が選挙活動を手伝ってくれたＡチームの仲間に労ねぎらいの言葉をかけている。

  　生徒会長選挙も残すところあと一日。最終日の明日は、体育館で両候補者の最終演説が行われる予定となっていた。その後、インターネットによる視聴者投票が行われ、すぐに結果発表が行われる見通しとなっている。

  　下げ馬ば評ひようでは、今のところ雅弥が圧倒的優勢。劣勢の拓海は最後の演説で一発逆転を狙ねらうしかない。それがわかっているだけに、雅弥も明日の演説には並々ならぬ気合いが入っていた。

  「いよいよ明日で決着か」

  　明日に備そなえて早めに帰宅の途についた雅弥が、校門へと歩きながら選挙期間を振り返る。

  　正直に言うと、雅弥はＢチームから何かしらの妨害工作が行われるのではと危き惧ぐしていた。だが実際には何も問題は起こらず、両候補とも平和な選挙期間を送っていた。

  『拓海が立候補を決めたのは、フェアな選挙を行うことを条件にしたからだ』

  　そんな噂うわさが雅弥の耳にも届いたが、真しん偽ぎのほどは定かではない。ただ、噂を聞いた雅弥は「それはとても拓海らしい」と思っただけである。

  「フェアにやっても、それで負けたら意味がないだろうに」

  　独ひとり言ごとをつぶやく雅弥は、どことなく嬉うれしそうで、どことなく寂しそうだった。

  　もう何日、拓海と顔を合わせていないだろう。会ったところでどんな顔をすればいいのだろう。そんなことを思いながら雅弥は校門を抜ける。すると、

  「いい加減にしろよ、母さん。学校には来るなって言っただろ」

  「だって、お母さんは亘のことが心配なのよ」

  　雅弥の目に入ったのは、校門の前で話をしている二人組。それは同級生の唐木亘と、その母親だった。やつれた顔の母親は息子に叱しかられて酷ひどく気落ちしていたが、そのことに気づかないのか、亘はさらに語気を強めていた。

  「母さんが来たら俺が先生に怒られるんだよ。頼むから俺に任せてくれよ」

  「でも明日で全部決まるんでしょ？　お母さんはいてもたってもいられなくて」

  　言い訳しながら視線をさまよわせた母親は、雅弥の視線に気づき、表情を強こわ張ばらせた。

  　きっと母親には、雅弥が悪鬼のように見えているのだろう。彼女にとって雅弥は、最愛の息子を学園から追い出そうとしている憎い憎い仇かたきに違いない。

  　なんとなくバツの悪さを感じた雅弥が、母親から目を背そむける。止まらない亘の声を聞きながら、雅弥は改めて自分が百二十余名の未来を握っているのだと痛感した。

  　選挙が終われば、生徒の半分が学園から追放される。彼らの命運は、雅弥の手に握られていた。

  　無意識に「拓海とはこのまま離れ離れになるのか」と考えてしまった雅弥は、我に返って頭を振る。

  　拓海が立候補した瞬間から、雅弥は覚悟を決めていた。拓海と仲なか違たがいしたまま離れ離れになったとしても、仕方のないことだと自分に言い聞かせていた。言い聞かせている時点ですでに迷っているのだが、本人はその事実には気づかない。

  「……今日は早く帰って明日に備えよう」

  　つぶやいて、亘たち親子の前から足早に立ち去ろうとした雅弥は、そこで――

  「お～い！　まっさや～！」

  　何の前触れもなく、底抜けに明るい声で呼び止められた。陽気に手を振りながら駆け寄ってくるのは、萌もえ黄ぎ色いろの制服を着た黒髪の美しい女子生徒だった。

  「いや～、よかった。間に合った」

  「俺に何の用ですか」

  「相変わらず冷たいね～。美少女が息を切らして駆け寄ってきたんだから、少しは喜んだらどう？」

  「駆け寄ってきたのが杏子先輩以外なら喜びます」

  「なにイラついてるのよぅ。さてはツンデレか？」

  　杏子に「イラついている」と指摘された雅弥は、知らず知らず彼女に当たっていた自分を素直に恥じた。どうやら選挙と拓海の件でストレスを溜ため込んでいたらしい。杏子相手だとつい口数が多くなる雅弥は、彼女との会話で自分自身を省かえりみることがままあった。

  「それで、俺に何の用ですか？」

  　反省はするが、だからといって謝罪はしない。水み無な月づき杏子を甘やかすと痛い目を見ることは、雅弥が歌劇学園で学んだ貴重な教訓の一つである。

  「そうそう。雅弥にちょっと頼みたいことがあって」

  　歌劇学園屈くつ指しのトラブルメーカーがポケットを探る。彼女が取り出したのは、先端が数字のゼロの形になっている怪しげなネックレスだった。

  「明日の最終演説はテレビで生中継されるでしょ？　だから、これをつけて演説してほしいのよ」

  「……」

  「これって霊験あらたかなネックレスだから。家内安全商売繁盛安産祈願五穀豊穣天上天下唯我独尊寿限無寿限無五劫のすりきれ。ま、とにかく身につければご利り益やく間違いなし！」

  「どう見てもただの売れ残りですよね？」

  「そんなことないって。このらぶ×ネックレスには私の愛ラブだって詰まってるんだから」

  「そんな不吉なものはいりません」

  「いいから受け取ってよ～。でさ、生徒会長になったらインタビューで『当選できたのはこのらぶ×ネックレスのおかげです』ってコメントしてほしいのよ。格好よくカメラ目線で！」

  「何の辱はずかしめですか？」

  「けちけちするなよぅ。ネックレスの宣伝ぐらいしてくれてもいいじゃないのよぅ。けちけちうんこたれ」

  「強引に押し付けておいて最後は排はい泄せつ物ぶつ呼ばわりですか」

  　噛かみ合っていないように見えるが、二人はこれで意外と仲がいい。その証拠に、雅弥は「身につけるだけですよ」と言いながら、結局杏子のラブペンダントを受け取っていた。

  　仕方なくペンダントをポケットに押し込んだ雅弥は、用事のすんだ杏子を睨にらみつけて……彼女が一向に立ち去ろうとしないことに気がついた。

  「まだ何か用ですか？」

  「うん？　んー……」

  　珍しく歯切れの悪い杏子。まだ何かあるのかと雅弥が身構えていると、おもむろに杏子は口を開いた。

  「雅弥は、このまま拓海と離れ離れになるつもりなの？」

  「何を今さら。そのことならとうの昔に心の整理はついています」

  「本当に？」

  　杏子から疑惑の目を向けられた雅弥が、「目を逸そらしてなるものか」と真っ向から睨にらみ返す。雅弥の気の強さを感じながら、杏子は言いづらそうにモゴモゴと口を動かした。

  「あんなに仲の良かった二人が、どうして潰つぶし合わなきゃいけないのよ」

  「学園に残れるのはどちらか一方だけなのですから、仕方がありません」

  「本当にそうなの？　二人とも生き残る方法はないの？　雅弥も前に言ってたじゃない。最終戦を引き分けにすれば何とかなるかもしれないって」

  「杏子先輩はまだそんなことを考えていたのですか」

  「……そりゃ考えるわよ」

  　ふてくされたような杏子の返事を、雅弥は少しばかり意外に感じていた。杏子はもっとドライな性格かと思っていたが、こう見えて情に厚いのかと雅弥は評価を改める。

  　考えてみれば、在校生のリストラ問題に三年生の杏子は無関係なのだ。いつもいい加減な杏子が後輩のために身を粉こにして行動するのは、意外といえば意外かもしれない。ひょっとすると杏子には、そうまでして守りたい後輩でもいるのだろうか。

  　それは九月か。それとも拓海か。雅弥はほんの少しだけ、その後輩を羨うらやましく思ってしまった。

  「どうにかして引き分けにできないか、俺だって考えなかったわけではありません」

  　後輩思いの杏子へ、雅弥は率直に胸の内を明かす。

  「ですがよく考えてください。引き分けとは、俺と拓海の得票数が同点になることです。不正でも行わない限り、それは絶対にあり得ない。視聴者の自由意思で投票が行われた結果、何万票という二人の得票数が偶然にも最後の一ひと桁けたまで一致するなど……」

  「なら不正をすれば？　たとえば、集計係が嘘うその得票数を申告するとか」

  「選挙では視聴者がインターネットで投票を行い、結果はコンピュータが自動的に集計します。その間どこにも人の手は入らない。不正の入り込む余地はありません」

  　不正に票数を操作することは不可能だと雅弥は説明する。

  　同時に雅弥は、拓海がＢチームの仲間に「不正をするな」と約束させた話を思い出していた。仮に得票数の不正が可能だったとしても、拓海が不正を否定する限り雅弥にそれを行うつもりはない。

  「可能性があるとすれば、何万票という二人の得票数が偶然一致することですが……。そんなこと奇跡としてもあり得なさすぎます。そんなご都合主義は三文ドラマでも起こりません」

  「でも、何か方法があるかもしれないでしょ？」

  「ありません。仮にあったとしても、学園が資金難である事実は変わらない。最終戦を引き分けにしても学園の危機は変わらないのです。やるだけ無駄なら、最初から期待など抱かない方がいい」

  「そういう言い方は雅弥らしくない」

  　挑むような目で、杏子が雅弥を睨にらみつける。雅弥も負けじと睨み返していると、やおら杏子は人さし指を突き立てて雅弥の眉み間けんを指さした。

  「気づいてる？　さっきからずっと眉間に皺しわが寄ってるよ」

  　指摘された雅弥は、反射的に片手で眉間を揉もみ解ほぐした。もみもみ。

  　その仕草を見た杏子は、なぜか偉そうに胸を反そらしながら「フフン」と鼻で笑った。

  「達観するのもいいけどさ、たまにはみっともなく足あ掻がいてみたら？　諦あきらめの悪い雅弥を見ても、誰も格好悪いなんて思わないよ」

  　杏子に指摘されて、雅弥は無意識に「仕方がないことだ」「どうしようもないことだ」と言い聞かせていた自分に気づく。杏子相手だとつい口数が多くなる雅弥は、杏子との会話で自分自身を省かえりみることがままあった。

  「……杏子先輩は、ずいぶんと往おう生じよう際ぎわが悪いようですね」

  「当っ然。私は諦めの悪い女だよ」

  　鼻息も荒く胸を張る杏子は、なぜだかやけに格好よく見えた。雅弥は指先でぐいぐいと眉間を揉み解すと、自然な手つきで黒くろ縁ぶち眼め鏡がねを押し上げる。

  「わかりました。俺ももう少し考えてみます。ですが、あまり過度な期待はしないでください」

  「よろしい」

  　上から目線で雅弥を許す杏子。それで満足したのか、杏子は元気よく片手を上げて、

  「じゃ、明日は頑張りたまへ！」

  　と言い放ち、そのまま校舎へと駆け出した。杏子の背中が見る間に遠ざかっていく。

  「まったく、嵐のような人だ」

  　風になびく黒髪を見送りながら、雅弥はうっすらと微ほほ笑えんでいた。

  

  　今にも雪が降り出しそうな灰色の空。くすんだアスファルトに溶ける灰色の影。気の滅め入いるような曇どん天てん模様の下を歩きながら、下校中の雅弥は杏子との賑にぎやかなやり取りを思い返していた。

  　――生徒会長選挙を引き分けにすることは可能なのか？

  　不正を一切行わずに、雅弥と拓海の得票数を最後の一ひと桁けたまで一致させる。選挙を引き分けにするにはそれしかないが、どう考えても「運を天に任せる」以外に方法があるとは思えない。

  　仮に二人の得票数がぴったり同点になったとしても、教頭や古都乃が「決着がつくまで何度でも再投票をしろ」とか「同点の場合はくじ引きで勝者を決めろ」などと言い出したら、それだけで目もく論ろみはすべてご破算になる。

  　それらの問題をクリアして引き分けにしたところで、資金難の歌劇学園に現在の生徒数を維持する力はない。誰も学校をやめなかったせいで歌劇学園そのものが倒れてしまったのでは本ほん末まつ転てん倒とうだ。

  　考えれば考えるほど、雅弥の心は絶望的なまでに沈んでいく。

  「待て、落ち着け。三つの問題を一度に解決しようとするから混乱するんだ。まず俺が考えるべきは、どうやって引き分けに持ち込むかだ。他のことはその後で考えればいい」

  　赤信号を見上げた雅弥は、横断歩道の手前で立ち止まりながら思案を巡めぐらせる。

  　どうすれば自分と拓海の得票数を同点にできるのか。それを可能にする抜け道がどこかに隠されていないか。信号機を見上げながら、雅弥は何気なくポケットに手を入れて……。

  　指先に、固い物が触れた。

  　何かと思い、ポケットの中身を取り出す雅弥。そして彼は、信号が青に変わったにもかかわらず、歩くことも忘れてその場に立ち尽くした。

  「……この手があった」

  　手の中の物を握り締めた雅弥は、歩道に立ったまま携帯電話を取り出す。慣れた手つきでボタンを操作すると、呼び出し音が一度鳴っただけで、すぐに通話口から女性の声が聞こえてきた。

  『はろはろ～。杏子だよ～。どしたの？』

  　期待通りの能天気な声に、雅弥の口元が僅わずかに緩ゆるむ。

  「見つけました」

  『見つけたって何を？』

  「生徒会長選挙で、俺と拓海が引き分けになる方法を」

  　受話器の向こうで杏子が驚きの声を上げる。興奮のためかひときわ声を大きくする杏子に、雅弥はそれとなく受話器を耳から引き離した。

  『それでそれで！　どんな方法なの？』

  「それは、今はまだ秘密です」

  『えー！　もったいぶるなよ～。いいから白状しちまえよ～』

  「知りたければ、明日の演説を見に来てください」

  『けち。わかったわよ、明日までの楽しみに取っておくから。……って、わざわざそのことを伝えるために電話してくれたの？』

  「いえ。杏子先輩に一言、伝えておきたいことがあったので」

  　雅弥は握り締めていた手を広げ、そこにある物を見つめる。

  「思いついたのは杏子先輩のおかげです。ありがとうございます」

  『……』

  　雅弥の感謝の言葉に、杏子からの返事はない。てっきり「なに真ま面じ目めなこと言ってるのよぅ、こっ恥ぱずかしいなぁ」などと茶ちや化かされる覚悟をしていた雅弥は、無反応な杏子にどう対処すればいいかわからなかった。

  　受話器を持ったまま雅弥が前を見ると、横断歩道の信号はいつの間にか赤に変わっていた。

  『んじゃ、明日の演説は必ず見に行くから』

  　ようやく聞こえてきた杏子の声は、いつもと変わらぬ陽気なものだった。

  『雅弥の活躍を楽しみにしてるよ』

  「はい。期待していてください」

  　そうして通話を終えた雅弥は、携帯の液晶画面をしばし眺めた後、折り畳み式の電話を片手で閉じてポケットに押し込んだ。

  「あとは、どうやって教頭先生を納得させるか。すべては俺の演説次第か……」

  　赤信号を見上げながら、雅弥は明日の演説に思いを馳はせる。雅弥の心臓は緊張と興奮で高鳴っていた。かすかに見えてきた光こう明みように、重かった体が浮き立つようだった。

  「大丈夫だ。きっと上う手まくいく」

  　そう言い聞かせて、雅弥は、拓海や九月とともに三年生になる自分を夢む想そうする。

  　顔見知りの同級生も、仲のいい後輩も、誰一人欠けることなく進級する未来を想像する。

  　――大丈夫。きっと上手くいく。

  　雅弥が確信を持った、その瞬間。彼の肩に何かが触れた。

  　反射的に振り返った雅弥は、自分の肩に手を置いている虚うつろな瞳ひとみの女性に目を留とめる。女はこけた頬ほおにほつれた髪を張り付けたまま、焦点の定まらない目を雅弥に向けていた。

  「あなた、加賀雅弥くんでしょ？」

  　力の加減がわからないのか、女は血がにじみそうなほど強く雅弥の肩に爪つめを立てる。

  「お願いがあるの。あなた、亘のために、負けてくれないかしら」

  　感情の起き伏ふくが感じられない冷たい声に、雅弥はようやく彼女が何者か思い出す。ついさっき校門の前で目が合った、彼女は唐木亘の母親だった。

  「お願いよ。あなたがわざと負けてくれれば、亘は歌劇学園に残れるのよ。あなた、亘の友達でしょう？　お願いだから亘を助けてよ」

  　雅弥の首を絞めるかのように、母親は制服の襟えり元もとへとすがりつく。体重をかけられた雅弥はよろめきながら、それでも真っ直ぐに女の目を見つめ返した。

  「お気持ちはわかりますが、俺はわざと負けるわけにはいきません。俺はみんなが生き残る方法を……」

  「どうしてよ！　どうしてダメなのよ！」

  　突然、母親がヒステリックに泣き喚わめいた。通行人が一斉に注目する中で、母親は雅弥の話に耳を貸さず、半狂乱になりながら髪を振り乱す。

  「亘はいい子なのよ！　何も悪いことしてないのよ！　それなのにどうして学校をやめなきゃいけないの！　亘は、亘はいい子で、歌劇学園で活躍するのが夢で、だから――」

  　支し離り滅めつ裂れつに喚き散らしながら、母親は力任まかせに雅弥の胸板を押しまくる。母親の剣けん幕まくにかける言葉が見つからない雅弥は、押されるがまま数歩後ずさり……。

  　気がつくと、二人は横断歩道に踏み出していた。

  　信号の色は、赤。

  　悲鳴のような、金かな切きり声のような、甲かん高だかいブレーキの音を雅弥は聞いた。咄とつ嗟さに母親の手を振りほどいた雅弥は、道路も見ずに、安全な歩道へ逃のがれようと一歩を踏み出す。

  「母さん！」

  　駆けつけた亘が歩道で悲鳴をあげていた。雅弥は反射的に母親を見た。目の前にいる女は虚うつろな瞳ひとみで、ただぼんやりと雅弥の顔を眺めていた。

  　明らかに、何も気づいていない顔だった。

  　足を止とめて、雅弥は母親の服をつかむ。そのまま力任せに、母親の体を歩道へ突き飛ばす。

  　見捨てれば避さけられたはずなのに、雅弥は足を止めて、両足で踏ん張って――。

  

  　そして雅弥の耳から、急ブレーキの音が消えた。
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  最終幕　視聴者の心

  

  　日没後の午後六時過ぎ。連絡を受けた拓たく海みが取るものも取りあえず病院に駆けつけると、正面ロビーでは古こ都と乃のがカメラマンを従したがえて待ち構えていた。

  　すでに診療時間は終わっているのか、ロビーには古都乃と番組スタッフ以外に人影は見当たらない。一年前、九く月がつが交通事故で入院したことを思い出しながら、拓海は当時と同じラフなジーンズ姿の古都乃に駆け寄った。

  「先生！　雅まさ弥やの容態は？」

  「一命は取り留めたが、まだ意識は戻らない。今は面会謝絶だ」

  　とりあえず命に別状はないとわかって安心したのか、膝ひざから力の抜けた拓海が椅い子すにもたれかかる。ひとまず安あん堵どした拓海は、続いて思い浮かんだ疑問を口に出していた。

  「でも、どうして雅弥が交通事故なんて」

  「そのことだが……」

  　古都乃が言葉を濁にごしていると、二人の会話を聞きつけたのか、間もなく廊下の奥から何者かが姿を現した。薄暗い通路から明るい蛍けい光こう灯とうの下に進み出たのは――いつになく神しん妙みような顔をした、亘わたる。

  　どうして亘がここに？

  　拓海がそう思うより早く、亘は膝をついて床に額ひたいをこすりつけた。

  「すまん、拓海！　許してくれ！」

  　いきなりの土ど下げ座ざで困惑する拓海に、亘は悲鳴にも似にた声で謝罪する。

  「母さんは追い詰められていたんだ。俺が学園をクビになると思って必死だっただけなんだ。毎日学校に押し掛けて、夜遅くまで先生と言い争って、最近ではヒステリーにわめいて支し離り滅めつ裂れつなことを言うようになって……。でも、それは俺を守るために必死だっただけで。だって俺は、母さんの夢だから……」

  　要領を得ない亘の説明に、拓海はどう反応すればいいのかわからない。亘の母親がノイローゼ気味だったことと、雅弥が事故にあったことの、どこに関連があるのか拓海には想像すらつかない。

  　冷たい床に額を押し付けたまま、亘は声を震わせる。

  「悪気はなかったんだ。母さんはただ、俺のためを思ってやっただけなんだ。雅弥を見つけて、詰め寄って、そのせいで二人とも道路に飛び出して――」

  　最後まで言い終わるより早く、拓海は亘の襟えり首くびを掴つかみ、無理矢理顔を上げさせた。力ずくで持ち上げられた亘の顔は、今にも泣き出しそうに歪ゆがんでいる。

  「どういうこと？　まさか亘のお母さんのせいで、雅弥が？」

  「……ごめん」

  「ごめんじゃないだろ!!」

  　土下座していた亘を力任まかせに引きずり起こす。抵抗する意思はないのか、亘はされるがままに立ち上がった。その観念したような態度が、さらに拓海を怒らせる。

  「悪気はなかった？　それがなんだ！　雅弥は死ぬところだったんだぞ！」

  「……ごめん」

  「お前の母さんに雅弥は殺されたかけたんだ！」

  「……ごめん」

  　煮にえ切らない亘の返事に、拓海が拳こぶしを振り上げる。殴られる覚悟はできていたのだろう。亘は身を守る素振りすらせずに、きつく目を閉じた。

  　……怒りに震ふるえる拳を、しかし、拓海はぶつけられない。

  「亘の……お母さんは……？」

  　拓海の震える声が意味することを、亘はすぐには理解できなかった。

  「それで、亘の、お母さんは……無事なの？」

  　ようやく拓海の質問を理解して、亘は何度も何度も力強く頷く。

  「かすり傷ひとつないよ。雅弥が、守ってくれたんだ」

  「そっか。……さすが雅弥だ」

  　誇ほこらしげにそう言うと、拓海は亘からゆっくりと手を離した。拓海の手がかすかに震えていたことを、亘は見て見ぬふりをする。

  　黙って二人のやり取りを眺めていた古都乃は、「そこで殴ればいい画になったのに」と嘯うそぶき、すぐに表情を引き締めた。テレビカメラを従えた古都乃が、うなだれた亘に声をかける。

  「亘に尋たずねるが、雅弥が車にはねられるようにと、お前が母親に命令したわけではないのだな？」

  「違います！　俺は！」

  　亘はちらりと拓海を見る。

  「俺は、雅弥のことを本気で尊敬してるんだ。雅弥にケガさせてまで学校に残りたいなんて思うわけない！」

  　激しい剣けん幕まくで亘が訴える。激げき昂こうする彼をカメラに収めた古都乃は、まったく悪びれた様子もないまま「わかったよ、私が悪かった」と口先だけで謝った。

  「そうだ。忘れないうちに拓海に渡しておこう」

  　亘に興味を失った古都乃が、カメラを従えたまま拓海に近づく。古都乃が懐ふところから取り出したのは、先端に安全クリップのような形の石がついたネックレスだった。

  「事故にあったとき、雅弥がこれを握り締めていたそうだ。何か知っているか？」

  「いえ、見覚えのないペンダントですけど」

  　漠然と答えながらネックレスを受け取る拓海。見覚えがないと答えはしたものの、拓海はこのネックレスを最近どこかで見たような気がしていた。ただ、それは雅弥ではない別の誰かが身につけていたような……。

  「それにしても、拓海はつくづくラッキーな男だ」

  　しげしげとペンダントを眺めていると、唐突に古都乃がそんなことを言い出した。この場にふさわしくない明るい口ぶりに、拓海は不快感とも嫌悪感ともつかない暗い感情を抱く。

  「雅弥が事故にあって僕がラッキーとは、どういう意味ですか？」

  「考えてもみろ。これで雅弥は明日の演説に出られなくなった。Ａチームにとってこれ以上の痛手はない。雅弥の欠場は、Ｂチームにしてみれば千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだ」

  　雅弥の不在につけこめと、古都乃が笑う。

  「雅弥さえいなければＢチームにも十分勝機がある。これでＢチームが逆転すれば、すべては雅弥を突き飛ばした亘の家族の手柄だな」

  　楽しそうに喋しやべる古都乃を、拓海が睨にらみつける。その突き刺さるような視線を感じていないはずがないのに、古都乃はなおも笑うことを止やめなかった。

  「そんな顔をするな。もっと素直に喜べ。Ｂチームが勝利すればお前も嬉うれしいだろう？」

  「これで勝っても、嬉しくなんかありません」

  「正直になれ。お前だって望んでいたはずだ。『相手が雅弥でなければ』と、心のどこかで思っていたはずだ。亘の母親は、お前の願いを叶かなえてくれたのさ」

  「そんなこと、僕は願っていない」

  　歯を食いしばり拳こぶしを震わせる拓海を見て、古都乃は愉ゆ悦えつに顔を綻ほころばせる。
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  「惜しかったな。いっそ雅弥が死んでくれれば、拓海は戦わずして勝てたものを」

  　パシン！

  　乾いた音がロビーを貫つらぬく。亘が、カメラマンが……その場にいた全員が注目する中で、拓海は平手で古都乃の頬ほおを叩たたいた。耐えがたい怒りをぶつけようと拓海は口を開きかけるが、限度を越えた怒りで言葉にならない。息苦しそうに歯は軋ぎしりすると、拓海は古都乃に背を向け、何も言わずに病院を出て行った。

  　走り去る拓海の背中を、テレビカメラがズームアップで追いかける。

  「……やれやれ、怒った顔を撮るのも一苦労だな。優しすぎるのも困りものだ」

  　残された古都乃が、赤く腫はれた頬を愛いとしそうに撫なでている。「親友が事故にあって怒りくるう拓海」という狙ねらい通りの映像が撮れて、古都乃はご満悦だった。

  「だが、おかげでいい画えが撮れた。今のやり取りは見せ場になったはずだ。この調子で私の番組をもっと盛り上げてくれよ」

  　素晴らしい表情を見せる教え子に、古都乃は歪ゆがんだ愛を込めて囁ささやく。

  「――拓海。お前は最高の被写体だ」

  

  　母親が息子の友達に掴つかみかかっても、主役が意識不明の重体で入院しても、変わらず夜は訪れ、いつものように日は昇り、新たな一日が始まる。

  　翌朝の体育館には、始業時間よりも遥はるかに早い時刻から生徒たちが続々と集結し、三本勝負の結末をこの目で見ようと、朝早くから列をなしていた。

  　舞台袖そでで演説の準備をしていた拓海は、椅い子すに腰掛けたまま、人で埋うまっていく体育館と、その光景を撮影する六台のテレビカメラを虚うつろに眺めていた。手元に視線を戻した拓海は、自分の持っているペンダントを凝視する。

  　それは雅弥が事故にあったとき握り締めていたペンダント。

  「今日の舞台に、雅弥がいないなんて……」

  　ペンダントを握りながら、拓海は祈るように指を重ねる。拓海が顔を伏ふせて沈黙していると、やがてぱたぱたと大きな足音が聞こえてきた。静かに歩く意思など微み塵じんも感じられない足音は、拓海の間近でピタリと止まる。

  　見覚えのある細い足が視界に入り、拓海は顔を上げることなく相手の名を呼んだ。

  「九月……」

  「拓海」

  　制服姿の九月が寄り添そい、うつむいている拓海の頭をそっと抱き寄せる。

  「今さっき雅弥のことを聞いたばかりで……。拓海、大丈夫？」

  　心配する九月に、拓海は「うん」と弱々しく言葉を返す。九月に抱かれた拓海は、頬に当たる冷たい感触に気づき、顔を上げる。

  　拓海の頬ほおに当たっていたのは、九月が首から下げている、アルファベットの「Ｏ」の形をしたペンダントだった。

  （そうか。見覚えがあると思ったのは、運動会のときに九月がつけていたのを見たからだ）

  　ようやくらぶ×ネックレスのことを思い出して、拓海は張り詰めていた気持ちがほんの少しだけ和やわらいだ。

  　わいわいと賑にぎやかな声が会場から聞こえてくる。ほとんどの者は雅弥の事故を知らないのだろう。体育館では、応援する立候補者への期待と興奮が熱気となって渦巻いていた。

  　ここに集まった誰もが、自分のチームの勝利と、相手チームの敗北を願っていた。

  「どうしてこんなことに……」

  　気がつくと、拓海は九月に抱き締められたまま無意識につぶやいていた。

  「人気があるのは誰かとか、視聴率を稼ぐにはどうすればいいとか、そんなことどうでもいいじゃないか」

  　傍かたわらにいた九月が拓海の腕に手を置く。九月の手に拓海は自分の手を重ねる。

  「僕はただ、みんなと楽しく学園生活を送りたかっただけなのに。勝ったとか負けたとか、追い出すとか追い出されるとか、そんなことに関わりたくなんかなかったのに」

  　拓海の口から、次々と弱音が溢あふれ出る。

  「僕はおかしいのかな？　人気も視聴率も気にならないのは、歌か劇げき学園の生徒としておかしいのかな？　誰とも争いたくないって思う僕は変なのかな？」

  　拓海は九月の手を強く、強く、痛いくらいに強く握り締める。

  「誰も犠ぎ牲せいにしたくないと思うのは変なのかな。誰も傷つかなくてすむように、またみんなで仲良く過ごせるようにって、考える僕はおかしいのかな」

  「そんなことはありませんよ」

  　聞こえてきた穏やかな声に、拓海と九月は同時に振り返る。いつからそこにいたのか。柔らかな笑えみを湛たたえた生徒会長――由よし井い玉たま緒おが二人を見据えるように立っていた。

  　玉緒の顔を見上げながら、拓海はぼんやりと口を動かす。

  「そんなことはないって、どういう意味ですか？」

  「誰も犠牲にしたくないと考えていたのは、拓海さんだけではないということです」

  　ゆったりと、玉緒が語る。

  「昨日、杏きよう子こさんが雅弥さんと電話でお話をしたそうです。そのときに、雅弥さんは選挙を引き分けで終わらせる方法を見つけたと言っていたとか」

  「選挙を引き分けに……。雅弥は、まだ諦あきらめていなかったんだ」

  　拓海は親友の往おう生じよう際ぎわの悪さを嬉うれしく思い、そして彼が意識不明の重体であることを思い出して呆ぼう然ぜんとなる。たとえ雅弥が優れたアイデアを思いついたとしても、今となっては知る術すべがない。

  「雅弥が具体的に何をしようとしていたのか、杏子先輩は聞いていないのですか？」

  「杏子さんも、詳しい内容まではわからないそうです」

  「その杏子先輩はどこに？」

  　九月の質問に、玉緒は少しだけ表情を暗くする。

  「先ほどまで一緒だったのですが、雅弥さんの事故を知って血相を変えて出ていかれました。あんな顔の杏子さんを見たのは初めてです」

  　おそらく杏子は病院に向かったのだろう。玉緒も本来なら病院に駆けつけたいところだが、彼女は現役の生徒会長として演説前に挨あい拶さつをしなければならない。今はおいそれと席を外はずすわけにはいかなかった。

  「雅弥は何を思いついたのかな」

  　雅弥が考えた方法を、拓海も同じように考える。雅弥の意思を引き継ぐために、拓海は「全員が助かる方法」を必死になって思案する。

  　――どうすれば、雅弥と拓海の選挙を引き分けにできるのか？

  「選挙を引き分けにするってことは、僕と雅弥の得票数をぴったり同じにするってことだ。でも、何万票も集まる投票で故意に結果を同点にするなんて……」

  　何かを仕掛けるなら、この演説が最後のチャンスだった。演説が始まるまでに方法を思いつかなければ手遅れになる。だが、いくら考えても何も思い浮かばない。拓海は悔しそうに拳こぶしを握り締めると……。

  「ん？」

  　指先に固い感触を覚えた拓海は、親指から一本ずつ静かに指を開いていった。

  　開かれた拓海の手の中にあったものは……。

  「……そうか」

  　拓海がつぶやき、九月と玉緒は同時に彼を見る。拓海は手の中にある物……ペンダントを見つめたまま、椅い子すから立ち上がり、ぐるぐると歩き回り始めた。

  「この方法なら……でもそんなことが可能なのか……最後の演説次第では……僕には無理でも雅弥の言葉なら……でも今は僕がやるしか……」

  　ぐるぐると同じところを歩き回りながら、拓海はぶつぶつと独ひとり言ごとを繰り返す。完全に自分の世界に没頭している拓海に対して、隣では玉緒が彼女らしく柔らかに微ほほ笑えんでいた。

  「どうやら拓海さんは、奇跡を起こす方法を見つけたようですね」

  　立ち止まった拓海が玉緒を振り返る。玉緒は笑顔のまま誇らしく胸を張った。

  「よろしければ、私にもお手伝いさせてください」

  「お手伝い？」

  「はい。引き分けでの決着が認められるように、わからずやの教頭先生を私が説得しましょう」

  「そんなことが可能なんですか？」

  　九月の言葉に、玉緒ははっきりと頷うなずく。

  「ええ、できますとも。お忘れですか？」

  　穏やかに微笑みながら、玉緒は豊かな胸を誇らしげに反そらせる。

  「私は歌劇学園の生徒会長、由井玉緒ですよ」

  

  「歌劇学園生徒会選挙！　はーじまーるよー！」

  　外見は小学生にしか見えない放送部副部長の柚ゆず雪きが、ステージ上で「うりゃー」と拳こぶしを突き上げる。柚雪の檄げきに呼応して、集まった生徒たちは一斉に歓声を上げた。

  「この時間は、『学園カゲキ！』特別番組として、生徒会長選挙の模様を生中継でお届けするからねっ！」

  　テレビカメラとその向こうにいる視聴者へ、初しよっ端ぱなからテンションＭＡＸの柚雪が元気よく挨あい拶さつする。生中継で「立候補者の演説」「インターネット投票の模様」「集計結果の発表」まで放送すると説明する柚雪に、会場のボルテージもうなぎ登りだった。

  　そのころ、舞台袖そでで大歓声を聞いていた拓海は、直立不動のまま全身をぎくしゃくさせていた。歌劇学園にいると忘れがちだが、拓海はごく普通の平凡な高校生である。こんな大舞台で緊張するなと言う方が無理な注文だった。

  「拓海さん、リラックス」

  　舞台慣れしているのか、玉緒が優しく拓海の背中をさする。深呼吸した拓海は、気を紛まぎらわせるように持っていたらぶ×ネックレスを見た。

  「雅弥……」

  　ぽつりとつぶやくと、やおら、拓海はネックレスを自分の首につけ始めた。それは雅弥に「力を貸してくれ」と願っているのか。それとも「僕と一緒に頑張ろう」と励ましあっているのか。

  　拓海の様子を眺めていた玉緒が、彼の背中からそっと手を離す。

  「まずは生徒会長である由井玉緒ちゃんの挨拶だよっ！」

  　ステージ上で柚雪が呼んでいる。つられるように会場から拍手が起こると、玉緒は拓海の顔を見てにこやかに「行ってきます」と会え釈しやくした。

  　玉緒の後ろ姿を見送った拓海は、彼女の白い足がかすかに震えていた気がして……すぐに「あの会長が緊張なんてするわけがない」と自分の見間違いだと結論づける。実際、ステージに立った玉緒は実に堂々としていて、緊張しているようにはとても見えなかった。

  「おはようございます。生徒会長の由井玉緒です」

  　聞いているだけで心が和なごむような癒いやしの声が体育館に響き渡る。この一年間、生徒会長として務めてきた感想を、ときにユーモラスに、ときに真しん摯しに語る玉緒。これが人望の成せる業わざなのか、生徒は誰一人お喋しやべりをすることなく真ま面じ目めに耳を傾ける。

  　そのまま何事もなく挨拶が終了すると思われたところで、玉緒は唐突に話を切り出した。

  「ところで、この場を借りて教頭先生にお尋たずねしたいことがあります」

  　いきなり名指しされた教頭が、驚いてステージ下から玉緒を見上げる。教頭をはじめとする教師陣は、ステージ脇わきで体育館の側壁に沿うように並んで立っていた。

  「生徒の半数を学園から追放するよう指示したのは、教頭先生だと伺うかがいました。それは事実でしょうか？」

  　思いがけない玉緒の質問に、生徒たちがざわつき始める。マイクを持たない教頭は気分を害したように眉まゆをひそめると、無言で頷うなずいた。

  「それは教頭先生の一存で決められたのでしょうか？」

  　玉緒の質問が続き、生徒たちのざわめきは体育館全体へと広がっていく。放送部からマイクが手渡しで回され、教頭はハンドマイクを受け取るなり甲かん高だかい声を張り上げた。

  「私は理事長より全権を任されている。私の言葉は理事長の言葉である。私の命令は絶対だ」

  「つまり、教頭先生の一存で決められたのですね？」

  　口調は穏やかだが、追及の姿勢はいつになく厳しい。一歩も引こうとしない玉緒の詰きつ問もんにたじろぎながら、それでも教頭は偉そうな態度を決して崩さなかった。

  「それがどうした。確かに、生徒の数を減らすよう命令したのはこの私だ。誰を追放するかは私が決める。つまり、生徒諸君の運命は私が握っているわけだ」

  　ブーブー。体育館のあちこちからブーイングが起こる。中には突き立てた親指をこれ見よがしに下へと向ける生徒もいて、偉ぶっていた教頭の顔色は一気に真っ赤になった。

  「騒ぐな！　騒ぐ奴は全員退学にするぞ！」

  　たちまち体育館は水を打ったように静まり返り、教頭は気分よく「フン」と鼻を鳴らす。生意気な子供たちを調教して悦えつに入いったのか、教頭はすこぶる上機嫌で玉緒を見上げた。

  「わかったかね。理事長から全権を任されたこの私が、今の歌劇学園で一番偉いのだ。私の言うことは絶対だ」

  　理事長の名を借りて威張り散らす教頭に、玉緒はあくまでも穏やかに微ほほ笑えみかける。

  「この件が教頭先生に一任されていることはわかりました。それでは、教頭先生の一存で誰も追放させないことも可能ですね？」

  「理屈では可能だ。だが、それはありえない。三本勝負で負けたチームが学園を追放されるのは、すでに決定事項だよ」

  　教頭の返事に、玉緒は自然と居い住ずまいを正す。このとき、彼女の大きな瞳ひとみは「その言葉を待っていた」と言わんばかりの血気に満ちていた。

  「今、教頭先生は『負けたチームが学園を追放される』と確かにおっしゃいました。では、どちらのチームも負けなければ、追放はなしということで構いませんね」

  　言葉の意味が伝わらなかったのか、教頭が間の抜けた顔で玉緒を見ている。玉緒はさりげなくテレビカメラをチェックすると、レンズが自分と教頭に向けられていることをしっかりと確認した。

  「たとえば、選挙で雅弥さんと拓海さんの得票数が同点だった場合、三本勝負は一勝一敗一引き分けの五分になります。つまり敗者はいないことになるのです」

  「バカを言うな！　私の目が黒いうちは引き分けになどさせるものか！　誰が何と言おうと、お前らは学園を退学になる運命だ！」

  　人望ある玉緒をバカ呼ばわりしたせいか。先ほどよりもスケールの大きいブーイングが、体育館のあちらこちらから次々と巻き起こった。

  「文句のある奴は前に出ろ！　この場で退学にしてやる！」

  　教頭の怒ど鳴なり声が轟とどろく。もちろん、言われた通り前に出る生徒など一人もいない。その反応を「意い気く地じがない」と決めつけた教頭は、蔑さげすむように薄笑いしながら生徒たちを見み下くだした。

  「いいか！　誰よりも歌劇学園のことを考えているのはこの私だ！　子供は何も考えず、大人の言うことに従したがっていればいい！」

  「教頭先生」

  　鼻息も荒く持論をぶちかます教頭に、すぐそばから古都乃が声をかける。

  「生放送中です。発言には気をつけてください」

  　指摘された教頭が、今さらテレビカメラを意識する。教頭は慌あわてて居い住ずまいを正すが、時すでに遅し。一連の発言は余あますところなく全国津つ々つ浦うら々うらへと生中継されていた。果たしてテレビを見ていた視聴者は、教頭の発言を聞いて誰の味方をするべきだと感じただろうか。

  「教頭先生」

  　古都乃が冷静に右手を差し出す。自信に満ちた瞳ひとみが「あとは私に任せろ」と訴えているようで、存外小心者だった教頭は持っていたマイクをあっさりと古都乃に渡した。

  「これだけは言っておこう」

  　マイクを受け取った古都乃が一歩前に出る。背筋を伸ばしてステージを睨にらみつけるさまは、小物感丸出しの教頭よりも遥はるかに凄すご味みがあった。

  「お前が何を企たくらんでいるか知らないが、最終戦は引き分けになどならない。選挙では雅弥と拓海の二人に何万票という数の票が入るのだ。二人の得票数が偶然にもまったく同じになるなどあり得ない」

  「そのあり得ないことが起こったらどうしますか？」

  　玉緒が強気に言い返す。柔にゆう和わな生徒会長が喧けん嘩か腰で古都乃と対たい峙じするのを見て、会場にいた生徒たちは一様に驚きを隠せなかった。その場にいた誰もが「こんな会長は見たことがない」と感じていた。

  「もしも、そのあり得ないことが――奇跡が起こったら、生徒たちを追い出すことをやめていただけますか？」

  「そんな奇跡は起こらない」

  「その奇跡が起こったら？」

  「……いいだろう。もしも奇跡が起こったら、生徒たちの追放はなしにしてやる。それでいいですね、教頭先生」

  「え？　あ、ああ」

  　二人の迫力に気け圧おされたのか、いきなり話を振られた教頭が曖あい昧まいに頷うなずいた。カメラを意識しながら物わかりのよさをアピールする教頭は、どうやら視聴者の目を気にしているようだ。

  「ありがとうございます」

  　まんまと教頭の言げん質ちを取った玉緒が、壇上でにこやかに微ほほ笑えむ。先ほどの喧けん嘩か腰が嘘うそのような天使の微び笑しように、教頭は違和感を覚え……。

  「ちょっと待て。今、私は何を約束した？」

  　今さら自分の軽率さに気がついて慌あわてるが、すでに後の祭りである。一連のやり取りが生放送で全国津つ々つ浦うら々うらに中継されている以上、今さら約束を反ほ故ごになどできない。全国の視聴者が証人なのだ。

  「安心してください、教頭先生。引き分けになどなりません」

  　狼ろう狽ばいする教頭にマイクを返しながら、古都乃が自信たっぷりに囁ささやく。

  「ほ、本当だな？　本当に引き分けにはならないのだな？」

  「私を信用してください。奇跡など起こりません」

  　そう言って意味深に微笑む古都乃。果たして二人の会話が聞こえたのか、壇上にいる玉緒は優美に微笑みながら締めの挨あい拶さつを口にした。

  「奇跡は起きるものではありません」

  　歌劇学園の生徒会長は、凜り々りしく告げる。

  「奇跡は、起こすものです」

  

  「ここで残念なお知らせだよっ！　生徒会長に立候補している加か賀が雅弥ちゃんが、交通事故にあって入院しちゃったんだ！」

  　それは青天の霹へき靂れき。柚雪の説明に、会場は瞬またたく間に動揺と悲鳴に包まれた。波紋のように衝撃が広がっていく様子に、拓海は改めて雅弥の人気の高さを痛感してしまう。

  　この異様な雰囲気の中でこれからスピーチするのだと、拓海は気持ちを引き締め……。そして、はたと気がついた。

  　体育館にいる誰も、雅弥の事故のことを知らなかった。では九月と玉緒は誰から話を聞いたのだろう？　雅弥の事故のことを知っていた人間から聞いたとすれば、それは……。

  「それじゃ、続いて会あい澤ざわ拓海ちゃんに演説してもらおうカナ！　拓海ちゃん、よろしくね～！」

  　緊迫感の欠片かけらもない柚雪の紹介に、拓海はすぐさま我に返る。「集中しろ」と自分に言い聞かせ、首に下げたペンダントを片手で握り締める。

  　顔面に「私は緊張しています」と書いたまま、拓海はぎこちない動きでステージ上へと踏み出した。ぎく、しゃく、ぎく、しゃく。

  　雅弥の事故の余韻を引きずっているのか、拓海が姿を見せても会場からは特に拍手も起こらない。ざわつきに支配された会場で、拓海はどうにかマイク前まで辿たどり着いた。

  「あ……」

  　声を出そうとして、拓海は自分がペンダントを握り締めたまま歩いていたことに気づく。慌あわててペンダントから手を離すと、その仕し草ぐさが可お笑かしかったのか会場から失笑が漏もれた。

  　広い体育館で、拓海を笑う声だけがなぜかよく聞こえる。

  　急に気恥ずかしくなった拓海は、テレビカメラを過剰に意識して落ち着きなく視線をさまよわせてしまう。そうして真横を向いた拓海は、舞台袖そでで祈るようにしている九月と目が合った。

  　九月は、身につけているらぶ×ネックレスを持ち上げて力強く頷うなずいて見せた。つられて拓海も自分のペンダントを持ち上げると、九月に応こたえるように大きく頷いた。

  　ほんの数秒、九月と拓海は見つめ合う。

  　静かにペンダントから手を離した拓海は、大きく深呼吸をして前を向いた。

  　二百余人の生徒と、何万人という視聴者の視線を感じながら、拓海はおもむろに口を開く。

  「おはようございます。会澤拓海です」

  　自分で思っていたよりもすんなりと言葉が出てきた。「大丈夫」と自分に言い聞かせて、拓海は生徒たちの顔を一人一人順番に見回す。

  「最初に言っておきたいことがあります」

  　テレビカメラと目が合った拓海は、レンズの向こう側にいるであろう視聴者の姿をイメージする。

  　リビングで家族揃そろって観ている人。一人暮らしの四畳半で観ている人。部屋の掃除をしながらなんとなく観ている人。『学園カゲキ！』の大ファンで熱中して観ている人。こたつに包くるまってみかんの皮を剥むきながら観ている人……。

  　すべての視聴者に、拓海は訴える。

  「この選挙で僕と雅弥のどちらかが勝つと、歌劇学園の生徒の半数は学校をやめなければいけなくなります。だから、僕は、選挙で勝ちたくありません」

  　生徒たちの間に動揺が走る。特にＢチームの生徒たちは、驚きとも怒りともつかない表情で目をむいている。仲間の反感を一身に浴びながら、「勝ちたくない」と宣言した拓海は、はっきりとテレビカメラに訴えた。

  「視聴者の皆さんにお願いします。どうか、僕に投票しないでください」

  　……会場が静まり返る。

  　物音一つしない静せい寂じやくの中心で、拓海は大きく息を吸い込み、吐き出し、そして――。

  「そして、雅弥にも投票しないでください」

  　無意識に拓海の手がペンダントの先端を――数字のゼロをかたどった石を握り締める。

  「誰も投票しなければ、僕と雅弥の得票数は０票で、同点になります」

  　ざわめきが波紋のように広がっていく。

  「視聴者の皆さんにお願いします。この生徒会長選挙に投票しないでください。そうすれば僕たちは０票対０票で引き分けになります。そうすれば、この勝負に勝者はいなくなるのです」

  　投票するから差が生まれる。ならば、引き分けに持ち込みたければ、選挙で誰にも投票させなければいい。それがらぶ×ネックレスを――数字のゼロを見て思いついた拓海の作戦だった。

  　拓海が会場を見渡す。不安と期待が入り混じった生徒たちの表情と、不安一色で青ざめた教頭の表情を見て、拓海はようやく肩の荷が下りた。

  　――賽さいは投げられた。あとは、『学園カゲキ！』を観ている視聴者次第。

  　らぶ×ネックレスから手を離すと、拓海は無言で生徒たちを見渡した。人々の話し声は徐々に小さくなり、やがて会場は水を打ったように静まり返る。拓海はようやく普段通りの……穏やかで人のいい、彼らしい優しい声で語り始めた。

  「僕は、この学校が好きです」

  　拓海は懐なつかしい日々を思い出す。

  　入学当日に雅弥と知り合い、九月と知り合った。時には仲良く、時にはケンカをしながら過ごした毎日。その日常が全部偽にせ物ものだと知ったときの絶望と、それでもみんなのことが好きだと思えた幸せ。

  　それは懐かしい思い出。そして、現在進行形の思い出。

  「楽しいこと、つらいこと、嬉うれしいこと、悲しいこと……。ここに来てからいろいろなことがあったけど、やっぱり僕の思いは変わりません。僕は、自分が通っているこの学校が好きです。僕は、歌劇学園が大好きです」

  　知っている顔、知らない顔、無数の眼が拓海に向けられている。拓海は生徒全員の気持ちを代弁するように頷うなずき、微ほほ笑えんだ。

  「訂正します。この場にいる生徒全員、歌劇学園が大好きです」

  　約二年。拓海は歌劇学園を通していろいろな番組に関わった。ドラマ、バラエティ、ドキュメンタリー……。数多くの番組に関わったが、そこで拓海が行おこなったことは常に一つだった。

  　観ている人に、夢を与えること。

  「歌劇学園は僕の夢です。ここにいる生徒みんなの夢です。そして今、テレビを見ている皆さんの夢です。歌劇学園という夢の中で僕たちは生きています」

  　番組作りは楽しいことばかりじゃない。つらくて逃げ出したいことはいくらでもある。

  　そんなとき励はげみになったのは、応援してくれるファンの声。背中を押してくれる仲間たちの声。ファンレターを読んで力をもらい、友達と手をつないで現場に向かう。

  　自分の夢を叶かなえるために。

  　応援してくれるすべての人に、最高の夢を観てもらうために。

  「だから、お願いします。少しだけ、視聴者の皆さんの夢を僕たちに分けてください。それが叶うなら、ここにいる生徒全員が約束します。今まで以上に楽しい夢を、必ず、皆さんにお届けすることを！」

  　たくさんの友人と、たくさんのスタッフと、たくさんのファンに感謝を込めて。

  「どうか、これからの僕たちの『学園カゲキ！』を観てください！」

  　人に夢を与えること。

  　それが、自分に夢を与えてくれた歌劇学園への、精一杯の恩返し。

  「……僕からは、以上です」

  　スピーチを終えた拓海が、大きく息を吐き出し、視聴者に向かって頭を下げる。演説が終わったのだと気がついて、見み入いっていた生徒たちの間からパラパラとまばらな拍手が起こる。

  　パラパラと鳴っていた拍手は、やがてパチパチへと音を変えていった。パチパチからパンパンへ。パンパンからドンドンへ。拍手は歓声に変わり、歓声が大歓声へと変わっていく。

  　広い体育館は、ついには熱狂する生徒たちの歓かん呼この叫びで埋うめ尽くされた。

  　たとえほんのちょっとでも、自分の思いが伝わったのだとわかって、拓海は再度深々と頭を下げる。その姿に呼応して体育館はさらなる歓声に包まれる。

  　やるべきことはすべてやった。

  　視聴者に投票しないよう呼びかけた。生徒の誰も学園をやめたくないことを訴えた。視聴者に感謝の気持ちと決意を伝えた。あとは、視聴者の心次第。

  　顔を上げた拓海は、全力を出し切った清すが々すがしさとともに舞台袖そでへと歩き出す。声援に背中を押されながら退場した拓海は……。

  「あ」

  　つぶやいて、慌あわてて壇上へと舞い戻った。

  　改めてマイク前に立った拓海は、真面目な顔で「こほん」とわざとらしく咳せき払ばらいする。

  「えー。最後に一つだけ」

  　全校生徒が静まり返り息を飲む中、真剣な面おも持もちの拓海は……突とつ如じよ「にっこり」と人の良さそうな営業スマイルを満面に浮かべた。

  「歌劇学園ではスポンサーを募集しています！　スポンサーになってもいいという企業の皆さん、是非歌劇学園までご一報を！」

  　会場から、明るい笑い声と割れんばかりの拍手が起こった。

  

  「集計結果が出るまでは休憩タイムだよっ！」

  　視聴者によるインターネット投票が開始されると同時に、柚雪が生放送の一時中断を宣言する。時刻は正午を回り、生徒たちが思い思いのランチタイムを満喫するため体育館を後にする中、人生最大の大仕事を終えた拓海は……。

  　舞台袖でぐったりしていた。

  「もう疲れたよ……眠ってもいいよね……」

  　今にも天使に連れられて天国へ昇りそうな雰囲気の拓海。全国生中継＆慣れない大舞台で、小市民の拓海はすっかり精魂尽き果てている。

  「お疲れ、拓海。すごくよかったよ」

  「お疲れ様でした。とてもいいスピーチでした」

  　美少女の玉緒と愛いとしい九月に声をかけられて、拓海は慌あわてて背筋を伸ばし椅い子すに座りなおす。女性の前でだらしない姿を見せられないと思うのは、男子の悲しい性さがである。

  「あ、ありがとうございます。ですが、まだ終わったわけじゃありませんから」

  「そうですね。本当の勝負はこれからです」

  　このまますんなり引き分けにならないことは、発案者の拓海が誰よりもよく理解していた。

  　いくら拓海が強く訴えたところで、何かの間違いで、あるいはちょっとしたいたずら心で誰かが投票してしまえば、それだけで計画は失敗に終わる。一人が投票しただけで、引き分け決着は望めなくなるのだ。

  「何万人といる視聴者の、一人も投票しないなんてことが本当にあり得るのでしょうか」

  「ここで悩んでいても仕方ありません。やるべきことはやりました。あとは、視聴者の皆さんの善意を信じるだけです」

  「視聴者の心、ですか」

  　祈るような気持ちで拓海は目を閉じる。今日が学生生活で一番長い昼休みになることを、拓海は覚悟せずにはいられなかった。

  　疲れている拓海の肩をモミモミしていた九月が、思い出したように玉緒へと声をかける。

  「会長もお疲れ様でした。先ほどの教頭とのやり取りは見事でしたね。いつの間に古都乃先生を懐かい柔じゆうしていたのですか？」

  「えっ？　会長と古都乃先生ってグルだったの!?」

  　人を疑うことを知らない拓海の反応に、九月は「ふーやれやれ」とでも言いたげに首を振る。

  　そういえば、と拓海は思い返す。スピーチが始まる前から、玉緒は雅弥の交通事故のことを知っていた。雅弥の事故のことを玉緒は誰から聞いたのか。

  　玉緒は、演説が始まる前に古都乃と会って話を聞いていたのだ。

  「グルと言われると語ご弊へいがありますが……。そうですね、教頭先生をどうやって騙だませばいいか、古都乃先生と事前に打ち合わせをしたことは事実です」

  「でも、会長が古都乃先生と会ったのは、僕が引き分け作戦を思いつく前ですよね。会長は、僕が雅弥の意思を継いで引き分け狙ねらいでいくことを見越していたのですか？」

  「拓海さん。むかしから言うではありませんか」

  　物わかりの悪い子供を諭さとすように、玉緒が拓海の頭をポンポンと叩たたく。

  「備そなえあれば憂うれいなし」

  　……大物だ。なんだかよくわからないけど、やっぱりこの人は大物だ。

  　意味もなく確信してしまう拓海だった。

  「でも、さすがは会長ですね。私たちには古都乃先生を味方につけるという発想がまずありませんでした。それを思いついて、なおかつ実現するなんて凄すごいです」

  　古都乃は生徒の敵だと思い込んでいた九月が、玉緒の柔軟な発想に感心する。そんな九月の頭を、またまた玉緒は子供を諭すようにポンポンと優しく叩たたいた。

  「味方につけるも何も、古都乃先生は最初から敵ではありませんよ。あの方は単に、自分に正直に生きているだけです。幸い、自分に正直に生きる方の扱いは慣れていますから」

  　九月の脳のう裏りに黒髪の美少女が思い浮かんだが、とりあえずそこは黙っておくことにした。

  「あの古都乃先生をどうやって説得したのか、後こう学がくのために教えてもらえませんか？」

  　気を取り直した拓海が質問する。果たして玉緒は難なん攻こう不ふ落らくの古都乃をどのように籠ろう絡らくしたのか。聖母マリアのように慈悲深い微び笑しようを湛たたえたまま、穏和な生徒会長が手の内を明かす――。

  「『最後に教頭をぎゃふんと言わせたら、番組は高視聴率間違いなしですよ』と助言したら、古都乃先生は喜んで協力してくださいました」

  「…………え、それだけ？」

  　……大物だ。なんだかよくわからないけど、やっぱりこの人は大物だ。

  　意味もなく確信してしまう拓海だった。

  

  　長かった昼休みも終わりに近づき、戻ってきた生徒たちでわいわいがやがやと体育館が賑にぎわい始めた頃。壁際にある教員席では、血相を変えた教頭が悠ゆう然ぜんと構える古都乃に詰め寄っていた。

  「古都乃先生が余計なことを言うから、あんな約束をしてしまったじゃないか！　これで引き分けになったらどう責任を取るつもりだ！」

  「人のせいにするなんて見苦しいですよ。テレビカメラの前ではっきりと約束したのはあなたです。まったく、教頭先生が安請け合いなどするから大変なことになった。ああ困った困った」

  　全然困っていない様子の古都乃に、茹ゆでたタコよろしく、教頭の顔が見る間に赤く染まっていく。

  「キサマ、あの生徒会長とグルだったんじゃないだろうな！　この勝負を引き分けに持ち込んでどうするつもりだ！　そんなに歌劇学園を潰つぶしたいのか！」

  「それは心外だ。私だって本当に引き分けになるなんて思っちゃいない。……ただ、こうして逆転の目を残した方が、番組はよりいっそう盛り上がると思っただけだ」

  「番組が盛り上がる？　そ、そんなくだらない理由で私を陥おとしいれたのか！」

  　教頭が興奮で声をどもらせながら怒鳴り散らす。すっと表情を消した古都乃は、唾つばを飛ばす教頭のネクタイを掴つかみ、力任せに引き寄せた。古都乃の端正な顔が間近に迫って、教頭は「ひっ」と短い悲鳴を上げる。

  　表情の消えた古都乃が、吐と息いきのかかりそうな至近距離で小悪党に囁ささやく。

  「面白い番組を作るのが私の仕事だ。それを『くだらない』なんて誰にも言わせない」

  　有あり坂さか古都乃は、まだ二十六歳。普通ならば助監督やＡＤとして下積みをしている年齢である。その彼女が歌劇学園で数々の高視聴率番組を手がけ、今やヒットメーカーとまで呼ばれている。

  　それはひとえに、有坂古都乃が信念の人だから。

  　ただ一心に「どうすれば面白い番組が作れるか」「どうすれば視聴者を楽しませられるか」と、それだけを考えているから。他のすべてを犠ぎ牲せいにして、視聴者を楽しませるためだけに行動しているから……。

  「番組を観た人が楽しんでくれるのなら、私は何だってする。それが私の信念だ」

  　古都乃が教頭のネクタイから手を離す。完全に迫力負けしている教頭は、その場で足をもつれさせ、無様に尻しり餅もちをついてしまった。

  「お、お前は私に協力していたんじゃないのか！　お前はいったい誰の味方なんだ！」

  　床に尻餅をついたまま、教頭がキャンキャンと吠ほえたてる。よく吠える小男を高みから見下ろしながら、古都乃は薄く冷笑した。

  「誰の味方？　そんなもの、決まっているでしょう」

  　視聴率の権ごん化げが不敵に笑う。

  「私はいつだって、視聴者の味方だ」

  　直後、体育館を震わせるほどの大歓声が生徒たちから湧わき起こった。

  　古都乃がステージを見ると、白い封筒を持った柚雪が手を振りながら壇上に上がるところだった。どうやら、いよいよ選挙の結果が発表されるらしい。古都乃は腰が抜けた教頭を放置したまま、悠ゆう然ぜんと腕を組み、舞台上に注目する。

  「生徒会長選挙の結果を発表するよ！」

  　柚雪が観客を煽あおると、それに応こたえるように生徒たちの歓声も大きくなった。

  「まあまあ」と手を動かして、自分で煽っておきながら興奮している生徒たちを宥なだめる柚雪。すぐに騒ぎも収まり、先ほどまでの喧けん騒そうが嘘うそのように静まり返る。

  「それじゃ、発表するね」

  　緊張感にやや欠ける柚雪の愛らしい声が、広い会場にこだまする。生徒と、教師と、テレビカメラが見守る前で、柚雪は持っていた封筒を開封した。

  「発表します！」

  　封筒から取り出したメモを……二人の候補者の得票数を、柚雪が高らかに読み上げる。

  「会澤拓海、０票！」

  　おおー、と生徒たちの間からため息が漏もれる。

  　これで生徒全員の運命が決まる。張り詰めた緊張感の中、柚雪は一拍間を置いてから、続きを読み上げた。これで雅弥が０票ならば勝負は引き分けになるが、果たして――。

  「発表します！」

  　柚雪が、結果を読み上げる。

  「加賀雅弥の得票数は――」
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  エピローグ

  

  　怒ど濤とうの生徒会長選挙から、間もなく一か月が過ぎようとしていた。

  　暦こよみも三月に入り、気の早い街路樹は早くも若葉を芽吹かせている。それら早春の緑を、加か賀が雅まさ弥やはベッドの上から……病院の二階の窓から見下ろしていた。

  　全治二か月。「新学期までには松まつ葉ば杖づえなしで歩けるようになる」というのが医者の見立てである。かくして雅弥はこの一か月、日がな一日ベッドに横になり、骨折した足を吊つり下げながらテレビと窓の景色ばかり眺める毎日を送っていた。

  『みんな元気にしてるカナ～！　歌か劇げき学園放送部の安やす原はら柚ゆず雪きだよっ！』

  　薄型液晶テレビの枠の中で、桃色リボンの似に合あう女の子が満面の笑顔を振り撒まいている。雅弥はギブスで固定された自分の足を見ながら、不機嫌そうな声で「元気ですよ」とつぶやいた。

  　入院中の雅弥が見ているのは、放送芸術に特化した実験都市「歌劇市」が中心となって製作しているＣＳ放送「ＫＡＧＥＫＩチャンネル」である。

  　テレビに目を向ければ、学園屈指のお子様体形である柚雪が元気一杯にはしゃぎ回っている。雅弥はリモコンをいじりながら、エネルギッシュなチビッコ先輩の声に耳を傾けた。

  『最新の流行を紹介するこのコーナー。今日紹介するのは、『学園カゲキ！』が火付け役になった大ヒット商品だよ。じゃじゃーん！　その名も、らぶ×ネックレス！』

  　柚雪が元気一杯に示したのは、先端に数字のゼロをかたどった石がついているネックレスだった。

  『ずっと品切れが続いていたこの商品も、ようやく追加注文の受付が始まったんだ！　今日は特別に、この番組を見ている人だけに先行販売するからねっ！』

  　テレビを見ながら「何が流は行やるかわからないものだ」と独ひとり言ごとをつぶやく雅弥。この一か月ですっかりテレビに話しかけることが多くなった彼である。

  『らぶ×ネックレスがブレイクしたきっかけを改めて説明するね。そもそものきっかけは、歌劇学園で行われた生徒会長選挙なんだよね』

  　柚雪の説明が始まると同時に、映像がＶＴＲへと切り替わる。

  　それは生徒会長選挙の投票日に生放送された番組。立候補者の会あい澤ざわ拓たく海みが、緊張した面おも持もちでステージに立つ場面。緊張のしすぎで目が泳いでいる拓海は、会場を見渡した後、舞台袖そでを見てピタリと動きを止めた。

  　カメラのレンズが舞台袖を捉とらえると、そこには拓海の恋人である橘たちばな九く月がつが、微ほほ笑えみながら首に下げたらぶ×ネックレスを掲げていた。すると、恋人の応援を受けた拓海が、九月に応こたえるように自分のらぶ×ネックレスを掲げて見せた。二人の愛情の深さを象徴するような光景に、画面が自然とズームアップする。

  　今にもハートマークが飛び交かいそうならぶらぶワールドが映し出されて、雅弥は「あの二人はもっと人目を気にするべきだ」と独り言で苦言を呈ていする。

  『このシーンが放送された直後から、「二人がしているネックレスが欲しい、どこで売っているのか」という問い合わせが殺到！　あっという間に在庫が完売して、今ではカップルの定番アイテムになったんだよねっ！』

  「高笑いする杏きよう子こ先輩の姿が目に浮かぶようだ」

  　大写しになったらぶ×ネックレスを画面越しに眺めながら、雅弥は在庫を売りさばこうと四し苦く八はつ苦くしていた美人の先輩を思い浮かべる。

  　雅弥の想像の世界では、学園屈くつ指しの美少女は「ふぉっふぉっふぉっ」と偉そうに笑いながら、札束で自分の顔を煽あおいでいた。雅弥の抱いだく杏子のイメージは、だいたいいつもこんな感じである。

  　と、そのとき。病室の扉が豪快に開かれ、萌もえ黄ぎ色いろの制服を来た見舞い客が乱入してきた。

  「はろはろ～！　雅弥、元気～？」

  「噂うわさをすれば……」

  　盛大に手を振りながら大おお股またで入室したのは、喋しやべらなければ学園屈指の美少女・水み無な月づき杏子だった。いつも無表情な雅弥が、微妙に「うんざり」という文字を顔に浮かべる。

  「なになに、私のことを考えてたの？　ひょっとして私をオカズにしていたのかしらん？　このスケベ」

  「いいえ。らぶ×ネックレスが大ヒット商品になったので、さぞや天てん狗ぐになっているだろうと小馬鹿にしていたのです」

  「ふぉっふぉっふぉっ。今なら札束でビンタしてあげてもよろしくてよ」

  「恐ろしい勢いで天狗になっている……」

  　鼻高々の杏子に雅弥が呆あきれていると、さらに見知った顔がぞろぞろと部屋に入ってきた。杏子に続いて拓海、その後に九月、玉たま緒おと、見舞い客が数じゆ珠ずつなぎになっている。

  「こんにちは、雅弥。元気そうだね」

  「ああ。ベッドから動けない以外はいたって元気だ。おかげで退屈している」

  「それだけ悪態がつけるなら大丈夫だ」

  　笑いながら拓海はベッド脇わきの椅い子すに腰掛ける。一か月前まではケンカをして顔を合わせることすら避けていた二人だが、そんな過去などすっかり忘れて……むしろそんな過去など最初からなかったかのように、両者はすっかり以前の親密さを取り戻していた。

  　足の骨折でベッドから起き上がることもままならない雅弥が、首を動かして全員の顔を見回す。杏子と玉緒が細長い筒を持っていることに気づいた雅弥は、無表情のまま玉緒に声をかけた。

  「今日は卒業式でしたね。卒業おめでとうございます。卒業式に出られなくて申し訳ありませんでした」

  「ありがとうございます。ケガでは仕方がありませんよ。気にしないでください」

  　にこやかに答える玉緒へ、雅弥はベッド脇に隠してあった花束を差し出す。

  「これは俺からです。いろいろとお世話になりました。卒業おめでとうございます」

  「まあ」と驚きの声を上げた玉緒が、瞳ひとみを輝かせながら花束を受け取る。嬉うれしそうに微ほほ笑えむ玉緒……の隣では、杏子が自分を指さして「私の分は？」と無言のアピールをしていた。

  　無言の要求を続ける杏子を、ジト目で睨にらみつける雅弥。

  「これはお世話になった会長への感謝の気持ちです。杏子先輩にお世話になった覚えはありません。従したがって感謝の気持ちなどあるはずがない」

  「ひどっ！　何度もお見舞いに来てあげたじゃん！」

  「どうせ卒業式までやることがなくて退屈だったのでしょう。ケガで動けない俺をからかうのは、いい暇ひまつぶしになったのではありませんか？」

  「なんてこと言うのよ！　私はただ、入院中の雅弥の痛々しい写真を掲載するとブログのカウンタが跳はね上がるから、人気稼ぎに利用していただけなのに！」

  「暇つぶしよりタチが悪い」

  　断固として感謝の気持ちを要求する杏子と、断固として要求を突っぱねる雅弥。二人のやり取りを微笑ましく思いながら、拓海はさりげなく体を斜めに傾けた。

  　ベッドの下に花束が隠してあった。拓海は笑いを堪こらえるのが大変だった。

  「またテレビであの場面を放送してるね」

  　つけっぱなしのテレビを見た九月が、苦笑混じりに画面を示す。テレビ画面には、舞台上で演説している拓海の勇ゆう姿しが映し出されていた。

  「拓海のスピーチを見るのはこれで何度目かな？　拓海もすっかり有名人だね」

  「これは歌劇学園史上に残る名場面ですから。繰り返し放送されるのは運命と思って諦あきらめるしかありませんね」

  「放送されるたびに拓海の好感度が上がっているらしいよ。雅弥が退院する頃には、名実ともに拓海が歌劇学園のトップに君臨しているかもね」

  「もう勘弁してください」

  　九月、玉緒、杏子の三人から立て続けに褒ほめちぎられた拓海は、恥ずかしさで身が縮むような思いだった。このウブなところが好感度上昇の秘ひ訣けつかと、杏子などは勘かん繰ぐってしまうほどだ。

  「くそぅ。この初うい々ういしさが私にも残っていれば！」

  「杏子先輩には最初から初々しさなどないでしょう」

  　杏子と雅弥が睨にらみ合い、火花を散らす。バチバチ。

  「そ、それにしても」

  　揉もめ事を嫌った平和主義者の拓海が、わざとらしく話題を逸そらす。

  「さすがは歌劇学園ですね。あれだけ危機を叫ばれていたのに、よくここまで持ち直しましたよ」

  「そうですね。拓海さんが演説を行った時点では、学園の資金難は解消されていませんでしたから。これからどうなるか心配していたのですが……」

  　懐なつかしそうに語りながら、玉緒は学園が立ち直った経緯を振り返る。

  　――始まりは、生徒会長選挙での拓海の演説だった。

  　この演説が視聴者の話題になったことで、歌劇学園の窮きゆう状じようが各所で大きく取り上げられた。

  　そのタイミングで放送された有あり坂さか古こ都と乃の企画のドキュメンタリー番組は、視聴者のニーズと合致して、今年一番の高視聴率を叩たたき出すに至いたった。

  　番組内で拓海と九月の持っていたらぶ×ネックレスが取り上げられ、このときまで誰も知らなかった商品が、一気に全国区の知名度を得た。

  　結果、ラブネックレスはカップルの定番アイテムとして入手困難なほどの大ヒット商品に発展した。

  　そして、『学園カゲキ！』の番組内から「らぶ×ネックレス」という大ヒット商品が生まれたことが、スポンサー企業の歌劇学園に対する評価を一変させた。

  「ある会社の営業部長さんが言っていました。『学園カゲキに広告を出しても宣伝効果が認められない、だからスポンサーを降りた』と。逆を言えば、宣伝効果がはっきりと認められれば、スポンサーは広告を出したいと思うのです」

  　ラブネックレスの成功により、幾つもの企業がスポンサーに名乗りを上げた。ひとえに「『学園カゲキ！』には大ヒット商品を生み出すだけの宣伝効果がある」と認められたから。

  「スポンサーが集まってこれで安あん泰たい、とはいきませんが。少なくともすぐに学園がなくなることだけは避けられました」

  「今後も歌劇学園を維持していけるかどうかは、次の世代である雅弥たちの活躍にかかってるってわけだ。頑張りなよ、後輩ちゃん」

  　歌劇学園を維持できるように、杏子が次の世代の三人に発はつ破ぱをかける。三人を代表して杏子に答えたのは、もちろん雅弥だった。

  「現状維持などとケチなことは言いません」

  　トレードマークの黒くろ縁ぶち眼め鏡がねを、雅弥は中指で押し上げる。

  「俺が生徒会長になった暁あかつきには、歌劇学園の黄金時代を築いてみせますよ」

  「相変わらずたいした自信だね～」

  　茶ちや化かす杏子だが、表情には未来を楽しみにする期待の色がありありと浮かんでいた。

  「生徒会長といえば、やり直しの選挙はいつだっけ？」

  　九月が尋たずねて、拓海がすぐに「再来週」と答える。

  「立候補の届け出は今週末までだけど、もちろん雅弥は立候補するよね？」

  「当然だ。病院のベッドの上で書類も書いた」

  「気合い入ってるね。再来週の投票日までに足が治るといいけど」

  「治らなければ這はってでも行くだけだ。そういう拓海は、生徒会長に立候補しないのか？」

  「まさか！　もうこりごりだよ」

  　本気で嫌がる拓海は、前回の出馬でよほど懲こりたのだろう。だが、雅弥は表情を緩ゆるめることなく、それどころか更さらなる真剣さで拓海に問いかけた。

  「ならば、拓海。俺の生徒会で副会長をやってみないか？」

  　一同の視線が一斉に雅弥を捉とらえ、それから拓海へと向けられる。注目を浴びた拓海は、しかしさして動揺した様子もなく、ぽりぽりと悩ましげに頬ほおを掻かいていた。

  　――自分は何がしたいのだろう。

  　歌劇学園で、拓海はずっと何をやりたいのかわからず、流されるままに生きてきた。誰かに頼まれたり、命令されたりしたことを、ただ言われた通りにこなしてきた。それが評価されて、それなりに認められてもきたけれど……。

  　――たまには自分から行動してみようかな。

  「雅弥と一緒に生徒会か。それはすごく面白そうだね」

  　やりたいことが見つからないのなら、見つかるまで様々な世界に挑戦をしてみるのもまた一いつ興きよう。自分には無理だと思い込んでいたことも、やってみれば案外なんとかなるものだ。

  　やってみて、わかることもある。だから。

  「僕も、雅弥と一緒に生徒会をやりたい」

  　それは、夢がないことを言い訳にしてきた少年が、ほんのちょっとだけ前向きになった瞬間。雅弥は思い出していた。演説のとき、拓海が言っていた言葉を。

  　――歌劇学園は僕の夢。

  　やる気を見せる親友の姿に、雅弥は黒くろ縁ぶち眼め鏡がねを押し上げながら微ほほ笑えんだ。

  「拓海と一緒なら、最高に楽しい物語が作れそうだ」

  「もちろんだよ。『学園カゲキ！』は、いつだってハッピーエンドなんだから」

  　拓海が差し出した手を、雅弥はしっかりと握りしめた。

  

  　そして、歌劇学園に黄金時代が訪れる。

  

  「またお見舞いに来るよ」

  　そう言い残して拓海たちが病室を後にする。賑にぎやかな見舞い客がいなくなると、病室はやけに広々として感じられた。

  「静かだな」

  　長い入院生活でめっきり独ひとり言ごとの増えた雅弥が、電源の落ちたテレビに話しかける。そして「何をしているのか」と自じ嘲ちよう気味につぶやいた……そのとき、

  　バーン！

  「はろはろ～！　元気にしちょるかね～！」

  　豪快に扉を開けて、卒業証書の入った円筒と腕いっぱいの花束を抱かかえた杏子が病室に乗り込んできた。

  「帰ってください」

  「早いな！」

  　親愛の情が感じられる挨あい拶さつを交かわした後、杏子は微妙に言葉を選びながら、固定されて動かない雅弥の足をぺちぺちと叩たたき始める。

  「ほんっと、雅弥ってつれないよね～。この間だって……」

  「それで、用件は何ですか？　さては忘れ物でもしましたか？」

  「ん。まあ、そんなとこかな」

  　ギブスを叩き飽きた杏子が、花束を持ったままベッド脇わきに腰を下ろす。

  「……」

  「……」

  「……んー」

  　皆と一緒にいたときはマシンガントークだったくせに、二人きりになった途と端たん、不自然に黙り込む杏子。それでも話題を探して頭を悩ませているあたりは、可愛かわいげがあると言えなくもない。

  「事情通の杏子先輩に聞きたいことがあるのですが」

  　落ち着かない杏子を憐あわれに思ったのか、雅弥が先に話を振る。

  「亘わたるは元気にしていますか？」

  「亘？　ああ、あのお調子者くんね。雅弥がこんな目にあってさすがに責任感じてるみたいで、最近は大人しく……。あ、でも、生徒会長選挙には出馬するって息巻いてたかな？　あの子も懲こりないよね～」

  「そうですか。それを聞いて安心しました」

  「今の話のどこに安心する要素があった？」と露ろ骨こつに顔に出す杏子。亘の話題が出たついでだからと、皆の前では聞けない話を振ってみる。

  「前々から聞いてみたかったんだけど、雅弥はどうして事故の原因が亘の母親だってことを表おもて沙ざ汰たにしなかったの？　世間では、あの事故は雅弥の不注意が原因ってことになってるよ」

  　質問はしてみたが、答えを聞かなくても杏子にはおおよその見当がついていた。

  　芸能界と密接な繋つながりのある歌劇学園にとってスキャンダルは最大の痛手である。「加賀雅弥が同級生の母親に殺されかけた」などというセンセーショナルな噂うわさが広まりでもしたら、それこそ学園にとって致命傷になりかねない。

  　雅弥は歌劇学園を守るために、あえて自分一人の不注意ということで話を丸く収めたのではないか。それが杏子の推測だった。

  　そして、質問された雅弥はクールに答える。

  「母親のせいで俺が死にかけたなどと言われたら、亘は学園にいられなくなります。亘は歌劇学園に必要な人材です。こんなことで失うには惜しい男だ」

  　友達のため。

  　遠回しにそう答える雅弥に、杏子はかすかに頬ほおを染め、花束に顔を埋うずめながらそっとつぶやく。

  「……雅弥って優しいね」

  　ぞぞぞぞぞ。お淑しとやかな杏子の態度に、雅弥の全身をさぶいぼが走り抜けた。

  「ど、どうしたのですか。何か悪いものでも食べましたか？」

  「ん？　何の話？」

  「話もなにも、さっきから杏子先輩の様子がおかしいと言っているのです」

  「おかしいって、どの辺が？」

  「何と言うか……今日はやけに女らしく見えます」

  「さりげなく失礼なこと言われた？」

  　ふてくされたように唇くちびるを尖とがらせた杏子が、持っていた花束をテーブルに置く。卒業証書の円筒を小こ脇わきに抱かかえると、おもむろに杏子は制服のポケットから何かを取り出した。

  「私が戻ってきたのは、これを雅弥にあげようと思ったから」

  　杏子がしおらしく差し出したのは、現在入手困難と言われているらぶ×ネックレスだった。

  「前に雅弥にあげたやつは拓海の手に渡っちゃったでしょ。だから、改めてプレゼント」

  「あ、ありがとうございます」

  　ペンダントを一いち瞥べつした雅弥は、なんとなく腑ふに落ちないといった目で杏子を見つめる。

  「ですが、これを俺がもらっても意味がないでしょう。これは、今ではカップルの代名詞になっているわけですから……」

  「雅弥には、一緒にペンダントをつけてくれるような相手はいないの？」

  「残念ながら」

  「……前々から聞いてみたかったんだけど」

  　円筒を小脇に抱えた杏子が、いつになく真面目な声こわ色いろで雅弥に問いかける。

  「雅弥が恋人を作らない理由って、ひょっとして……拓海のことが好きだから？」

  「殴りますよ」

  　雅弥のこめかみに青筋が浮かんで、杏子は「ほっ」と胸を撫なで下ろす。おちゃらけではなく本心から安あん堵どしている杏子が、雅弥には余計に腹立たしい。

  「単純に縁がないだけです。他に理由はありません」

  「またまた～。雅弥に憧あこがれてる女子はたくさんいるよ？　雅弥がその気になれば、モテモテの選よりどりみどりの入れ食い状態じゃない」

  「彼女たちは俺を憧れの対象としか見ていません。俺は、俺のことを対等に見てくれる女性と付き合いたいのです」

  「ふぅん」

  　またまたしおらしくなった杏子が、手の中のペンダントを弄もてあそぶ。

  「……ねえ、雅弥。このらぶ×ネックレス、つけてあげよっか」

  「は？」

  　雅弥が言い返すより早く、筒を小こ脇わきに抱かかえた杏子がベッドに身を乗り出してきた。動揺した雅弥が身をよじるが、足を骨折しているせいで思うように動けない。

  「ほら、じっとして」

  　杏子が雅弥の肩を押さえつける。ペンダントの鎖を両手で巻きつけようとする杏子は、傍かたわから見れば雅弥の首に抱きついているかのようだった。

  　雅弥の目に、前まえ屈かがみになった杏子の顔がアップで映る。真剣な顔でペンダントをつけている杏子だが……雅弥の視線が徐々に下へ、前屈みになった制服の胸の隙すき間まへと動くのは男子の悲しい性さがだった。

  　そして雅弥は、着やせする杏子の胸の谷間と、そこに見え隠れする数字のゼロをかたどったペンダントを目にする。

  　――らぶ×ネックレスは、恋人同士の定番アイテム。

  「ねえ、雅弥？」



  [image: ]


  　雅弥の首に腕を回したまま、杏子が整った顔をそっと近づける。

  「……私のこと、どう思う？」

  「……はた迷惑な先輩です」

  「そういう意味じゃなくて」

  　横たわる雅弥に柔らかい体を預けながら、杏子がさらに顔を近づける。黒髪から漂ただよう甘い匂いが、雅弥の鼻び腔こうを仄ほのかにくすぐる。

  「その……女として、どう思うかって聞いてるの」

  　たどたどしい口ぶりの杏子は、雅弥の目を見て、逸そらして、それからもう一度見て……息苦しそうに瞳ひとみを潤うるませた。

  「私のこと、好き？」

  　鼻先が触れ合いそうなほどの距離で、杏子と雅弥が見つめ合う。

  　雅弥は杏子の肩に手を置くと、優しく撫なでるようにその手を下へとずらしていく。腫はれものでも触るかのように静かに動く雅弥の指は、やがて杏子のわきの下にある……細長い円筒をがっちりと掴つかんだ。

  「すっ」と雅弥の指が、杏子の手から筒を奪い取る。

  「かぽっ」と音を立てて蓋ふたを開くと、円筒の中には卒業証書ではなく、小型の隠しカメラが仕込まれていた。筒の側面に仕掛けられた小さなレンズが、雅弥の表情をばっちり撮影している。

  「……釈明を要求します」

  　地獄の底から響くようなおどろおどろしい雅弥の重低音に、杏子の顔面をだらだらと嫌いやな汗が流れ落ちた。

  　そそくさとベッドを降りる杏子。

  「んー。これはそのー。何て言うかー」

  「そういえば、一緒に職員室に忍び込んだときに見ましたね。『加か賀が雅弥にお色気どっきりを仕掛ける』という古都乃先生の企画書を。あの企画が通ったということですか」

  「んー。まあそのー。古都乃先生に頼まれたって言うか、面白そうだから二つ返事でＯＫしたと言うか。むしろ率先して名乗りを上げたと言うか」

  　全身だらだらと冷や汗だらけになりながら、杏子は視線をあちらこちらへとさまよわせる。どうやら雅弥とまともに目を合わせられない病やまいにかかったらしい。

  「あ、あっれー？　でもおかしいな。迫真の演技だと思ったんだけど、どこでどっきりだとばれたのかな？」

  「明らかに人選ミスです。杏子先輩が俺のことを好きになるなど、設定としてあり得なさすぎます」

  「……ふーん」

  　目を逸そらしたまま、なぜかいきなり不機嫌な声になる杏子。ベッドを離れた彼女の顔つきは、すっかりいつも通りの悪いた戯ずらっ子に戻っていた。

  　猛もう烈れつな不安に襲われる雅弥をよそに、身動きできないケガ人を舐なめるように観察する杏子。やがて彼女は、ギブスで固定された足を見て「ニヤリ」と悪魔の笑えみを浮かべた。

  「ギブスを見るとさぁ。落書きしたくなるよねぇ」

  　どこからともなく黒マジックを取り出す杏子。慌あわてて逃げようとする雅弥を押さえつけ、「ふっふっふっ」と不気味に笑いながら足の裏にペンを走らせる。きゅっきゅっ。

  「な、何を書いているのですか。足の裏は死角になって見えないのですから、変なことは書かないでください」

  「大丈夫、大丈夫。安心して。こう見えても私は達筆だから」

  「誰もそんな心配はしていません！」

  　しかし雅弥の抵抗空むなしく、彼の足の裏は悪あく辣らつな杏子の手によって凌りよう辱じよくし尽くされてしまった。ベッドを離れた杏子が、汚けがされたギブスを眺めて満足そうに頷うなずいている。

  「……それで、いったい何を書いたのですか」

  「じゃ、私は帰るから」

  「ちょっと!!」

  　ニコニコと笑いながら、花束を持った杏子が手を振り去っていく。

  「待ってください！　教えてください！　いったい何を書いたのですか！」

  　じたばたともがいてみるが、雅弥の位置からではどう足あ掻がいても文字は読めなかった。

  

  　この日からしばらくの間、雅弥は見舞い客が来るたびになぜかニヤニヤと笑われたという。

  　雅弥が足の裏のキャッチフレーズを知るのは、もうしばらく後の話である。

  



  
    （おわり）
  


  


  あとがき

  

  　みなさん、こんにちは。花粉症なので家の中でもマスクと伊だ達てメガネを着用している山川進です。スギ花粉なんて銀河系から消えてしまえっ！（恨）

  　えーと。

  　今回のコンセプトは「集大成」。テレビアニメが劇場版になったイメージで、

  「歌劇学園に最大の危機が訪れる！　行く手を阻はばむのは汚い大人たちの罠わな！　立ち向かう会澤拓海は最大最悪のピンチから学園を救えるのか!?」

  　といった、やたらと大おお袈げ裟さな煽あおり文句が似に合あう話を目指してみました。劇場版らしくオールスターキャストかつ登場人物全員に見せ場を作ろうとして、大変な苦労をするはめになったのが最大の誤算です。小生、いつも見切り発車です。

  

  　そんなこんなで足かけ二年にわたってお送りしてきた学園カゲキも、今回をもちましてシリーズ完結。長いようであっという間の二年間でした。

  　友人たちから「先生」と呼ばれ（恥ずかしい）、妹から「いつアニメ化するの？」とせっつかれ（そんな予定はありません）、さまざまな重圧と戦いながら執筆を続けてきたこの二年。もちろん重圧ばかりではなく、嬉しい出来事も多々ありました。

  　というわけで、突然ですが宣伝です。小説第三巻の帯にも書かれていましたが、『学園カゲキ！』のケータイコミックが現在配信中です。

  　自分の書いた小説がマンガになるこの感動!!　読んでいてニヤニヤが止まりませんよ！

  　興味のある方は、携帯でコミック小学館ブックスの「モバＭＡＮ」にアクセスしてみてください。第一話は無料配信です。（二○○九年二月現在）

  　十と神がみ真しん先生、連載お疲れ様でした。九月がめちゃめちゃかあいかったです。ありがとうございました！

  

  　さて、いよいよ紙面が尽きて参りました。最後は関係各位の皆様への感謝の言葉で締めさせていただきます。

  　前担当のＹ様、新担当のＨ様。今の学園カゲキがあるのは、間違いなくお二人の助力があってこそです。Ｙ様、右も左もわからない若輩者の私にいろいろとよくしていただいてありがとうございました。Ｈ様、まだまだ未熟な私ですが今後ともよろしくお願いいたします。

  　挿絵のよし☆ヲ様。毎回素晴らしいイラストをありがとうございます。どの女の子もたまらなく可か愛わいくて、私のツボはいつもえぐられまくりです。学園カゲキのイラストをよし☆ヲ様が担当してくださって、私は本当に幸運でした。

  　親友悪友と親戚一同。学園カゲキを宣伝してくれてありがとう。サインならいくらでも書くよ。だから「先生」って呼ばないでね。恥ずかしいのよ。

  　妹。いろんなところで宣伝してくれてありがとう。たぶん学園カゲキの知名度の半分はあなたのおかげです。うだつの上がらない兄だけど、これからもよろしく。お互い頑張ろう。

  　この本の制作に関わったすべての皆様。この本の販売に関わったすべての皆様。何より、学園カゲキに最後まで付き合ってくださった読者の皆様。私が今日まで頑張ってこられたのは、ひとえに皆様のおかげです。皆様がいなければ、今の私はありません。

  　学園カゲキは楽しかったですか？

  「楽しかったよ」と思っていただけたなら、本望です。

  

  　関係各位の皆様に――何よりも読者の皆様に、心からの感謝を。

  　ありがとうございました。またいつか、皆様とお会いできますように。



  
    二○○九年二月某日　山川進
  


  山川進

  Susumu Yamakawa

  

  20年来の友人が結婚しました。おめでとう。従兄弟に子供が生まれました。おめでとう。私には縁のない話だと笑っていたら「だから日本は少子化になるんだよ！」と説教されました。せちがらい。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ

  学園カゲキ！⑥
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